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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　差し込む光に目を細め、私、周す藤とう絵え里り子こは、腕うで時計から顔を上げた。






　窓の外に広がる暗くら闇やみの中に、照明や警告灯の光を浴びて、巨きよ大だいな流線形の輪りん郭かくが浮うかび上がる。私が搭とう乗じようする予定のチャーター機だった。

　チャーター機はゆっくりと向きを変え、滑かつ走そう路ろに向かおうとしている。

　照明を落としたＶＩＰ用待合室は、私以外には誰だれもいない。夜よりも暗い暗闇の中で、私は出発を待っていた。

　だから、全面ガラス張りの窓の外から覗のぞき込んでいる飛行機だけが、今、私を見つめる、ただ一つの視線だった。

　目の前で向きを変えつつある飛行機の、滑走路を照らす為ためのヘッドライトが、真っ直すぐに、暗闇に染まったこの部屋の中に差し込んで来る。

　眩まぶしさに目を逸そらすと、部屋の中がヘッドライトの強い光によって、白と黒のコントラストが強調されていて、モノトーンのような空間に見えるのに気づく。

　差し込む光は、その光の強さの分の影かげを伴ともないながら、誘導路を曲がる機体の動きに合わせて、ゆっくりと、右から左へ、部屋の中を通り過ぎて行く。

　横断する明かりが、室内の調度品に、一つずつ当たっていく。チェア、テーブル、シャンデリア、花か瓶びん、そして花。それらが一いつ瞬しゆん光に包まれ、そして、また暗闇に消えていった。

　まるで、何であろうと、誰であろうと、輝かがやける一瞬があるのだと、主張するかのように。

　まるで、何であろうと、誰であろうと、始まりと終わりがあるのだと、主張するかのように。

　ぼんやりと、しかしその主張の眩しさに目を細めながら、浮かんでは消えていくそれら一つ一つを眺ながめる。

　やがて、飛行機は誘導路を曲がりきり、ヘッドライトの明かりはこの部屋を脱だつ出しゆつした。

　部屋は、元の暗闇に戻もどった。

　もう、彼らが輝きを取り戻す事は無い。

「それでも、私は覚えている」

　あえて口にしたのは、誰かに同意して欲しかったから。

　もちろん、返事は無い。この部屋には私一人しかいないのだから。

　小さく息をつき、もう一度腕時計に視線を落とす。長針と短針が、丁度、同時に真上を向いた所だった。10月31日が、たった今終わった。




　現在、11月１日午前零れい時じ。ただし、日本時間で。




　約20時間前、10月31日の早朝に、英国にいる斎さい条じようから国際電話がかかってきた。就しゆう寝しん中の女性に電話をかけて来るとはいい度胸だ。快適な睡すい眠みんがどれだけ美容にとって必要か分かっているのか斎条。後で覚えておけよ。

　電話がかかってきたのは午前５時。マイナス９時間の時差があるので、その時英国は10月30日の午後８時頃ごろだ。

　ロゼ・ロイエンの住居が馬ま原はらのトラップによって爆ばく破はされ、そこにいた安あ芸きが全身に大きな怪け我がを負った。安芸は《円環キアカル》の息のかかった病院に収容され、間も無く大規模な手術が始まるとの事だった。

　報告を受けて、私はその後に起きる事態を検討し、すぐに英国行きを決めた。

　無論、安芸が心配だったから、ではない。

　論ろん理り魔ま術じゆつ師しはそう簡単に死なない。《黄ギリアン》の治ち癒ゆ魔術を用いれば、時間はかかるが大たい抵ていの損傷は回復出来る。命さえあればいい。それは現代医学に任せる。

　そして、その後の連れん絡らくで、安芸は５時間に及およぶ手術の末、一命を取り留めた事を聞いた。

　同時に、津つ欧おう総そう一いち郎ろうが手術直後に病院に現れ、《円環キアカル》の権限によって安芸を《島イニス》に強制送そう還かんした事も。

　予定通りだ。

　治癒魔術があるとはいえ、全快には時間がかかる。しかし、《島イニス》に送られたのであれば、なんとかなる。

《島イニス》から戻ってきた時、絶好調の安芸と再会出来るだろう。

　あそこは、こことは時間の流れが違うのだから。

　戻ってきた時、安芸が最高のコンディションで戦えるように、お出で迎むかえの準備をしなければならない。そう、ほぼ間ま違ちがいなく、最後の戦せん闘とうが起きるだろう。

　その為に、私はこれからジェシカシステムを英国に運うん搬ぱんする。

　より正確には、伊い代よが、それを望んだ。

「私も一いつ緒しよに戦わせて下さい」と、彼女は言った。

　心強い事ではあるが、申し訳ない限りだ。

　この戦いは、私達姉きよう弟だいの、彼女への贖しよく罪ざいなのだから。

　ジェシカシステムを持ち出すという事は、北ほく凰おう学園の管理・セキュリティ能力が一時的に低下するという事でもある。土日を挟はさんでいて助かった。

　今、ジェシカシステムはチャーター機の格納庫に収まっている。現地での受け入れ態勢もギリギリで調ととのった。

　出発の準備は全すべて終わっていた。

「……」

　腕時計から再び顔を上げ、待合室の入り口を見つめる。

　私は、明かりを点つけないこの部屋で、人を待っていた。

　必ず、来る筈はずだった。





２　私は、このタイミングが来る事を、ずっと前から分かっていた。






　だから、その為ためのあらゆるシミュレーションを繰くり返していた。想定は完かん璧ぺきな筈だった。実じつ践せんを完全再現出来ないシミュレーションに意味は無いとも思っていた。

　でも、残念ながら私のシミュレーションは不完全だった。毎日体力トレーニングしてたから、運動機能などは全く問題無かったのだけど。やっぱり課題は他人の存在だった。

　２年間の引きこもり生活は、思った以上に快適だったみたい。

「お願い！　間に合って！」

　息を切らしながら、無人の廊ろう下かを走る。





３　既すでに、１時間以上、その待ち人の為に出発が遅おくれていた。






　しかし、これ以上は出発を遅らせる事も出来ない。

「……やはり、無理だったか」

　呟つぶやきながら腰こしを上げ、携けい帯たいを取り出し、かける。

「……私だ。今から出発する。……ああ、いや、来なかった。私だけ──」

　その時。

　私しかいない室内にふわりと風が吹ふいた。

　入り口を見る。

　扉とびらが小さく開いていた。

　少女が、その開きかけの扉に寄りかかっている。

　私は通話状態のままその少女に近づき、ニヤリと笑えみを向けた。

「遅おそかったじゃないか」

　少女は、肩かたで息いきをしていた。走って疲つかれたという感じでは無かった。

　とぎれとぎれに私に答える。

「連絡……もらってから……すぐに……出発したんですけど……あんまり混雑してて……全然前に……進めなくて……ちょっと……予想外……でした……」

「混雑？　タクシーでも使ったのか？」

　扉に寄りかかっていた少女はようやく体を起こし、私に小さな笑顔を見せる。

「そう……じゃなくて……思念が……」

「なるほど。対策を考えよう。とりあえず行くぞ」

　携帯電でん話わを耳に当てる。

「訂てい正せいだ。予定通り播はり機はた仄ほの香かも同乗する。ああそうだ。《紅オストラム》の播機仄香もだ」
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４　【島】「え……、いや、ちょ……、ええええぇぇぇぇぇえええええ!!!?？？」






　私、播はり機はた遙はるかは、天てん蓋がい付きベッドの真ん中で絶ぜつ叫きようした。あんまり驚おどろいたので、何を聞いて驚いたんだったか、一いつ瞬しゆん忘れてしまったくらい。

　記き憶おくが、無い!?

　反射的に立ち上がろうとして、持っていたティーカップが手から落ちそうになる。

「おととと」

　慌あわてて反対の手でカップの底を支えて、バランスを保つ。

　ふう、あぶない。あやうく綺き麗れいな純白のシーツに琥こ珀はく色いろの染しみを作る所だった。

　いやそんな事で安心している場合じゃない！

　なに!?

　なんなのっ!?

　頭を振ふって前を見る。

　椅い子すに座っている目の前の男の子。同い年にして高校教師であり、ついでに論理魔ま術じゆつ師しだったりする彼、秋あき津つ安あ芸きは、いつものくせっ毛を弄いじりながら、はにかみつつ私から視線を逸そらしている。

　秋津先生が、はにかんでいる!!

　今年の春に出会って以来、先生は一度も誰だれにも笑顔を見せた事が無かった。

　先生が笑わなくなったのは、過去にあった出来事が原因らしいと、先生の《人形ドール》である笠かさ木ぎさんが前に言っていた。

　その先生が、笑っている！

　陽光溢あふれるこのアンティークな部屋で、恥はずかしげに微笑ほほえんでいる！




　……かわいい。




　いや違ちがう！　見とれている場合じゃない！　異常事態でしょこれは！

　なんとかしなきゃ！　という想おもいが頭の中を駆かけ巡めぐるけど、心の中にいる自分の冷静な部分が「そのなんとかって何よ？」ってジト目で言ってきて、それに対する返事が思いつかなくて更さらに混乱。しかも起き抜ぬけでまだ頭がぼけぼけしてるから、衝しよう撃げきを上手うまく頭が処理出来てない感じもする。

　とりあえず、落ち着こう。

　そしてもうちょっと頭をはっきりさせよう。

「ええと、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　白衣ではない秋津先生が心配げな顔で覗のぞき込んでくる。ホントは今すぐその胸に飛び込みたいし、なんとなく今の先生なら拒きよ否ひしないんじゃないかという邪じや念ねんが沸わき上がるものの、頑がん張ばってその気持ちを抑おさえ込む。

　代わりに片手を広げて前に出し、椅子から立ち上がろうとする先生を制した。

「すみません。かなり混乱しています」

　そして少し離はなれた方の椅子を指差す。

「自分を落ち着かせる為ために少し考える時間が欲しいので、そっちに座って、しばらく黙だまっていてもらえますか？」

「え？　あ、うん。構わないけど」

　先生は素す直なおに私の理り不ふ尽じんな言葉に従ってくれて、テーブルの反対側の椅子に座りなおし、こちらを見つめている。

　よし。
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　まず、頭をぐるりと回して、周囲の状じよう況きようを再さい確かく認にんする。

　壁かべに木組みではめ込まれたガラス窓が三つ並んでいる。

　窓の外には青空に白い雲が浮うかんでいた。窓を通して差し込む陽光は、午後３時って感じかな。部屋はその光だけで十分に明るかった。

　部屋は広いけど調度品はそれほど置かれていなかった。窓のある壁の反対側には立派な暖だん炉ろが置かれている。残りの壁の一つに入り口があり、その反対側に私がいるベッドがあった。ベッドに寄せるように丸いテーブルと椅子が二つあり、その片方に秋津先生が座っている。

　目が覚めた時に感じたように、この部屋は全体的にどこか古さを感じさせた。ううん、建物が古いというのではなくて、造りが、って言うのかな？　アンティークな模様の壁紙といい、レンガの暖炉といい、私が座ってる天蓋付きベッドといい、グリム童話とかに出てきそうな内装だった。現実感が無くて、セットかなにかに思えてくる。

　とりあえず周りの状況確認、よし。次は私だ。

　今、私は天蓋付きのベッドの真ん中に座り、茶色の毛布を肩かたまで覆おおっている。というのも、凄すごく生き地じの薄うすい寝ね間ま着きを着ていて、かつ下着を着けていなかったから。こんな格好でさっき先生に抱だきついてしまった事は、とりあえず無かった事にする。

　秋津先生の格好もいつもと違う。修学旅行中も変わらない格好だった白衣も変なセンスのネクタイも無く、今はえんじ色のスーツ……でもないのかな？　大げさな刺し繡しゆうのしてあって肩かた幅はばの大きい、まるで中世の貴族みたいな格好をしている。なかなか似合ってるけど、ちょっと仮装っぽい。

　……よし。

　少し、目が覚めてきたぞ。

　私は椅子に座ってじっとこちらを見ている秋津先生に話しかけた。

「……で、なんでしたっけ？」

　先生は少し顔をほころばせて、椅子から立ち上がる。

「ええと、私の記き憶おくが無いって話かな」




　……。




　…………。




　………………。




「すみません、もう少し黙ってもらっていていいですか？」

「……はい」

　しょぼんと椅い子すに戻もどる先生。

　自分の事を「私」と言う先生も、記憶が無いと言う先生も、今の私には、受け入れるのに非常に抵てい抗こうがあった。

　もちろん、ずっと現実逃とう避ひする訳にもいかない。それは分かってる。

　落ち着け、私。

　もう一度考えよう。

　まず目を閉じる。

　心を落ち着かせる。

　もう一度目を開けたら、記憶を無くしてなんか無くて、白衣にセンスの無いネクタイをした、いつもの秋津先生が立っていて、私の事を「播機さん」と呼んでくれるのではないかと一いつ瞬しゆんだけ思った。

　でも、それは確かめなかった。イマドキの女子高生は、世の中がそんなに甘くないって事くらいは分かってる。

　代わりに、これまでの事を思い返す。




　私達、北凰学園２年生は、修学旅行でイギリスにやって来ていた。初日からひったくり犯を追いかけたり、秋津先生のお師し匠しよう様である《無ブーレ色・アグヌ》の論理魔ま術じゆつ師しロゼ・ロイエンさんと出会ったり、無人のコンテナトラックとカーチェイスしたりと、色々ハプニングはあったけど、旅行は平へい穏おん無事（？）に進んでいた。

　ところが、２日目の夜、ホームステイ先──ロゼさんの家──で、馬原が仕し掛かけた爆ばく弾だんトラップが発動、秋津先生が私を爆ばく破はから庇かばって大おお怪け我がをした。

　先生は意識不明の重体となって病院に担かつぎ込まれ、大手術の後、集中治ち療りよう室に移された。

　そこで、《完結したフオル・円環キアカル》の津欧総一郎がやって来て、なんだかよく分からない罪状で先生を《島イニス》に送そう還かんすると宣言し、意識が戻らない先生をベッドごと無む理り矢や理り病院から運び出してしまった。

　先生に怪我を負わせてしまい、その上津欧に連れ去られても何も出来なかった私は、かなりの間落ち込んでいたのだけど、そこにイドがメッセージを寄よ越こして来た。「秋津安芸を助けたければ協力しろ」と。

　イドは論理魔術師の天敵である《鴉ノツクス》の手先だ。でも、秋津先生の実の弟でもある。私はこの申し出を受ける事にして、深夜ホテルを抜ぬけ出し、イドと一いつ緒しよにストーンヘンジに向かった。

　ストーンヘンジは実は巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんで、それによって《島イニス》へ向かう《門ゲート》が作り出された。私はイドに蹴けり飛ばされてその《門ゲート》をくぐり、雨が降りしきる《島イニス》にやってきた。そこで現れた馬に蹴られて──




　──一通り思い出した。そして、ちゃんと話を聞く覚かく悟ごが出来た。

　目を開けて、先生を見る。

　そして、恐おそる恐る、尋たずねる。

「記憶、喪そう失しつ……ですか？　その、記憶を封ふう印いんされた、とか？」

「よく、わからないんです」

　先生は頰ほおを搔かきつつ、窺うかがうようにこちらに向いた視線は、微び妙みように私から逸それていた。

「目が覚めた時にはここにいて、ここで生活するように言われました。それより前の事は、何一つ覚えていないんです」

　まず。

「何一つ」という言葉の意味を確かく認にんしたかった。

　先生は日本語を喋しやべっている。つまり、日本語と、その喋り方は忘れていない訳だ。記憶喪失がテーマの小説とかでよくある、日常生活に必要な事は覚えているけど、それ以外の事を忘れてしまっているという事だろうか。

　何を覚えていて、何を覚えていないのか確認しなければならなかった。自分が英語教師なのは覚えているのだろうか。論理魔ま術じゆつについては？　魔術は日常生活とは無む縁えんだけど、知識としては覚えているのでは？

　聞きたい事、聞かなければならない事は山のようにあった。

　けれど。

　勝手に口から出てきた言葉は一言だった。

「……私、は？」

「え、なんですか？」

「私の、事は、覚えてませんか？」

　秋津先生は、この時は目を逸らさなかった。でも、少しだけ目を細めて、寂さびしそうな表情を作った。

　それだけで、私の心がギュッと摑つかまれた気がした。




　覚えてない。




　先生は、私の事を、覚えてない。




　……、覚えて、無いんだ。




　下を向き、くるまっていた毛布を力ちから一いつ杯ぱい握にぎる。

　泣いちゃ駄だ目めだ。

　今は、泣いていい時じゃない。

　でも、視界が歪ゆがんでくるのを止められなかった。

　その時、先生が呟つぶやいた。

「あなたの、夢を見ました」

「……え？」

　顔を上げる。いつの間にか、先生は椅い子すから立ち、私のすぐ側そばにいた。

　先生は少しだけしゃがんで、私と同じ目の高さになり、続けた。

「この何日か、夢の中にあなたが出てきました。あなたは私の名前を泣きながら何度も呼んでいた。私は言葉が出せなくて、それが申し訳なくて、心の中で、あなたに謝り続けていた」

　先生が手を伸のばして、私の頰に指を当て、涙なみだをぬぐった。

　それで初めて、私は我が慢まんしきれずに泣いてしまっていた事に気づいた。

　先生は、優やさしく、言った。

「夢で見て以来、私はずっと、あなたに会いたかった」

　そして、優しく、笑った。

「覚えていないのが、我ながら情けないですけどね。あなたはきっと、私にとって、とても大切な人なんだろうなって、そう思うんです」

　紅潮していた私の頰を覆おおう先生の手は、冷たかった。

　その手が、溢あふれ出しそうになる私の感情の高ぶりを、すっと、冷やしてくれている。

　それでも、頭はかなりぼうっとしていた。

　秋津先生の口から、こんな情熱的な言葉が出てきたのは初めてだったから。

　私は、その冷たい手に両手で触ふれた。

　先生は、その上からもう片方の手をそっと被かぶせた。男の子の大きな手に、私の手が包まれる。

　先生を見つめる。

　先生も、私を見つめていた。

　さっきよりも、先生の顔がずっと近くにあるような気がした。

　その瞳ひとみが、いつもよりも、ずっと熱いものに見えた。

　それを見ていると、私の体も、熱くなっていくように思えた。

　頭がますますぼうっとしていく。

　先生が、私の手を包む手に力を込めた。

「会いたかった。会えて良かった」

　その言葉に、自然と、まぶたが重くなっていく。

　ああ、人間はこういう時、本能で動けるんだと、私は知る。

　吐と息いきのように言葉が漏もれる。もう、目は閉じていた。

「先、生……」

「失礼いたします」

「「！」」

　突とつ然ぜんの声に、私も先生もバッと両手を離はなして背中に回す。

　なっ、なんなの今の雰ふん囲い気き！　私、今、何をされようとしていたの!?

　音が外に聞こえそうなくらいばっくんばっくん言ってる鼓こ動どうを必死に抑おさえつつ、声のした方を見る。

　入り口に、見知らぬ女の人が立っていた。

　歳としは、私と同じくらいだろうか。秋津先生と同じく、古風な格好をしていた。足首まである紺こん色いろのスカートに大きなエプロン、スカートと同じ色のブラウスはきっちり手首まで伸び、頭には白いカチューシャが載のっている。

　いわゆる、メイドさんだった。

　先生が焦あせりをごまかすように、咳せきをしながら立ち上がった。

「大だい丈じよう夫ぶ。彼女はこの家の《人形ドール》だから」

　その「大丈夫」が「怖こわがらなくていい」という意味なのか「この光景を見られてもいい」なのか分からなかったけど、それを聞くのは何故なぜか恥はずかしかった。

「《人形ドール》、ですか？」

「ああうん、召めし使いみたいなものかな？」

　先生はメイドさんの方を向いて言った。

「どうかしたのかい」

「はい」

　メイドさんは無表情のまま先生に答える。

「津欧様がいらしています。下の玄げん関かんでお待ちです」

　津欧っ!?

　一いつ瞬しゆんにしてぽやぽやしていた頭が引き締しまる。

「彼が？」

　先生がゆっくりと入り口の方に向かって歩き始める。

「おかしいな。次に来るのは１週間後だと聞いていたけど」




　がしっ！




　私はベッドから身を乗り出して、先生のえんじ色の袖そでを摑つかんだ。先生は少し体を傾かたむけてから私の方を向いた。

「どうしました？」

「津欧に、私の事を教えましたか？」

「え？　いや。私の方から連れん絡らくする方法は無いんですよ。丁度いい、彼に紹しよう介かいを──」

「駄だ目めです！」

　思いの外ほか大きな声が出て、先生が少しだけ目を大きくした。

　私は訴うつたえる。

「私を捕つかまえに来たんです！　多分、きっと！　どこかに隠かくれさせて下さい！　お願い！」

　根こん拠きよはなんにも無かったけど、女の勘かんがそう告げていた。

　先生は少しの間だけ私を見つめていた。そして、

「──分かりました」

　そう言って、壁かべにある白く塗ぬられた木製のクローゼットを指差す。

「狭せまいけど、あそこに隠れてて。二階まで上ってくる事は無いと思うけど、念の為ため」

「はい！」

　私は急いでベッドから降りて、クローゼットに向かって歩き出そうと──

「うわっ！」

　──した所で足に力が入らず、前のめりに転びそうになる。

「おっと」

　そこに先生が両りよう腕うでを差し入れ、体を抱だき起こしてくれる。

　私は先生に体重を預けて、仰あお向むけの格好になった。

「丸３日眠ねむってたんだ。体力が落ちてるんだよ」

「……３日!?」

　３日も気を失ってたの!?　どうしよう。斎条先生は「24時間したら助けに行く」って言ってた。遥はるかにオーバーしてる。あれ、でも、そういえば、イドは「10日後に迎むかえに行く」って言ってたな。あれはどういう意味なんだろう？




　ガッ、ガッ、ガッ




　誰だれかが階段を上る音！

　でも足に力が入らない！　どうしよう！




　ふわっ




　私が混乱していると、急に体が持ち上がった。

「え？　きゃあっ！」

　秋津先生が私をお姫ひめ様だっこの姿勢で持ち上げていた。そのまま壁かべの方に向かう。

「開けて」

　先生が前を向いたまま言うと、メイドさんが素す早ばやく歩み寄って、クローゼットの扉とびらを開く。

　ほとんど放り込まれるようにクローゼットの中に押し込まれ、扉が閉まる。




　暗くら闇やみ。




「やあ津欧さん、なにか御ご用ようですか？」

　秋津先生が、入り口の方に向かいながら喋しやべっているのが聞こえた。

「……この《島イニス》に侵しん入にゆう者が潜もぐり込んだ可能性がある」

　津欧の声！　やっぱり私を捜さがしに来たんだ！

「侵入者？　どこにいるんですか？」

「……侵入したのは３日前。お前が匿かくまっている可能性が一番高い」

　思わず体がこわばり、床ゆかに突いていた手が、下した敷じきにしているシーツを摑んだ。

　……ん？　これ、シーツじゃない。

「そんな──」

「室内を捜そう索さくする。異論は認めない。やれ」

　ドタドタと音がする。津欧の部下が廊ろう下かを走っているのだろう。

　私はクローゼットの中で仰向けに転がっていた体を起こして、さっき触ふれた物を両手で広げ、輪りん郭かくをなぞる。

　真っ暗で何も見えないけど、触さわり心地ごこちや形状からなんなのかは分かる。これは私が着てきた制服のブレザーだ。

「……どけ、この部屋も調べる」

「誰もいませんよ。いや、いるか。私と《人形ドール》がね」

　ブレザーの下には、上から羽織っていたもこもこのセーターとスカートが置いてあって、下着も丁てい寧ねいに畳たたんであった。《門ゲート》をくぐって《島イニス》に落ちた時、セーターとスカートは泥どろだらけになった筈はずだ。これは洗って、干してある。

　思わずぎゅっとブレザーを抱きしめる。洗いざらしの制服から、懐なつかしい匂においを感じた。

　先生すらいつもの先生じゃないこの《島イニス》の中で、この手の中にある北凰学園の制服一式は、私にとって唯ゆい一いつ現実感のある存在だった。

　更さらに強く抱きしめると、胸むな元もとに違い和わ感かんを抱いだいた。

「……？」

　なにか硬かたい物が当たってる。

　暗闇の中でブレザーをたぐると、指先に硬い物が触れた。

　これは……、ブローチだ。

　ストーンヘンジで《門ゲート》をくぐる直前の事を思い出す。

　秋津先生のお師し匠しよう様である、ロゼさんが、私にくれた物だ。

　風ふう理り──お母さん──が、私達姉妹に遺のこした物。

《紅オストラム》の、後こう継けい者しやの、証あかし。

　暗闇の中で、ブローチの輪郭をなぞってみる。確か、赤いバラだった筈。




　と、ブレザーの上に貼はり付いていたブローチが、するっと剝はがれて床に落ちる。




　コトンッ




（──っ！）

　反射的に声が出そうになった口に、ブレザーを被かぶせて無む理り矢や理り塞ふさぐ。

「……今、なにか音がしなかったか？」

　津欧の声。

「気のせいでは？」

　秋津先生のごまかす声が、少し上ずっているように聞こえた。

「入るぞ」

　ツカツカと真っ直すぐこちらに向かってくる足音が聞こえる。

　私はぎゅっと体を縮めた。

　ガタッと、クローゼットの扉に手をかける音。

　見つかる！

「──津欧補ほ佐さ官かん、ガフ師から帰投命令が出ています」

　入り口から、男の声がする。

「……分かった。撤てつ収しゆうする」

　硬こう質しつ的な足音が入り口に戻もどっていく。

　あ、危なかったーっ！

　階段を下りていく音が遠ざかっていく。

　目が覚めるなり、驚おどろかされたり、緊きん張ちようさせられたり、その緊張の糸が解けたりで、私はクローゼットの暗闇の中でどっと脱だつ力りよくしていた。

　急に、眠ねむ気けが押し寄せてくる。安心したからかな？

　あ、駄だ目めだ、まぶたが重い。

　ちょっとだけ、眠ねむっちゃおうか……。

　私は、ブレザーを搔かき抱いたまま、目を閉じた。

　右手には、床ゆかに落ちたブローチを、握にぎっていた。





５　モーニングコーヒーと言うには早すぎる時間だったが、運良く店が開いていた。






　11月１日。午前６時過ぎ。

　僕、秋津塊かい斗と──あるいは、イド──は、コーラで朝食のサンドイッチを流し込んだ。仮か眠みんは取ったものの、ほぼ徹てつ夜や明けで、あまり食しよく欲よくが無い。

　店内の客は僕一人だった。この時間では当然か。早朝勤なのか深夜勤なのか知らないが、バイトらしき青年がモップで床を拭ふいている。

　窓の外は薄うす暗ぐらい。天気予報では今日は晴れるそうだが、午前６時の空はまだ曇くもっていた。

　明るい店内の光が窓に反射し、僕の姿を映し出す。

　ジーンズに色の付いたＹシャツ、細めのネクタイ。どこにでもいる若者。

　町中ではさすがにローブは着ない。あれは演出上のポーズに過ぎない。

　不健康そうな顔の半分を、伸のばした前まえ髪がみが覆おおっている。

　髪を少しだけ搔き上げると、顎あごからこめかみのあたりまで、生々しい火傷やけどの痕あとが覗のぞいた。

　今年の春、北凰学園の図書館で、僕の兄さん、秋津安芸によってつけられた傷だ。

　これくらいの傷、魔ま術じゆつを使えば跡あと形かたも無く回復出来るのだが、この傷は全すべてが終わるまで残しておくつもりだった。

　僕が、兄さんに反はん抗こうした、その証あかしとして。

　それに、と、小さくにやける。

　この傷は、兄さんが播機遙という一人の女性を守る為ために、実の弟に対して本気を出した、いや、出しかけた、記念でもある。

　その麗うるわしい絆きずなで結ばれた、あるいはこれから結ばれるであろう二人は、現在《島イニス》で二人っきりの時間を存分に楽しんでいる筈はずである。24時間も与あたえたのだ。僕の兄思いっぷりが分かろうというものだ。




　昨日の夜、《導師》ミシェル・ミゲールから届いた指令は単純な物だった。




「秋津安芸が捕とらわれている《島イニス》に、《紅オストラム》を送り込め」




　指令の意図は説明されなかったが、言われなくても理解していた。《島イニス》に送そう還かんされた兄さんを超ちよう法規的手段を用いて救出する事。ついでに、《紅オストラム》の力が解放されれば言う事無し、といった所だろう。

《蒼マーレ》を捨て、《鴉ノツクス》にその身を置いた当初から、ミシェルとは常に連れん絡らくを取っていた。

　２年前、ジェシカシステムに捕らわれた伊代を救い出す為に、僕は力を必要とした。

　生まれつき魔ま術じゆつ師しとしての素質を持たなかった僕が、《円環キアカル》と対たい抗こうする為には、《鴉ノツクス》に堕おちる事で、魔術の力を得るしか無かった。

　ただ、それだけでは足りない事も理解していた。元げん凶きようであり、伊代を回復させる鍵かぎを握っている馬原の情報は《円環キアカル》が握っている。

　だから、《円環キアカル》の内部に潜もぐり込む、あるいは、内部の情報を得る手段が必要だった。その為に、ミシェルと手を組んだのだ。

　向こうは、こちらの事を信用しているわけではない。それはこちらも同じ事。

　お互たがいに利用し合う関係。

　ミシェルは、《紅オストラム》の覚かく醒せいを早めたい。

　僕は、馬原を捕らえて伊代を覚醒させる方法を得たい。

　お互いの利益が共通する間、我々は共きよう闘とう関係になる。




　そんなわけで、午前１時頃ごろに播機遙をホテルから連れ出し、ストーンヘンジまで連れて行って、《門ゲート》を作って押し込んだ。後は──

「後は24時間する事が無い、とか余よ裕ゆうぶっこいてんじゃないでしょうね？」

　突とつ然ぜんの少女の声が、僕の思考を途と切ぎれさせた。

　なんだ？

　顔を上げると、テーブルの向かいに少女が立っていた。

　長めの前髪に半分隠かくれているが、強気な瞳ひとみがこちらを睨にらみ付けている。

「イド、あんたに言ってんのよ。聞いてんの？」

　強気の口調の少女は確かに僕の名前を呼んだ。

　僕は、僕の名前を知っている、この少女を観察する。

　全体の印象は赤と白だった。

　太ももまである赤のソックスにやはり赤のミニスカート。

　上半身はフリルのついた白のブラウスとボレロを羽織っている。

　上下共に着方が緩ゆるいのか、そういうポリシーなのか、太ももとヘソが大だい胆たんに見えていた。

　顔は、最初の印象よりはずっとあどけない。歳としは、同じくらいだろうか？

　見知らぬ顔だった。ん、いや、でもどこかで見たような気も……。

　僕はイギリス紳しん士しの流りゆう儀ぎにならって、この突然話しかけてきた失礼な女に笑え顔がおを向けた。

「失礼ですが、どこかでお会いした事がありますか？」

「初対面だけどあんたの事はよーっく知ってるわ」

　少女は乱暴に椅い子すを引くと、僕の真向かいに座った。

「……」

　黙だまって彼女を観察する。今気づいたが、イヤフォンからは大音量の音楽が流れているようだ。盛大に音おと漏もれしている。そんな状じよう態たいで僕の言葉がまともに聞こえているのだろうか？

　姿勢を整えると同時に少女は僕を見つめる。そして右手で自分のイヤフォンを指差した。

「これの事は気にしないで。こうしておかないと会話に集中出来ないの」

　むしろそうしておくと会話に集中出来ないのではないかと思ったが、人それぞれだろうし、特に興味も無かったので、深くは追及しない事にした。

　見覚えがある。しかし、初対面だ。

「……仄香よ」

「……なんだって？」

「播機仄香。私の名前。他ほかに欲しい情報はある？」

　まじまじと見つめる。播機仄香？　この子が？

「君が、《紅オストラム》の、妹だって言うのか？」

「悪い？　２年間自宅に引きこもっていただけで、別に箱入り娘むすめでも深窓の令れい嬢じようでも無いのよ。あんたの中のイメージと合がつ致ちしてなくたってそれは私の責任じゃないわ」

　ぷいと顔をそむける。やたら早口で棘とげのある喋しやべり方だった。敵意があるというよりは、人見知りなのを隠して無理しているようにも見えた。

「……にわかには信じがたい。それを証明する物は？」

「あんたに信じてもらう必要なんか無い」

　即そく答とう。

「私はジェシカシステムを運ぶチャーター機に便乗して、周藤絵里子理事長と３時間程ほど前にイギリスに到とう着ちやくした。そしてあんたを捜さがしてここまで来たのよ」

「僕を捜して？　どうやって？　どうやって僕を見つけた？」

「《紅オストラム》の《特権タレント》の事、あんただって知ってるんでしょ？　それに、私の事も」

「！……」

　本物、かもしれない。

「だからさっきからそう言ってるでしょ？」

　僕は冷静さを保ちつつ口を開いた。

「……さっき、余裕がどうだの言ってたな。どういう意味だ？」

「そのまんまの意味よ」

　少女──仄香、は、肩かたにかけていたポーチに手を突つっ込み、その中に入っていた物を僕の方に投げた。それは新聞だった。テーブルを滑すべって僕の前に停止する。




　一面の見出しが目に飛び込む。信じがたい事が書いてあった。




「……ストーンヘンジの、解体？」

　動どう揺ようを悟さとられないように新聞を手に取り、記事を読んだ。

　──老ろう朽きゆう化かが進んだストーンヘンジは倒とう壊かいの危険性がある事が専門家の調査によって判明。補強作業を含ふくめた一時的な解体を行う事が決定され、ストーンヘンジは本日から立ち入り禁止地区になる云うん々ぬん──

「なんだ、これ」

　新聞をテーブルに置き、思わず口から声が出る。

　有り得ない。ストーンヘンジは単なる遺い跡せきじゃない。論理魔ま術じゆつ師しの英知を結集した巨きよ大だい魔ま法ほう陣じんだ。仮に補強作業が行われるとしても、それは陰かげで《完結したフオル・円環キアカル》が主導している筈はずで、必ずミシェルの知る所となる。であれば僕に必ず連れん絡らくが来る筈──

「読まれてんのよ、あんたの行動」

　仄香が、多少吊つり目がちの瞳で僕を睨み付ける。

「い、いやしかし、《紅オストラム》を《島イニス》に送り込んだ時には確実に結界を張った。周囲に気づかれた筈が無い。それに、ストーンヘンジを使う事はミシェルの指示だ、彼が根回ししていない筈が無い。僕の行動が急進派に読まれる事は──」

「敵じゃなくて、」

　僕の言葉を仄香はぴしゃりと遮さえぎった。そして、テーブルに肘ひじを突いた右手で僕の顔を指差す。

「敵じゃなくて、ミシェルに、読まれてんの」

「……なんだって？」

　さっきも同じ事を言った気がする。仄香は指を差したまま答えた。

「あんたは、お姉ちゃんを使って秋津安芸を救出するつもりでいる。そうでしょ？　だって、彼がいないと《蒼マーレ》は馬原を倒たおせない。馬原を倒せなければ、あんたは伊代さんを助け出す方法を入手出来ない」

「……何故なぜそこまで分かる」

「いいのよそんな事はどうでも！」

　指を差してない方の手がテーブルを叩たたく。店内に響ひびき渡わたる音で、モップ掃そう除じ中の店員の背中がびくりと震ふるえた。気が弱いのだろうか。

「店員の事なんかもっとどうでもいいでしょ！」

　短気な性格なのだろうか。姉とはあまり似ていない。

　仄香は額を押さえ、ぶつぶつと呟つぶやいた後、また僕を見た。

「あんたは秋津安芸を救出するつもりでいる。でも、ミシェルはそうじゃない。ミシェルは、《紅オストラム》が覚かく醒せいさえすればいい。秋津安芸の事はどうでもいいのよ」

「……！」

「あんたは、お姉ちゃんを《島イニス》に送り込むというミシェルの指示を、自分の都合の良いように解かい釈しやくして実行した。けれど、向こうの方が一枚上手だったってわけ」

　空中を泳いでいた指が、手首を捻ひねって下を向き、テーブルの上に広げられた新聞を突く。

「こうなってしまっては、あんたはお姉ちゃんも、秋津安芸も、《島イニス》から救出する事が出来ない。そうでしょ？」

　僕は言葉が出なかった。ミシェルに出し抜ぬかれた事も、まあ多少悔くやしくはあったが、双そう方ほうの思おも惑わくを全すべて把は握あくし、かつこんな新聞記事から現在の状じよう況きようを正しく分ぶん析せきしている、目の前の少女の存在に圧あつ倒とうされていた。

「ぼおっとしている暇ひまなんかあると思ってるの？　行くわよ」

　仄香は腕うでを伸のばして、僕のネクタイを摑つかんだ。

「え？」

　唐とう突とつな行動に一いつ瞬しゆん判断が鈍にぶる。と、仄香は突とつ然ぜん立ち上がった。当然ネクタイが引っ張られて首が絞しまる。

「ちょ、ちょっと」

「グズグズしない！」

　目つきの鋭するどい少女は僕のネクタイをぐいぐいと引っ張って店内を横断し、カウンターに紙し幣へいを適当に投げつけて外に出た。僕は引きずられるままだ。

　振ふり返ると、床ゆかに投げ出されたモップの横で、気の弱い店員君が、コーヒー代の十倍はある紙幣を両手で抱かかえて呆ぼう然ぜんとしていた。

「よそ見しない！　あんたの車どれ!?　あの奥から二番目の黒いのね！　鍵かぎ出しなさいよ！」

「ちょ、ちょっと待て！」

　ネクタイを逆に引っ張って、僕の車に一直線に向かおうとする仄香を止める。

　更さらに引っ張ると、仄香は僕のネクタイを放した。ようやくまともに息が出来る。

　息を整えながら、頭の中を巡めぐる疑念をまとめ上げる。

　この数分間で生まれた疑問点が、二つある。

　一点。

　この女は、何をしようとしているのか？

　そして、もう一点。

　この女は、何故僕の車がどれなのか分かったんだ？

　疑問はどんどん湧わいてくる。

　そもそも、何故ミシェルの指示の事を知っていたんだ？

「簡単よ」

　その疑問を僕が言い出すよりも前に、目をつぶって頭を搔かいている仄香が口を開いた。

「さっきも言ったでしょ？　私は《紅オストラム》で、《支配リアイル》の《特権タレント》を部分的に持ってるのよ。今はその力が暴走していて」

　吊つり目がちの瞳ひとみが睨にらみ付ける。

「あんたの思念が読めるのよ」





６　私、津欧総一郎が扉とびらを開けると、「遅おそいぞ！」という叫さけび声が部屋に響いた。






　中に入り、扉を閉め、相手に一礼する。

「お待たせいたしました。ガラド＝ガフ師」

　机に乗り出している人物は、私の態度が気にくわなかったようだ。机をバンバン叩いて怒いかりを露あらわにする。

「《島イニス》の捜そう索さくになにをそんなに時間をかけているんだ！　事態は刻一刻と進んでいるんだぞ！」

「申し訳ありません」

　冷静な返答が却かえって憎にくたらしいのか、いつものごとく説教を始めたこの小男を、私は無表情に見つめている。

　ガラド＝ガフ師。全ての論理魔ま術じゆつ師し達にとっての最高意思決定機関である《完結したフオル・円環キアカル》を統すべる三人の《導師》の一人。《円環キアカル》の中では急進派の派は閥ばつを支持している《導師》である。

《導師》になるには、周りの支持と共に、論理魔術師としての能力の高さが問われる。一流の魔術師でなければ、《円環キアカル》を統べる事など出来ないからだ。

　が、しかし。

　この、目の前で延々と説教──というか、いかに自分が優すぐれていて周りが劣おとっているかという無価値な説明──を続けている、背が低く、頭がはげ上がった、小太りの男が、実力で《導師》の座を獲かく得とくしたのかについては、疑問の余地が多くある。

　ガラド＝ガフは、論理魔術師としては、たいした能力は持っていない。実力も知れている。実戦経験があるのかも疑わしい。彼は生まれ持った血筋と、財力と、知ち恵えを駆く使しして今の地位を保っているに過ぎない。

　それが悪いとは言わない。組織が存在する時、どんな方法を使ってでもその組織の椅い子す──出来るだけ高い場所にある椅子──にしがみつきたい人間が一定数存在する事は、経験的に把握している。共感は全く出来ないが。

　そして、ガフはこの手の椅子取りゲームが大好きな、典型的な小人物だった。

「聞いているのかね！　ツオウ！」

「聞いております」

　噓うそだった。

「それで、なんの用でしょうか？」

　怒おこるのに飽あきたのか、ガフは椅子に座り、頰ほお杖づえを突ついた。

「ジェシカシステムとエリコが税関を通過してケンブリッジを目指しているという情報が入った！」

　それは、《蒼マーレ》が秋津安芸の奪だつ回かいに本気を出した事を示していた。

「いかがしますか」

「君達の国ではこういうのを〝飛んで火に入る夏の虫〟と言うのだろう？　《蒼マーレ》の力を削そぐチャンスだ。部隊を投入して、ジェシカシステムを強ごう奪だつしろ！」

　常に怒り口調なのは、自分を大きく見せたいからなのだろう。

「《紅オストラム》の捜索の方は？」

「ジェシカシステムの確保が優先だ！」

　そして、目先の欲よつ求きゆうに従順でもある。

「しかし、《紅オストラム》が秋津安芸と合流し、もし《紅オストラム》の覚かく醒せいが促そく進しんされたら──」

「心配無い」

　垂れた頰ほおが持ち上がり、嫌いや味みな笑え顔がおが作られる。

「どうせ《紅オストラム》もアキツアキもマハラに抹まつ殺さつさせる。二人ともたかが17歳の子供ではないか」

　そのたかが子供の抹殺計画を何回失敗していると思っているのだろうか。ガフは自分のミスを忘れるタイプでもあった。

「《紅オストラム》をこの世から葬ほうむり去る事で、急進派の目的は達せられる。更さらにジェシカシステムを手に入れれば、私は大きな切り札カードを得る事になる」

　確かにそれは、《円環キアカル》におけるガフの地位をより確固たる物にするに十分な切り札と言えた。

「かしこまりました。それでは失礼します」

　黙だまって外に出る。

　扉を閉めると、控ひかえていた部下が駆かけ寄って来た。私は指示を出す。

「ジェシカシステムの制圧を行う。まず、《蒼マーレ》の勢力を個別に無力化する。《紫プルピユラ》の現在地は？」

「ベル＝ベルノットは北凰学園の生徒と共に、宿しゆく泊はく先のホテルに滞たい在ざいしています。秋津安芸の《人形ドール》も一いつ緒しよです。斎条園その生おはケンブリッジに向かいました。周藤絵里子と合流するつもりかと思われます」

　腕うで時計を見る。午前７時半を回っていた。

「生徒のいるホテルを閉へい鎖さしろ。理由はなんでもいい。その後、ベル＝ベルノットと笠木香か音のんを拘こう束そくする」





７　【島】クローゼットで眠ねむりに落ちて、目が覚めたらまた次の日になっていた。






　初めの丸３日間は眠っていたらしいので、今日で《島イニス》に来て５日目という事になる。

「《島イニス》に来た人は、最初の数日そんな感じに眠りこけてしまうらしいです。時差ボケみたいな物だと、津欧さんが言っていました」

　ナイフを器用に滑すべらせて、パンにバターを塗ぬりつつ、秋津先生はそう私に言った。そして、微笑ほほえんで続ける。

「もっとも私は、最初の数日はずっと昏こん睡すい状態だったので、覚えてないんですけどね」

　現在、私と先生は朝食の最中。

　白いテーブルクロスが敷しかれた丸テーブルの上には、パン、サラダ、ハム、それに水と、軽めの食事が並んでいる。そして、向かい側では先生が笑っている。

　ここは屋や敷しきの一階で、壁かべに並んだ窓から柔やわらかな陽光が差し込んでいる。

　先生と二人っきりの食事。

　状じよう況きようだけ見ればとても楽しいイベントなのだけど。

　どうにも、現実感が無いというか、ずっと夢の中にいるような気分。

　しかも、微び妙みように居い心地ごこちの良くない夢。

　まず、私は自分の格好が気になっていた。

　なんと、ドレスである。

　もちろん、パーティー用とかじゃなくて、普ふ段だん着ぎのドレスなんだけど。

　ええと、なんて言えばいいのかな。

　シャーロック・ホームズとか、19世紀が舞ぶ台たいの小説とかで、女の人が着ているみたいな格好。色は薄うすい赤。ちなみに先生が来ているスーツもそんな古めかしさがあった。

　今朝、目が覚めて、ベッドで体を起こして、ああ、私はまたこのなんだかよく分からない場所で寝ねてたんだ、と思った時、あの無表情のメイドさんが入って来た。

　メイドさんは私の体調に問題が無い事を確かく認にんした後、「朝食の席で安芸様がお待ちですので、こちらにお着き替がえ下さい」って、このドレスを手て渡わたした。

　私は右手にパンを持ったまま、自分の格好を見直す。

　とりあえず着てみたんだけど、これ、着方とか合ってるのかな。

　それよりも、流れで着ちゃったけど、なんでこんな服を着なきゃいけないんだろう？

　私がちらちらと視線を動かしていると、先生が言った。

「ドレス、良くお似合いですよ」




　ぼっ




　普ふ段だんの先生からは百年待っても出てこないような言葉がスルリと耳から入ってきて、思わず顔が赤くなる。

「？　どうかしましたか？」

「い、いえっ！」

　慌あわてて視線を逸らして答える。

「顔が赤いようですが、風邪かぜとか？」

「だっ、大だい丈じよう夫ぶです！」

　声が裏返るのを止められない。

　ああ、調子が狂くるう！　ホントは聞かなきゃいけない事が沢たく山さんあるし、っていうか、さっさとここから脱だつ出しゆつしなきゃいけない筈はずなのに！　先生の笑え顔がおを見てるとぽーっとなっちゃってなんか上手うまく考えがまとまんないのよ！　いや違ちがう！　これはさっき先生が言っていた時差ボケみたいな物なのよ。多分、きっと、そう！

　と、そこで気がついた。私は先生を見る。

「昏睡状態だったって、怪け我がしてたからですよね？　もう怪我は大丈夫なんですか？」

「ああ、うん。治ち癒ゆ魔ま術じゆつ、とか言ったかな、それで、集中治ち療りようされたらしい。今はもう、なんとも無いです。傷も残っていません。魔術って凄すごいですね」

　よかった……。私を庇かばって負った怪我だったので、ずっと心配していたのだ。

　一番気になっていた事が分かると、逆に、次から次へと疑問が湧わき上がってくる。

「あの先生。なんで私達、こんな格好してるんでしょう？」

「ん、変、なのですか？　私は《人形ドール》が持ってくるのを着ているだけなので、あまり気にしてないし、よく分からないんですが……」

　記き憶おく喪そう失しつって、それまで着ていた服の事まで忘れてしまうのだろうか？　まあ、先生は元々服装に頓とん着ちやくが無い人だったけれども。

「いいんじゃないかな。さっきも言ったけど、そのドレス、良く似合っていますよ」

　一気に下を向いて、先生の微笑みから視線を逸そらす。は、恥はずかしくって正視出来ないっ！

　どうすれば、この紅潮している顔を隠かくしつつ、なおかつ先生の微笑む顔を見ないようにして朝食を食べられるだろうかと私が必死に考えていると、扉とびらが開いて無表情のメイドさんが入って来た。そして言う。

「お客様がいらしています」

「！」

　身構える私。また津欧が来たの!?

　思わず右手にパンを持ったまま椅い子すから立ち上がった私を見て、先生はそれを押さえるように腰こしを浮うかしながら手を挙げた。

「ああいや、大丈夫。津欧さんじゃありません。私が呼んだのです」

「え？　呼んだ？」

　誰だれを？　というか、ここには先生以外にも誰かいるの？　そういえばまだ基本的な事を色々聞いていなかった気がしてきた。

「あなたの疑問に答えてあげたいのですが、私自身、よく理解出来てない事が多いのです。なので、代わりに答えてくれる人をお呼びしました。通して下さい」

　無表情のメイドさんは一礼して扉を閉める。パンを握にぎったまま、どうしたらいいのか分からない私。

　すると、また扉が開き、今度は違う人が入ってきた。

　巨きよ大だいなつばを持ち、色とりどりの大きな羽根を挿さした帽ぼう子しを被かぶったその女性は、私達と同じように19世紀風のドレスを着ていた。ただ、それはとても普段着と言えるような物ではない派手派手しい物だった。宮きゆう廷ていのパーティーにでも行くついでなのか、って感じ。

　扉が後ろで閉まると、女性は帽子を取り、控ひかえていた無表情メイドさんに渡わたした。長いストレートの髪かみが自由になり、同時に帽子に隠れていたその人の顔が見えた。

　見覚えのある顔だった。

　女性は、私を見て言った。

「久しぶりね。《紅オストラム》のお嬢じようさん」

　聞き覚えのある声だった。

　急速に、夏休みの最初にあった船旅の事を思い出す。

「えっ、もしかして、ナツメさん!?」

　私の驚おどろきように、相手は、口元を押さえて笑いを隠した。

「名前を覚えてくれてたのね。嬉うれしいわ」

《翠コラル》の才さい媛えん、鳴なる神かみナツメは、優やさしげな瞳ひとみを私に向けた。







[image: 第２章　知っている事、知らされない事。]





８　【島】島に来て５日目。私は現在ナツメさんと、朝食後のお茶の時間を楽しんでいた。






　いや、楽しんでいる、というのはちょっと違ちがうかも。私はさっきから大混乱中だ。

　屋や敷しきの外には庭園が広がっていて、その一角がテラスになっていた。丸いテーブルの両りよう端はしに私達は座り、メイドさんが持ってきた紅茶を飲んでいる。

　秋津先生は、「男が混ざっていると話しづらい事もあるでしょうし」と言って、自分の部屋に引っ込んでしまっていた。だから、ここにいるのは二人だけ。

　私はティーカップを口に当てつつ、向かいに座っているナツメさんをちらちらと観察した。

　その美び貌ぼうと実力から、《翠コラル》の才媛とも呼ばれているナツメさんは、ドレスがとても良く似合っていて、この現実感の無い空間に違い和わ感かん無く溶とけ込んでいた。

　今も美味おいしそうに紅茶を味わいながら、庭を優しげな瞳で眺ながめている美人さんは、その風景と相まって、まるで絵画の一シーンかのように見えた。

　鳴神ナツメ。私と秋津先生は、以前、彼女と戦った事がある。

《翠コラル》の次期後こう継けい者しやであった彼女は、《鴉ノツクス》の持つ能力に魅みせられ、《円環キアカル》を裏切った。

　私達が乗り込んだクルーズ船アスファイファ号は、《査問》の為ために運び込まれていたジェシカシステムごと《鴉ノツクス》の手に落ちる所だったけど、秋津先生達が頑がん張ばってそれを防いだ。

　ナツメさんは、恋こい人びとである斎条先生によって倒たおされた。

　ちなみに、その間、私はずっと捕つかまってて、なんの役にも立っていない。最後に《紅オストラム》の力を暴走させてイドを追い払はらうのに成功したらしいんだけど、その時の事はよく覚えていなかったりする。

　企たくらみは失敗し、ナツメさんは罪をあがなう為に《島イニス》に収しゆう監かんされたと聞いていた。

「？　どうかした？」

　ナツメさんが小首をかしげて聞いてくる。

　ぼうっとナツメさんを見つめていたらしい。そして美人さんに見つめ返されるとなんだか照れる。

「な、なんでもないです」

　慌あわてて視線を逸そらして、両手で抱かかえたティーカップの中で揺ゆれる水面を凝ぎよう視しする。

「おかしな子」

　そう言って、優しく笑うナツメさん。




　なんでもないって事は無かった。




　ナツメさんは、変わった。




　上手うまく説明出来ないし、前回会った時もたった２日間の事な訳だし、変わったも何も無いと思うけど、だけど、それでも、なんか、違う。

　もやもやとした思いを抱えたままどうしていいのか分からずにいると、ナツメさんがティーカップをテーブルに置いた。

「さて、安芸君に呼ばれて来てみたけど、何から話せばいいのかしら？」

　そして、柔やわらかな笑えみを私に向ける。私はなにか言おうとして、

「ええと、あの、ううん」

　言いよどむ。聞きたい事は山ほどあるんだけど、心の中のもやもやが気になって上手く言葉に出来ない。

　ええい、落ち着け播機遙。私はさっさと秋津先生を連れて、ここから出なきゃならないのよ。こんな所でよく分からないもやもやを相手にしている場合じゃないの。疑問があったら聞く。これが全すべての基本！

「ナツメさんっ！」

「えっ、な、なに？」

　普ふ通つうに呼んだつもりが凄すごい力が入ってしまった。ナツメさんが驚おどろいてちょっと肩かたを引いている。そして私は何を聞けばいいんだろう。

「えーと、その、ナツメさん。なんか、大人っぽくなりましたね」

　ああ、私は何を口走っているの!?　確かに、私を見る目や、立ち振ふる舞まいが、以前より落ち着きが増しているというか、大人の女の人っぽくなってる気がしないわけでもないけど。元々向こうの方が年上じゃん！　失礼な言い方だよ！

　少しの間目をパチクリしていたナツメさんは、急に楽しそうに笑い出した。そして、その笑みを浮うかべる口元を手で押さえながら答えた。

「まあ、そりゃあね。だって、あれから３年近く経たってるんですもん。私だって多少は成長するわよ」

「……え？」

　間の抜ぬけた声を出してしまう。聞き間ま違ちがえたのかな？

「あの、すみません。今、なんて言いました？」

「ん？　だから、もう３年も経ったんだから、私だって──」

「３年!?」

　ナツメさんが何を言っているのか分からない。

　私達がアスファイファ号に乗ったのは７月の終わりあたり。今は11月の頭。３ヶ月は過ぎてるかもしれないけど、３年とか有り得ない。

　私の驚きようを見て、ナツメさんは呆あきれるように、顎あごに指を当てた。

「ふむ……。なるほどね。そこから始めなきゃいけないのか。あなた、《島イニス》の事、なんにも知らないのね」

「すみません……」

　しゅんとなる私に、ナツメさんは慌てて答える。

「ああ、いいの。じゃあ最初から説明するね。まず、私達がいるこの《島イニス》は、元の世界の十倍の速度で時間が流れてるの。つまり、元の世界で３ヶ月経つと、《島イニス》では30ヶ月経ってるわけ。だから、約３年って事」

「……え？」

　呆ぼう然ぜん。もっと分からなくなった。

　ナツメさんは天気の話でもするように普通に喋しやべっているが、その内容は私の理解力を簡単に超こえた。十倍の速度？　元の世界？　手を伸のばしてナツメさんの言葉を遮さえぎる。

「あの！……すみません、もっと基本的な事を聞いてもいいですか？」

「どうぞ？」

　急いで質問をまとめる。

「……ええと、そもそも、私達がいるここって、どこなんですか？　《島イニス》ってトコだってのはなんとなく分かるんですけど。イギリスの近くなんですか？」

「あはは、違ちがう違う」

　ナツメさんは楽しげに手を振ふって否定する。

　そして、体をテーブルに乗り出して、急に小声になる。

「《島イニス》はね」

　まるで秘密を告白するように、ナツメさんは囁ささやいた。

「異世界にあるのよ」

「……え？」

　間の抜けた声、三度目。

　またも理解を超える言葉。異世界？

　私が呆ほうけた顔になるのを見て、ナツメさんは満足げに頷うなずき、背もたれに体を預け直した。

　そして、解説を始める。

「《島イニス》は、正確には《濃クル霧タイのフ・島イニス》って言うのね。クルタイフは『頭に思い描えがいた物』って意味。『概がい念ねん上の島』って言った方が、意味が通るかな」

　ん、それ聞いた事あるぞ？

　あ、そうか。ストーンヘンジでイドが話してた。

「概念上の島？」

「そ。ここはね、論理魔ま術じゆつによって作り出された人工の世界なの。地球上には存在しない、《門ゲート》を通してだけ行き来出来る土地。まあ、異世界って言えば分かりやすいでしょ？」

　元々よく分からない物をどう言い換かえても分かりやすくはならない気がするんだけど、とりあえずそういうもんなんだと受け入れる事にした。

「あの、ここには先生やナツメさんの他ほかにも人がいるんですか？　その……、送そう還かん、された」

「罪人って言っていいのよ」

　ナツメさんは、少しだけ眉まゆを寄せて、力無げに笑った。

「この島──これは文字通り、今私達がいる島って意味ね──には、私と安芸君しかいない。《濃クル霧タイのフ・島イニス》は、無限に広がる海に浮かぶ群島からなっているの。それぞれの島に、数人ずつ住んでる。そして、島毎ごとに流れている時間が違うのね」

「時間、ですか」

「そ。さっきも言ったけど、この島の場合は十倍。外の世界で１年経つ間に、この島では10年過ぎるわけ。時間の流れる速度は、島によって変わるの」

「それは、なんでですか？」

　私が疑問を挟はさむと、ナツメさんの瞳ひとみが、急に遠くを見るような色になった。

　それは、色が褪あせたんではなくて、もっと静かな感じ。

　少しだけ間があってから、答えが返ってくる。

「簡単に言うと、それが罪の重さなの」

　ナツメさんはティーカップをテーブルに置き、両りよう腕うでを広げた。薄うす桃もも色いろの綺き麗れいなドレス。

「見ての通り、この島ではこの格好が強制される。ヴィクトリア朝時代風ね。服装だけじゃない。建物も、文化も、技術も、全すべて19世紀レベル。ガスコンロも洗せん濯たく機きも掃そう除じ機きも無い」

　指を折りながらこの島に無い家電を挙げていく。

「ドライヤーも使えないって言われて、どうしようかと思っちゃった。もう慣れたけど」

　くすりと笑うナツメさん。

「当然ラジオもＴＶも無い。パソコン？　インターネット？　もっての外ほかよ。外の世界との連れん絡らく手段は全て絶たれている。本くらいかしらね。許されているのは」

　ぞっとした。私は携けい帯たい電でん話わを家に忘れただけで、学校にいる間中そわそわした気分になるのに。そんな生活を強しいられたらどうなってしまうんだろう。

　いや、既すでに半分その生活になってるか。ドレス着てるし。それに携帯は《島イニス》に来る前日に壊こわれちゃって、随ずい分ぶん使ってない。

「まあ、無い物はしょうがないから、意外にすぐ慣れるのよ。むしろ、問題はこっち」

　ナツメさんは左ひだり腕うでを掲かかげ、ドレスの袖そでを引いて私に見せた。

　現れた手首に、アクセサリーがぶら下がっていた。

　エナメルっぽい素材の中に、所々透とう明めいな石が埋うめ込まれている。

　正直に言えばちょっと不格好で、ナツメさんのドレスには似合っていなかった。

「腕うで輪わ……ですか？」

「そ。これについてる宝石、《静ウルム寂ハイアの・アラ石イグ》って言ってね、簡単に言うと、論理魔ま術じゆつ師しの持つ《可能性ルウキス》に干かん渉しようして、魔術を使えなくしてしまうの。つまり、魔術拘こう束そく具なのね」

　肘ひじをテーブルに付け、手首を振る。腕輪はそんなに小さい輪っかではないのに、不自然にゆっくり揺ゆれるだけで、手首から落ちる事が無かった。これも魔術なのかな？

　ナツメさんはじっと腕輪を見つめている。口元は笑えみを浮うかべているけど、瞳に少しだけ怖こわい色が差し込んでいるように見えた。

　そして、次に聞いた声は、少し硬かたく、疲つかれが混じっているように感じた。

「生活が不自由になるのは慣れる事が出来る。でも、魔術が使えないのは本当につらい。今まで持っていた目に見えないもう一本の腕を、とても便利に使っていた大切な腕を、無む理り矢や理りもがれたって感じがした。ううん、今もしてる」

　ナツメさんは手首を振ふるのをやめ、腕輪を凝ぎよう視ししていた。

　テーブルに沈ちん黙もくが降りる。私は思わず呟つぶやいた。
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「あ、あの……」

「えっ？　あ、ごめんなさい。気にしないで」

　ハッと気づいたようにナツメさんはこちらを見て笑った。

「どこまで話したっけ？」

「ええと、その、時間の流れが」

「あ、そっか。脱だつ線せんしちゃったね。ごめんごめん」

　袖そで口ぐちを戻もどし左手を引いてテーブルの下に入れる。腕輪を視界の外に追いやるかのように。

「そんな訳で、我々罪を犯おかした論理魔術師は、この制限された環かん境きようで、一定の期間を過ごし、それで罪をあがなう訳。この一定の期間っていうのは、二つの軸じくがあるのね」

「軸？」

「そ。一つは『《島イニス》にどれだけの期間滞たい在ざいするか』で、もう一つは『その間に元の世界ではどれだけの時間が進むか』。罪人の罪状によって、この二つが複雑なルールで裁定されるの」

　遠くで鳥の声が聞こえた。

「島毎に時間の流れが違ちがうってさっき言ったわよね？　《島イニス》によって、時間がもっと速い所も、遅おそい所もある。ここは、まあまあ重い所かしらね」

「そうなんですか？」

「そりゃそうよ！」

　ナツメさんはカラカラと笑った。

「こんな何も無い所で生活しなきゃならないのよ？　しかも、元の世界の人達よりも十倍速く歳としを取るの」

　……ん、そうか。ここで10年生活しても、外の世界では１年しか時間が進んでない。でも、こっちで10年生活した人は、当然10歳分歳を取るわけで──

「……ごめんなさい。つらいですね」

「謝る必要なんて無いわよ。これは罪なんだから」

　なおも小さく聞こえてくる鳥の声の方に、ナツメさんは視線を向けた。

「私は後２年でここを出られる。外に出た時には、斎条より１歳年上になってるの」

　視線の方向に私も首を向ける。鳥の鳴き声は聞こえるけど、林が広がっているだけで、鳥の姿は見えない。

　ナツメさんは慈いつくしむように森を眺ながめていた。

　そんな彼女の表情を、私は、綺き麗れいだと、思った。

　やがて、ナツメさんは森を眺めたまま、静かに言った。

「……外に出たら、斎条に結けつ婚こんしてってお願いするつもり」

　私がナツメさんを見ると、ナツメさんは口元を押さえて、自分を嘲あざけるように笑った。

「まあ、向こうが私の事を覚えていて、なおかつ、私の方がおばさんになってるのを許容してくれたらだけど、ね」

　私は思わず立ち上がる。

「絶対大だい丈じよう夫ぶです！」

　なにを根こん拠きよに、と自分でも思ったけど、言わずにはいられなかった。

　急にテーブルに乗り出した私を見て、ナツメさんは少し目を開いて驚おどろいた。

　そして、微笑ほほえむ。

「ありがとう」

　私は、ちょっと照れながら、椅い子すに戻った。

「この《島イニス》についての説明は以上よ。他ほかに聞きたい事は？」

　聞きたい事は沢たく山さんある。

　どれも聞くのに勇気がいる事ばかりだった。

　でも、まずは、秋津先生の事を聞かないと。

「秋津……先生の……記き憶おくって……」

　どうにも、上手うまく言葉が出てこないのを、必死に絞しぼり出す。

「やっぱり、魔ま術じゆつで……」

　論理魔術は、生命ある存在には効果がほとんど及およばない。でも、強い暗示で、記憶を操作する事は出来る。先生はきっと、それで……。

「ああ、あれね。あれはたいした事じゃないの」

　私が真しん剣けんな眼まな差ざしを向けていると、ナツメさんはつまらなそうにため息をついた。

「たいした事、じゃない？」

「外の世界で爆ばく破はに巻き込まれたそうね？　その時、コンクリートの破は片へんが後頭部を強く打ったらしくて、一時的に記憶がすっとんでるのよ。健けん忘ぼう症しようってやつ？」

「魔術……じゃ……無い、の？」

　思わずタメ語になってしまう。

「ないない。脳のどこにも損傷は無かったらしいから、ほうっておけば、いずれ思い出すわよ。……どうかした？」

　私は緊きん張ちようの糸が解け、テーブルに突つっ伏ぷした。

「よ……よかっ、た……」

　あ、いかん。泣きそうだ。慌あわてて顔を覆おおう。

　テーブルに突っ伏しながら喜びを嚙かみ締しめる。良かった。本当に、良かった。

　そっか、いずれ思い出すのか。




　……。




　…………。




　………………ん？




　顔を起こす。

「あの、ナツメさん？」

「なあに？」

「『いずれ』ってのは、どれくらいなんでしょうか？」

「さあ？　明日かもしれないし、来月かもしれない。ひょっとすると１年後かも」

「それじゃ駄だ目めですっ!!」

　突っ伏した状態からガバリと立ち上がり、テーブルに手をばんっと突く。

「私達、元の世界に帰らなきゃ！」

「帰るって、どうやって？」

「イドが《門ゲート》をまた開けて──！」

　と、叫さけんでから気づいた。

　イドが言っていた言葉の意味。

　あいつは、こう言っていた。




〝10日後にまた《門》を開ける。それまでに、なんとかするんだ〟




　あの10日っていうのは、島での10日の事だったんだ。

　そして、ここでは外の世界の十倍の速度で時間が進む。

　だから、ここでの10日は、外の世界できっちり１日分の事。

　私がストーンヘンジで《門ゲート》をくぐったその24時間後に、イドはまた《門ゲート》を開けるつもりなんだ。

　その時、私は秋津先生を連れて帰らなきゃいけないんだ。

　ようやく繫つながった言葉の意味を嚙み締めていると、ナツメさんが顎あごに手を置いて言った。

「ふうん、なんだか知らないけど、外に出る手段があるわけね」

「え、いや、あの」

「ああ、気にしないで、私は脱だつ獄ごくするつもりは無いから。手は貸せないけど通報もしない。あなたはあなたの思った事をすればいい。ただ──」

　ナツメさんはそこで言葉を切った。そして、少しだけ閉じた唇くちびるを歪ゆがませる。

　まるで、言わなくていい事を口走りそうになった事を悔くいるように。

「あの、なんですか」

　私が聞くと、ナツメさんは視線を逸そらした。

「ううん、なんでもない」

　秋津先生の話をしようとして止めたのだと、直感した。

「なんですか!?　教えて下さい！」

　身を乗り出して真剣な目で見つめる。

　ナツメさんは困ったような顔でしばらく私を見つめた後、小さくため息をついた。

「──〝ヴェニスの悲劇〟よ」

「〝ヴェニスの悲劇〟？」

　ナツメさんは「やっぱり知らなかったか……」と小さく呟つぶやいた。そして、諦あきらめたように喋しやべり始める。

「これは私の憶おく測そくに過ぎないという事をあらかじめ言っておくわね」

「はい」

「安芸君は確かに一時的な記き憶おく障害に陥おちいっている。身体的な問題は無い。ならばいずれは記憶は回復する筈はず。ただ、」

「ただ、なんですか？」

　ナツメさんは再度口をつぐんだ。けど、私を真っ直すぐ見て、言葉を続けた。

「……彼は、本当に記憶を取り戻もどしたいと思っているのかしら？」

「────!?」

　突とつ然ぜん、背後からゴロゴロゴロと重い音が響ひびいた。

　ナツメさんが視線を上げる。釣つられて私も振ふり向いた。

　青空が、いつの間にか灰色の雲に塗ぬり変わっていた。

　森の奥の空で小さく何かが光り、またゴロゴロゴロと音がした。雷かみなりだ。

　ポツリ、と、テーブルに突ついた手に冷たい感かん触しよくが落ちた。

　見ると、手の甲こうに水すい滴てきが広がっていた。

「……一雨来そうね。今日はこれで失礼するわ」

　ナツメさんがさっと立ち上がる。

「え、でも！」

「また、明日来る」

　ナツメさんはテラスから出る時、静かに、私を見た。

「あなたが本当に聞きたいのなら、私の知ってる事を全部話してあげる」

　また、空が強く光った。





９　それほど混こんでいない道路に車を走らせながら、僕は仄香の言葉の意味を考えた。






　思念が読めるだと？　どういう意味だ？

「そのまんまの意味よ。イド、あんた頭悪いの？」

　助手席で音漏もれまくりのイヤフォンを着けた仄香は、どうでもいい事のように言い放った。

　僕は今、無言でハンドルを握にぎっていただけだ。

「……つまり今、僕の心を読んで、それに返事をしたわけか？」

「そうよ？」

　……自分が何を言っているのか分かってるのだろうか。論理魔ま術じゆつは生命ある物には干かん渉しよう出来ない。出来ない筈だ。なのに──

「有機体への干渉を禁きん忌きとしているのは《円環キアカル》でしょ？　本来はそんな制約、論理魔術には存在しない。そもそも《鴉あんたたち》は気にしてないじゃない」

　いやしかし、いくら《紅オストラム》の《特権タレント》の力とはいえ、思念を読むなんて──

「だから、これは《支配リアイル》の歪んだ発現なのよ」

　バンッ！　ハンドルを叩たたき、隣となりを睨にらむ。

「いちいち僕の思念を読むな！」

　ばんっ！　仄香がダッシュボードに手を突く。

「読めちゃうんだからしょうがないでしょ!?」

「読まない努力をしろ！」

　自分で言ってて支し離り滅めつ裂れつだが、言わずにいられなかった。

「やってるわよ！」

　仄香はそう怒ど鳴なって、自分の耳からイヤフォンを抜ぬき、僕の方に突き出した。小さな機械から大音量のデスメタルが流れ出ていた。これを耳に嵌はめて聞いてたら、おかしくなりそうだ。

　と、同時に、仄香は空いてる方の手で頭を押さえた。

　顔をゆがめている。痛みを我が慢まんするかのように。

　その苦しそうな顔を見て、僕は気づいた。

「……音楽？」

「そ」

　仄香は、イヤフォンを素す早ばやく両耳に差し込んで、助手席に深々と沈しずみ込んだ。そして疲つかれたように言う。

「……こうやって、音楽で気を散らしてないと、次から次へと思念が飛び込んできて、わけわかんなくなっちゃうの。それでも、今のあんたみたいに至し近きん距きよ離りにいる相手からの思念は、止めようが無い」

　それが、《支配リアイル》の歪ゆがんだ発現、という事か。

「そ。力が暴走してるわけね。到とう着ちやくまで時間あるし、ちょっとお互たがいに情報を整理し合おうか」

　仄香の主導で話が進むのが癪しやくに障さわるが、僕も《支配リアイル》の詳しよう細さいを把は握あくしている訳では無い。ここは従う事にしよう。

「そそ。従順な男は好かれるよ。友達止まりかもしれないけど」

「止められないのは分かったから思念に返事をするな！」

「周りを車が走ってないと助かるわ」

　無視かよ。

　仄香の言う通り、朝早いからか、季節柄がらか、たまたまなのかは知らないが、国道はガラガラだった。

　窓に肘ひじを突きながら、仄香は外の景色を眺ながめていた。

「ある程度距きよ離りが離はなれていれば、思念も囁ささやき程度にしか聞こえないから」

「イギリスまで来るの大変だったんじゃないのか？」

「まあね」

　仄香は手を組み、狭せまい車内で体を伸のばす。

「でも、お姉ちゃんの為ためだから」

「そうかい。それで？　なんの情報を整理するんだ？」

「あんたは、《紅オストラム》の《特権タレント》について、どこまで知ってるの？」

「その名前が《支配リアイル》だって事くらいかな。でもまあ、それで十分なんじゃないか？」

「そね」

　一度言葉を句切り、仄香はこちらに顔を向けた。

「《支配リアイル》は、万ばん物ぶつの《可能性ルウキス》を直接操作する能力よ」

　ハンドルを握る手が緩ゆるみも緊きん張ちようもしなかったのは、多少の予測と覚かく悟ごがあったからだ。




《可能性ルウキス》を操作する。干渉ではなく、操作。




　播機遙が、《支配リアイル》の能力の片へん鱗りんを見せた事が、過去三回ある。

　一度目は、海水を大シー海サー蛇ペントとして使し役えきした時。

　二度目は、《査問》の最中に木もく片へんを大樹に成長させた時。

　三度目は、背中から羽根を生やして宙を舞まった時。

　どれも、元々の触しよく媒ばいが持つ《可能性ルウキス》の限界を遥はるかに凌りよう駕がした術式だったと言える。単に《可能性ルウキス》に干渉し、そのバランスを弄いじるだけでは、出来ない芸当だった。

　しかし、操作出来るのであれば話は違ちがう。《可能性ルウキス》は万物の中にある。《支配リアイル》はその《可能性ルウキス》を材料に、なんでも作り出す事が出来るのだ。それは論理魔ま術じゆつの原則を凌駕していた。反則技と言っていい。

　それは無から有を生み出す事に、限りなく近かった。それはつまり、最強の力だ。

「そうね。無から有を生み出せる。そう言っても過言じゃない」

　思念に直接返事されるとイライラするのだが、いちいちつっかかるのも馬ば鹿からしい。

「そうそう。口うるさいと嫌きらわれるわよ」

「お前がそういう事を言うから僕が反応してしまうんだろうが！」

「なによ『ボク』『ボク』って！　あんたボクっ子なの？　顔に似合わないからやめた方がいいわよ？」

「！！！？？？」

　なんなんだこの女は!?

　怒ど鳴なりたくなる気持ちを抑おさえ、必死に自制心を取り戻もどす。

　今、この思念に返事するなよ、デリカシー皆かい無む女。

「……」

　仄香はジロリとこちらを睨にらんだが、口は開かなかった。

　ハンドルを人差し指で三回叩たたいて、気持ちを落ち着かせる。

「……話を戻そう。《支配リアイル》がなんでもありの反則技である事は分かった。しかし、君達《紅オストラム》の姉妹は、どちらもその《支配リアイル》を自由に使う事は出来ない。そもそも、播機遙は論理魔術をまともに使う事さえ出来ていない」

「《紅オストラム》の魔ま術じゆつ師しは自身の能力を封ふう印いんされた状態で生まれてくるからね。そして、一族の中で一人だけが封印を解かれ、その強大な能力を継けい承しようしていく。ただし、私は別だったけど」
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　退たい屈くつそうに腕うでを持ち上げ、細い指で自身を指差す。

「私は、何故なぜか封印が解けた状態で生まれて来てしまった。お母さんはロゼさんに手伝ってもらって、もう一度私の力を封印しようとしたんだけど、駄だ目めだった」

「それだけ、君の持つ潜せん在ざい能力が強大だったという事だな」

　そして、封印されているにも拘かかわらず大シー海サー蛇ペントすら呼び出せてしまう播機遙の能力はそれをも凌駕すると思われる。

「そうね、お姉ちゃんの能力が解放されたら、ちょっと想像を絶するわね。でも、それは起きない筈はずだった。《紅オストラム》の後こう継けい者しやは否いや応おうなく私になり、私はちっちゃな頃ころからお姉ちゃんに隠かくれて論理魔術の修しゆ行ぎようをお母さんから受けた。このまま、お姉ちゃんは論理魔術とは無む縁えんの人生を送る筈だった」

　仄香はそこで視線を下げた。前まえ髪がみが垂れて、瞳ひとみが隠れた。

「だけど」

　持ち上げていた腕を、ストンと膝ひざの上に落とす。

「２年前の事故のショックで、お姉ちゃんも私も、持っていた能力が歪ゆがんでしまった」

　交通事故だったらしい。その事故で姉妹の両親は他界している。

　膝の上に載のせていた仄香の両の手がぎゅっと握にぎられた。

「お姉ちゃんは、封印が破れて、少しだけ魔術が使えるようになった。感情が高ぶると、自分の意思とは無関係に《支配リアイル》も発現しちゃうみたい。あと、完全記き憶おく能力も、多分《支配リアイル》の能力が歪いびつに漏もれ出した結果だと思う」

　気き丈じように言葉を繫つないでいるが、わずかに震ふるえていた。２年前の事故の事を思い出してるんだろうか。

「うるさいな。何を思い出そうが私の勝手でしょ」

「……無理に喋しやべらなくてもいいんだぞ。目的地は遠い」

　仄香は目をこすって顔を上げた。泣いていたのだろうか。既すでにいつもの気丈な顔が前を向いていて、分からなかった。

「平気。で、私の場合は、もうちょっと厄やつ介かいな事になったのね。まず、私は魔術が使えなくなってしまった」

「なに？」

　仄香は両手を上げて小さく降参のポーズを取った。

「お母さんやロゼさんが必死に封印しようとした力は、事故のショックで綺き麗れいに失われてしまった。今の私はただの人間よ。お姉ちゃんをサポート出来てるのは、これまでの知識の積み重ねのおかげ。あ、もちろんそれと愛」

　聞いてねえよ。

「いいでしょ！　で、魔術師では無くなったわけだけど、残念ながらそれだけでは済まなかった。《支配リアイル》が、止められなくなっちゃったの」

「止められない？」

「そう。《支配リアイル》ってのは、対象の《可能性ルウキス》を読み取って、それを操作する力なんだけど、私の場合、そのつもりが無くても、そこら中にある人や物体の《可能性ルウキス》が頭の中に流れ込んでしまうようになった。大たい抵ていの場合、それは思念として聞こえてくるの」

　読むつもりも無いのに相手の心を読めてしまうという事か。いや、正確には、読みたくもないのに勝手に頭に入り込んでくるんだな。では、仮に大勢いる場所に出たら──

「凄すごいわよ。そこにいる全員が耳元で大合唱してるみたいになる。とても立ってられない。座り込んで耳を塞ふさいでも、思念は頭に直接響ひびき渡わたる。皆みな心配して近寄ってくるんだけど、側そばにいられると余計に思念が強くなるの。ひどいと失神しちゃうくらいに」

　楽しげに話しているが、相当過か酷こくな状じよう況きようだろう。

「まあね。魔ま術じゆつが使えなくなったのに、こんな拷ごう問もんだけ残るなんて、不公平だよね」

　僕は答えない。答えを欲しがってはいないと分かったから。

「えへへ、正解」

　仄香はこちらを見ずに笑った。

「それで、人前に出るのはやめる事にしたの。出たところで、まともに生活出来ないから」

　そう言えば、この女は重度の引きこもりだった。

「……今、わざと言葉を選んで思考したでしょ」

　ジト目で睨まれる。

「分かるか？」

「へーんだ。引きこもりでいいもん」

　拗すねた。唇くちびるを少し突つき出しながら喋り続ける。

「家に籠こもっていれば、人が近づかないから、思念が強すぎて失神しちゃう、みたいな事態を避さけられる。それと、思念を読む方向を絞しぼり込む事が出来るようになったの」

「絞り込むって？」

「特定の場所と、そこにいる人をイメージして、その人の思念だけを読むように意識すると、他ほかの思念がそれほどには気にならなくなってくるの」

「へえ。なるほど」

　それでか。

「そ。私はお姉ちゃんの思念だけを読むようにした。お姉ちゃんの現在位置を常に把は握あくして、お姉ちゃんの事だけをイメージする。それで自分自身を安定させる事にしたの」

　これまで、播機遙は幾いく度ども遠えん隔かく地ちにいる妹の助力によって窮きゆう地ちを脱だつしている。何故なぜそんな都合良く手助け出来るのかと不思議だったが、常に姉の思念を読み、姉の行動を把握していた訳だ。言うなれば、能力を使ったストーカーだな。

　ぼすっ。仄香が右手をグーにして脇わき腹ばらを突いた。

「誰だれがストーカーよ！　これは愛なの！　愛するお姉ちゃんを守る為ための正当な行こう為いよ！」

　ぼすぼすっ。

　なおも脇腹を小こ突づいてくるので、ハンドルから片手を外して仄香の手の甲こうをつまみ上げる。

「いたたたたた！　ぎぶ！　ぎぶ！　ごめんなさい～！」

　手を離はなしてやる。

「それで？　今でも播機遙の思念はお前に届いているのか？」

　仄香は涙なみだ目めで手の甲を撫なでていた。

「いたいよ～。ううん。イギリスのどこにお姉ちゃんがいるのか正確に摑つかめないし。それに、そもそも日本とイギリスくらい離れちゃうと、距きよ離りが遠すぎて思念は届かない」

　日本とイギリスは９０００キロメートル以上離れている。距離が思念の強さに影えい響きようするなら、届かないのも無理は無い。

「で、このままだとお姉ちゃんをサポート出来ないから、イギリスまでやってきたわけ。なのに、今度はお姉ちゃん、《島イニス》に行っちゃって」

　まあ行かせたのは僕だが。

「そうよあんたが悪いのよ！　異世界から思念が届く訳無いじゃない！　どうしてくれんのよ！」

「知るかっ！　僕のせいじゃないっ！」

「だからボクって言うのやめなさいよ似合わないからっ！」

　大だい喧けん噪そうが沸わき起こっている車は、一路ロンドンに向かっていた。

　しかし、僕は分かっていた。

　仄香は僕と喧けん嘩かして、僕に意識を集中し、僕の思念を読み取る事で、他の思念の洪こう水ずいから気を散らそうとしているのだ。

　あの極大音量のイヤフォンだけでは足りないのだ。

　しかもこれから大都市ロンドンに入る。

　自らを圧死しかねない思念の渦うずに真っ直すぐ向かっているようなものだ。

　その恐きよう怖ふを紛まぎらわす為に、強気に喋しやべり続けているのだ。

　僕は──

「そうよ何が悪いのこのボクっ子が！」

「ボクっ子って言うな！　それと思念に返事をするなと言っている！」







[image: 第３章　これまでの事、これからの事。]





10　【島】６日目。昨日からの雨が続いている。私は椅い子すに座ってぼんやりとしていた。






　昨日と同じように先生と朝食タイムを過ごした後、私は自分の部屋で窓の外を眺ながめていた。

　ナツメさんは、昼前に来てくれると言っていた。あと１時間くらいかな。

「でも……」

　思わず言葉が漏もれる。

　聞くのが、怖こわい。

　先生が、自分の意思で記き憶おくを閉とざしているのだとしたら、その理由を聞くのが、怖い。

『ヴェニスの悲劇』

　２年前に起きた《円環キアカル》と《鴉ノツクス》の大規模戦せん闘とう。

　伊代さんが昏こん睡すい状態に陥おちいり、ジェシカシステムに組み替かえられたきっかけ。

　秋津先生が、笑わなくなった、きっかけ。

　それが、記憶喪そう失しつと何か関係あると言うのだろうか。

　知りたい。

　でも、怖い。

　昨日、ナツメさんが帰ってから、私の頭の中はその二つがぐるぐると回り続けていた。

「どうしよう……」

　何気なく部屋を見み渡わたす。明かりは点つけていない。雨雲に阻はばまれた頼たよりない明かりが、室内の家具を浮うかび上がらせていた。

　天てん蓋がい付きのベッド、部屋の中央に丸テーブルと椅子が一つ。もう一つの椅子は窓まど際ぎわに寄せられ、今私が座っている。それと大きなクローゼット。《島イニス》で目が覚めた時、津欧が来て、急いであそこに逃にげ込んだんだっけ──

　窓まど枠わくに肘ひじを突ついて、もう一度外を見る。屋や敷しきから道が続いていた。

　道はなだらかなカーブを描えがいて、その先は林に隠かくれて見えなかった。

　もうすぐ、この道をナツメさんが馬車に乗ってやってくる。

　ナツメさんは、「あなたが本当に聞きたいのなら」と言っていた。

　私は、本当に聞きたいのだろうか。

　遠くで、空が光った。

　薄暗い部屋の中が淡あわく照らされる。

　天蓋付きのベッド、丸テーブルと椅子、クローゼット。

　少し遅おくれて、ゴロゴロゴロと低い音がする。

「……ん？」

　違い和わ感かんを抱いだいて、私は室内を振ふり返った。

　なにか、忘れている気がした。

「……」

　もう一度、部屋の中を見渡す。

　天蓋付きのベッド、丸テーブルと椅子、クローゼット。

「…………クローゼット！」

　弾はじかれるように椅子から立ち上がり、クローゼットに突とつ進しん。そのまま扉とびらをがばっと開ける。

　何着ものドレスがかけられたその下に、それはあった。

　私の制服。

　クローゼットに逃げ込んだ時に一度広げた筈はずのブレザーは、綺き麗れいに畳たたまれてあった。メイドさんが畳んでくれたのかな。

　床ゆかにしゃがみ込んで、両手で持ち上げる。

　ぎゅっと抱だきしめる。

　ブレザーの手て触ざわりが、私が本来いるべき場所を思い出させてくれる。

　先生は、どうなんだろう。

　床のひんやりした感かん触しよくが、足あし下もとから伝わってくる。

　先生は、帰りたく無いんだろうか。

　突とつ然ぜん頭に浮かんだその考えが急に怖くなり、首をぶんぶん振った。

　すると。




　キラッ




　視界を、なにか光る物が通り過ぎた気がした。

　あ、そうか。

　右手をクローゼットの床に這はわせる。

　あった。

　暗がりに転がっていたそれを、つまみ上げる。

　綺麗なブローチ。

　ロゼさんが、私に託たくしてくれた物。

　この《島イニス》来て６日──目が覚めてからは３日──しか経たっていないのに、何故なぜか、とても懐なつかしい物に感じた。

　６日。そう、６日経っているのだ。

「……そろそろ、ケンブリッジについてお昼食べてる頃ころかな……」

　この《島イニス》で６日経ってるって事は、外の世界では半日以上過ぎてる事になる。

　楽しそうにランチを食べているみんなの姿が頭に浮かぶ。本当なら、そこに私と秋津先生もいる筈なのに……。

　と、一いつ瞬しゆん自分の世界に入り込んだ時、つい手から力を抜ぬいてしまった。

　スルリと、ブローチが手をすり抜ける。

「あっ」




　カランッ




　床で跳はね返り、小さな音を立てる。

「あちゃ」

　慌あわててブローチを拾い上げ、傷が付いてないか確かく認にんする。

　大だい丈じよう夫ぶっぽい。ほっ。

　ブレザーをクローゼットに戻もどしてから、改めてブローチを眺ながめてみる。

「綺麗だな……」

　ストーンヘンジでは真夜中で良く見えなかったし、一昨日おとといはクローゼットの中で輪りん郭かくを触さわっただけだったから、まじまじと見るのは今回が初めてだった。

　バラのブローチ。

　ステンドグラスのようなデザインで、色つきの小さなガラスが、銅で作られた板に丁てい寧ねいにはめ込まれて、一つのバラをかたどっている。

　実際には、ブローチと言うには少し大きくて、本物のバラくらいのサイズがあった。

　深しん紅くのバラだけど、よく見ると同じ赤でもガラスによって色が違ちがっていて、見てて飽あきない。

　バラの周りには、銅板に沢たく山さんの文字が彫ほられていた。論理魔術アウ師の文字レツトだと思うけど、先生に教わっていない文法だった。多分、古語だ。これは私にはまだ読めない。

　ブローチを両手で包むように持つ。

　心が、ぎゅっと握にぎりしめられた気がした。

「……お母、さん」

　ロゼさんから受け取ったこのブローチは、私の母、播機風ふう理りの形見だった。

　このブローチは、《紅オストラム》のただ一人の後こう継けい者しやを示す証あかし。

　いずれ、私か仄香のどちらかが、お母さんから受け取る筈だった物。

　ロゼさんは、お母さんの代わりに私を後継者に認めると言った。

　仄香も、賛同したらしい。

　でも、お母さんは？

　お母さんは、どう思っているのだろう？

　こんな、好きな人の昔話を聞くだけの事を怖こわがっているような子が、《紅オストラム》の後継者にふさわしいのだろうか？

　部屋の隅すみにうずくまって、肩かたを震ふるわせてる私をお母さんが見たら、どう思うだろうか。

「お母さん、私、どうしたら……」

　涙なみだは流さなかった。まだ泣くべき時じゃない。必死で我が慢まんした。

　代わりに、ブローチをぎゅっと握った。銅板の冷たい感触が、手の平に伝わる。

「……ん？」

　手の平に触ふれたブローチの裏の部分が、変にざらついた感触を返した。

　不思議に思い、裏返す。




　そこには、文字が彫られていた。しかも、日本語で。




「……っ！」

　ナイフで後から刻んだのだろうか、所々が歪ゆがんでいる。

[image: ]

　そこには、こう書かれていた。







　遙へ　魔ま術じゆつなんかでは、あなたの愛を失わせる事など、出来はしない　風理







　文字に目が吸い込まれて、しばらく、何も考えられなかった。

　これは、お母さんからのメッセージだ。

　偉い大だいなる《紅オストラム》の論理魔術師、播機風理が、私に遺のこした言葉。

　私が悩なやむ事を知っていて、この言葉を刻んでおいてくれたんだ。

　たった今この時、私がこの言葉を読んだのも、偶ぐう然ぜんじゃない。

　お母さんは、分かってたんだ。

　そう、確信した。

　でもきっと、これは魔術なんかじゃない。

　魔術よりも、ずっと綺き麗れいな力だ。

「……ありがとう、お母さん」

　もう一度ブローチをぎゅっと握る。

　手が震えたけど、やっぱり涙は流さなかった。

　クローゼットの制服の上にブローチを置き、扉とびらを閉めた。

　閉まる直前、ブローチがキラリと光った、気がした。

　勢いよく、立ち上がる。

「よしっ、やるぞ！」





11　僕、斎さい条じよう園その生おが会館の外に出た時、午前10時を知らせる鐘かねが鳴った。






　ほとんど睡すい眠みんを取っていない身には、青空が眩まぶしかった。

　日の光を浴びながら体を伸のばしていると、本館と会館を繫つなぐ屋根付きの渡わたり廊ろう下かをやって来る、二つの人ひと影かげが見えた。

「進しん捗ちよくはどうだ？」

　歩いてきた男女の内、女性の方が声をかけてきた。

　深紅のスーツで見事なプロポーションを包んでいるその女性は、周藤絵里子──北凰学園理事長──だった。

　僕はちらりと会館に視線を向けて答える。

「すこぶる順調ですよ。数時間で、ジェシカシステムは稼か働どうを始めます。そちらは？」

「学長にお茶に誘さそわれてな、お前もどうだ」

　周藤理事長は隣となりにいる男性をちらりと見た。見られた方は大きな身み振ぶりで答える。

「それはいい！　長旅のまま休きゆう憩けいも無く働きづめでお疲つかれでしょう。斎条クンも是ぜ非ひご一いつ緒しよにどうぞ！」

　両手を広げて豪ごう快かいに笑うと、大おお柄がらな体が更さらに大きく見える。

　見えないようにため息──徹てつ夜やによる疲ひ労ろうから出た物で、この二人を相手にお茶を飲むのが嫌いやだからではない──をついてから答える。

「よろしければ、ご一緒させて下さい。ローゼンベルク学長」

　学長は笑え顔がおで僕の肩を叩たたいてから、周藤理事長をエスコートして廊下を歩き始めた。一歩半遅おくれて付いていく。ついでにその後ろ姿を観察した。

　リーヴェ・ローゼンベルク学長。今我々がいるここ、ローゼンベルク・カレッジの学長である。

　そして、《完結したフオル・円環キアカル》を統すべる《導師》の一人でもある。

　大きな体格や、快活そうな性格は、僕が所属する《血族クラン》である《翠コラル》の長おさ、鳴神直なお人ひと氏を想起させるものがある。ただ、顔を覆おおう綺麗に切り揃そろえられた立派な白い髭ひげを見ると、歳としはこちらの方が随ずい分ぶんと上のようだ。外見を信ずるならば、だが。

　その貫かん禄ろくや、モノトーンのローブのような服装だけを見ると、修道士のようにも見える。しかし、魔ま術じゆつ師しとしての実力は僕や周藤理事長の比ではない。なにせ、《導師》まで上り詰つめた人なのだから。

　長い渡り廊下の突つき当たりを曲がると、急に視界が開けた。そこは中庭になっていて、我々は中庭に沿って続いている渡り廊下を更に進んだ。

「そうそう、君の生徒さん達は、どうしてるのかな。斎条クン」

　ローゼンベルク学長が、歩きながらこちらを向いた。

　特に含ふくみは無く、日常会話を望んでいるのだと判断してから、僕は笑顔で答える。

「今は見学中の筈はずですよ。海外の大学の敷しき地ちに入るなんて滅めつ多たに無い機会ですから、喜んでいるでしょう。日本の大学は、建物にそれほど個性があるわけではないので」

「なるほど。ならばここは良い刺し激げきになるでしょう。ここケンブリッジには、カレッジが30以上ありますからね」




　北凰学園生徒達の修学旅行は、秋津安芸が不在のまま、つつがなく進行していた。

　当初、生徒には、彼は急病で帰国したと伝えた。しかし、彼の救出作戦が始まった為、「実は強引に母校の大学に呼び出され、そこの研究の手伝いをしている。修学旅行中に戻って来られるかは不明」という風に内容を変えた。多少苦しいが、仕方あるまい。

　そういう訳で、現在、生徒達は《蒼マーレ》坊や・カヌの母校である、ケンブリッジ大学に来ている。

　ケンブリッジ大学は一つの建物ではない。学長の言う30以上のカレッジ、博物館、教会など関連施し設せつの総そう称しようだ。そのカレッジの中に、北凰学園の姉妹しまい校であるローゼンベルク・カレッジがある。

　表向きは普ふ通つうの大学だが、ローゼンベルクが学長をしている事からも分かる通り、実際には論理魔術の探求をその使命とした組織だ。

　中庭を過ぎると、廊下がテラスのようになっていて、眼下にテニスコートが広がっていた。女学生達がラケットを振ふっているのがここからでも見える。

　僕がそちらを眺ながめながら歩いていると、ローゼンベルク学長が豪快に笑った。

「絵里子サンからはテニスコートの提供を依い頼らいされていたのですが、ご覧の通り、今日は学生達の試合がありましてね。残念ながらお貸し出来なかったのですよ」

　周藤理事長が澄すました笑顔で答える。

「いえ、逆にあのような大きな会館を丸ごとお借り出来て助かりました。彼女も屋根がある場所の方が落ち着くでしょうし」

　彼女、というのはジェシカシステムと、その中にいる飯いい綱つな伊代の事である。

　周藤理事長は、ジェシカシステムと播機仄香を連れ、日本から12時間半をかけてイギリスまでやってきた。

　イギリス国内でジェシカシステムのパフォーマンスを完全に発揮させる為ためには、それなりの設備と準備が必要だ。ただ動かすだけ、ただネットワークに接続するだけだとしても、ノートＰＣをセットアップするのとでは電圧や回線の太さが大きく違ちがう。ＬＡＮポートにケーブルを挿させば動く、という訳にはいかないのだ。

　また、外部からの物理攻こう撃げきにも対応出来なければならない。ガフがジェシカシステムの本体を狙ねらう事は容易に想像出で来きる為、設置する場所は慎しん重ちように決めなければならなかった。

　そして、その候補として選ばれたのがローゼンベルク・カレッジだったのである。我々の考えを説明したところ、ローゼンベルク学長は快く賛同の意を示し、カレッジの端はしにある三百人が収容可能な会館を、48時間の間、我々が占せん有ゆうする許可をくれた。そして今に至るという訳だ。

「さあ、ここが学長室です」

　扉とびらの前でローゼンベルク学長が立ち止まり、扉を開ける。

「すぐに紅茶を用意させましょう。そして、どうぞ聞かせて下さい」

　学長は、こちらを見て楽しげに目を大きくした。

「あなた方が、これから何をしようとしているのかを、ね」





12　【島】「あら、もう大だい丈じよう夫ぶみたいね」と、入り口で私を見るなり、ナツメさんは言った。






　私は無言で頷うなずき返した。

　秋津先生は昨日と同じく、ナツメさんをお迎むかえした後、

「私がいない方が話がしやすいでしょう」

　と、二階の自室に引っ込んでしまった。

　雨がやまないので、無表情のメイドさんは客間に紅茶の用意をしてくれた。

　私とナツメさんは、窓まど際ぎわに置かれたテーブルに座る。

「昨日会った時は、顔色も悪かったし、表情も弱気だったけど。なんか、ふっきれたって感じね」

　そんなに顔に出ていたのだろうか。ちょっと恥はずかしい。

　でも、決めたのだから、ちゃんと答える。

「はい、もう大丈夫です。私、やっぱり秋津先生の事、全部、知りたいです。知った上で、自分がどうするのかを考えたいと思います」

　ナツメさんは無表情に私を見つめた。

　私は、その視線をしっかり受け止め、見つめ返す。

　客間に、静かな雨の音だけが響ひびいた。

　しばらくして、ナツメさんがフッと顔をほころばせる。

「恋こいする乙女おとめがどんなに強い存在なのか、知ってるつもりよ。いいわ、話してあげる。〝ヴェニスの悲劇〟の事」

「お願いします」

「ただ、私は２年前のあの作戦の時、安芸君とは別の部隊にいたの。あなたも知っての通り、私が事件の真相に気づいたのはもっと後の事だった。伊代の身に何が起きたのかを知ったのもね」

　ナツメさんの瞳ひとみが陰かげる。伊代さんはナツメさんの親友だったと、前に言っていた。

「だから、今から話すのは、あくまで私が後から事件を再構成した物だと思って。いい？」

　こくんと頷く。

　すると、ナツメさんはどこから出したのか、テーブルに置いた右の手の平に、緑色のボールを載のせていた。

　プラスチックのようにも、ゴムのようにも見えるそのボールは、真ん中に小さな割れ目があって、まん丸いヨーヨーのようにも見えた。

　ナツメさんは、手を傾かたむけてボールをテーブルの上に転がした。

　ボールはころころとテーブルを横断して、花か瓶びんに当たって止まる。私は尋たずねた。

「これは……？」

「見せた事無かったっけ？　これは、私の《人形ドール》。動力を抜ぬかれちゃってるから、今は動かないけどね」

「えっ!?　これが《人形ドール》なんですか？」

　ナツメさんが手を伸のばしてボールを取る。

「人型の《人形ドール》を作れるのは《蒼マーレ》だけだから。普通は、こういう無個性な形状をしてる物なのよ」

「へえ……」

　そういえば、ベルの《人形ドール》もチェスの駒こまだった。

　私は、ナツメさんが手の平で転がしているボールを興味深げに眺ながめる。

　ナツメさんはもう片方の腕うでに顎あごを載せ、そんな私を懐なつかしげに見つめ返した。

　そして、話し始める。

「２年前のあの時の安芸君も、今のあなたのように、私の《人形ドール》を、じっと見つめていたわ」





13　僕は、ナツメさんが手の平の上で踊おどらせている《人形ドール》を、黙だまって見ていた。






「ん？　どうかした？」

　運転席に座っていたナツメさんが、外で立っていた僕の視線に気づく。

　僕は慌あわてて一歩引き、横を向いた。

「いえ、別に」

　ナツメさんは僕の挙動が可笑おかしかったらしく、ハンドルに載せていた手で口元を押さえた。

「変な子ね。じゃあ、行くね。そっちも頑がん張ばって」

　僕はなるべく平静を装って返事をする。

「はい。ナツメさんもお気を付けて」

　すると、後部座席の窓から、塊斗と斎条が顔を出してくる。

「ナツメさんだけずるいなー。兄さんは女の子に甘いからなー」

「僕には言ってくれないのかなー、《蒼マーレ》坊や・カヌは」

　キッとそちらを向いて怒ど鳴なる。

「うるさい！　塊斗、サイジョー！　それと、その呼び方をやめろと言っている！」

　ケラケラと後部座席が笑い声に包まれる。いつもの光景。

「ほら行くわよ」

　ナツメさんが呆あきれ気味な笑え顔がおで後ろに声をかけ、同時に車は発進する。

　僕はそれを見送った。

　急に、罪悪感が押し寄せてくる。

　ナツメさんは、これから僕と姉さんがする事を知っているのだろうか。

　いや、知らない筈はずだ。

　この作戦は極ごく秘ひ裏りに行われるのだから。

　仮に、後で真実に気づいた時、ナツメさんは僕達を許してくれるのだろうか。

　違ちがう。

　僕は、許して欲しくなんかは無い。

　むしろ、憎にくんでくれた方が──




　バシャッ




　ぬかるみを強く蹴けり、人任せにしようとしている感情を投げ捨てる。

　そうじゃない。

　重要なのは僕自身が納なつ得とくしてないという事だ。

　もう一度、姉さんと話そう。

　顔を上げ振ふり返って、来た道を戻もどる。

　ぬかるみの泥どろが付いた革かわ靴ぐつが、やけに重く感じた。




　青白く浮うかび上がる舗ほ装そうされていないジャリ道を進む。

　村は静まりかえっている。誰だれもいないのだから当然か。

　ナツメさんの車を見送る為ためにさっきまでいた村の外れから、今向かっている、村の中央にある家までは、徒歩で10分ほどの距きよ離りになる。それくらいの、小さな村なのだ。

　その家は、現在、姉さんが率いる《蒼マーレ》が管かん轄かつする地域の司令部として使われている。

　姉さん達が、そこで僕が戻ってくるのを待っている。

　道に明かりは無く、月の光だけが夜道を照らしていた。

　この光景とも今夜でお別れだ。

　作戦が、成功すれば。

　今回の対《鴉ノツクス》戦は、12年振ぶりに行われた大規模戦せん闘とうだった。

　元々、《鴉ノツクス》は《円環キアカル》との戦闘を好まない。自分たちは一いつ滴てきも血を流さずに、利益のみをかすめ取るのが奴やつらのポリシーだからだ。

　魔ま術じゆつの力を誘ゆう惑わくの材料にして、巧たくみに人間を騙だまし、彼らの《可能性ルウキス》を吸い取る。更さらに彼らを自らの手足として操あやつり、人間社会への浸しん透とうを図はかる。それが奴らのやり方だ。

　だから、《鴉ノツクス》と《円環キアカル》の魔ま術じゆつ師し同士が直接衝しよう突とつするような事態は滅めつ多たに起きない。全面戦争となってしまった今回の件も、《鴉ノツクス》の一部勢力が暴走した結果だと聞いている。

「今の所、こちらの負けが続いているけど」

　思わず呟つぶやいてしまう。

《鴉ノツクス》によって占せん拠きよされた小さな町を解放するのが、《円環キアカル》側の勝利条件だった。しかし、初動ミスが多発して最初の作戦は失敗。

　双そう方ほうに大きな損害が出た後、《円環キアカル》側は、その町を包囲するように、周囲のいくつかの廃はい村そんに司令部を置き、対策を練る事になった。

《円環キアカル》にとって、最大の敗北条件は論理魔術の存在が世間に漏もれる事である。町の奪だつ還かんは迅じん速そくに行われなければならなかった。なので、情報管制が破られる前に事態を解決しなければならない。実際、それはもう数時間も猶ゆう予よが無かった。

　そこで、《円環キアカル》は一つの決断をする。

「でも、こんな方法が許される筈が……」

　思わず立ち止まり、両手を握にぎりしめる。

　今、この廃村には、三人しかいなかった。

　僕。

　姉さん。

　そして、飯綱伊代。

　他ほかのメンバーは全員撤てつ収しゆうした。さっきのナツメさんの車が、最後の出発だった。

　そして、《円環キアカル》はここで一気に決着を付けるつもりでいた。

「でも……」

　高ぶる感情を抑おさえきれず、僕は夜道を走り出した。

　やがて、司令部の明かりが見えてくる。




　元は村長の家だったらしい立派な邸てい宅たくを大おお股またで歩き、一つの部屋の扉とびらを開ける。

　そこは元は客間だったのだろう。今は無骨なテーブルとパイプ椅い子すが並び、作戦指令室になっていた。

　二人の女性が、テーブルを挟はさんで向かい合わせに座っていた。

「……ナツメ達は、行ったか」

　奥の方の椅子に気だるそうに体を投げ出し、天てん井じようを向いていた姉さんが、視線だけをこちらに向けた。

　手前には、やはりずり落ちるように椅子に座っていた伊代が、両手を天井に向け、なにか手紙のような物を読んでいた。恐おそらく、作戦指令書だろう。

　僕は入り口に立ったまま訴うつたえる。

「姉さん、やっぱりこんなのは無む茶ちや苦く茶ちやです。いくら《円環キアカル》の命令とはいえ……」

　僕が喋しやべり出すのを姉さんは黙だまって見つめていた。




　膠こう着ちやく状態を脱だつ出しゆつする為に、《円環キアカル》はある作戦を決定した。

　それは、《円環キアカル》が抑えている拠きよ点てん、つまり今僕達がいるこの廃村に《鴉ノツクス》の勢力をおびき寄せ、その後退路を断たち、周囲から総そう攻こう撃げきをかけるというものだった。

　数百人の論理魔術師による遠えん隔かく攻撃。それはこの廃村に絨じゆう毯たん爆ばく撃げきを仕し掛かけるようなものだ。だから、廃村にいた他のメンバーは、僕達以外は皆みな既すでに退たい避ひしている。

《鴉ノツクス》の側に籠ろう城じようの意思が無い事から、おびき寄せる事が出来れば、この作戦はほぼ成功すると見られていた。

　しかし、そのおびき寄せる方法というのが──




「伊代を囮おとりに使うだなんて！」

〝賢けん者じやの石〟である飯綱伊代は、その特異な体質によって、《可能性ルウキス》が切れる心配が無い。いわば、弾たま切ぎれの無い機き関かん銃じゆうのようなものだった。

　彼女を前面に押しだし、敵を誘ゆう導どうする。僕と姉さんはそのサポートに回る。

　今朝、姉さんから、総司令部の指示として発表された作戦はそういう代しろ物ものだった。




　パサリ




　伊代が、天井に向けて持ち上げていた紙から手を離はなす。紙は落下して彼女の顔に被かぶさった。

　微び妙みように間ま抜ぬけな姿のまま、伊代は僕に言った。

「……ありがと、安芸。でも、いいわ」

「でも！」

「安芸」

　僕が大声を上げると、姉さんがのそりと体を起こし、テーブルの上で手を組んだ。

「姉さん！」

「聞け、安芸」

　不意に、嫌いやな予感がした。

　それは、いつもの気き丈じような喋り方とは、微妙に違ちがっていた。

　声の響ひびきに、憂うれいが混じっているように感じた。

「なんですか」

「《鴉ノツクス》は、ここには来ない」

「……なんですって？」

「あの作戦は、噓うそなんだ」

「は？」

　我ながら間の抜ぬけた返答をした。

「どーぞ、安芸。これが、本当の作戦」

　振ふり向くと、伊代が顔に載のせていた紙を僕に渡わたそうと手を伸のばしていた。

　今夜、この部屋に入って、初めて伊代の顔を見た。

　なぜだか、その顔が、とても綺き麗れいに見えた。

　……って、何を考えているんだ僕は。

　伸ばされた手から紙をひったくるように取り、内容に目を通した。




「……なん、だって？」




　新しい作戦の内容は簡潔にして明確だった。

　しかし、だからこそ、書いてある事の意味が理解出来なかった。

　文字が上手うまく頭の中に入って来ない。

　もう一度、最初から読み直す。







　飯綱伊代を拘こう束そくせよ。抵てい抗こうすれば殺害もやむなし。







「安芸、聞け」

　僕が指令書を持ったまま呆ぼう然ぜんとしていると、姉さんが説明を始めた。

《円環キアカル》が伊代の処分を決めた事。

　今回の作戦活動自体が、伊代が《鴉ノツクス》によって殺されたのだと偽ぎ装そうする為ために仕組まれたものだった事。

　この指令を無視すれば、《蒼マーレ》が《円環キアカル》に対して反逆の意思を示したとみなされ、今後の《蒼マーレ》の活動に大きな制約が課せられるであろう事。




　そして、伊代がこの件を了りよう承しようしている事。




「何を言っているんですか二人とも！　こんな指令馬ば鹿かげている！」

　僕が猛もう然ぜんと抗こう議ぎを始めると、伊代が体勢を変えずにそれをなだめた。

「まあ待ってよ安芸。アタシも《蒼マーレ》の一員として、《血族クラン》の望むべき未来を選ぶわ。絵里子さんは間ま違ちがってない。間違ってるのは《円環キアカル》なのよ」

「だったら！」

　伊代は天てん井じようの一点を見つめていた。

「だからと言って、《円環キアカル》に刃は向むかうには、今の《蒼マーレ》には切り札カードが少ない。だから、今は従おうって言ってるだけ」

「伊代、自分の言っている事が分かっているのか!?　《円環キアカル》はお前を殺せって言ってるんだぞ！」

「もちろん、アタシだってそう簡単に殺されるつもりは無いわよ。大だい丈じよう夫ぶなのよね？　絵里子さん」

　姉さんは、天井から目を逸そらさない伊代に、小さく頷うなずいた。

「……ああ。伊代を、論理魔ま術じゆつで仮死状態にする」

「姉さんっ！　何を──」

「そして、ジェシカシステムの〝脳〟になってもらう」

「!!」

　ジェシカシステム。

　それは最新のコンピューター技術を用いて、通常は実運用までに莫ばく大だいな時間と予算を必要とする《人形ドール》を、短期間に量産するプロジェクトだった。

　現時点では、それは成功していない。

　ただ、今の所、実現の見込みのあるアイデアが一つ、《円環キアカル》から提案されていた。

　しかし、それは悪夢のようなアイデアだった。

　それは、馬ま原はら守もり人ひとというマッドサイエンティストが考案した方法で、人間を演算装置として機械に組み込む事で、《人形ドール》としての能力を発揮させるという物だった。

「馬原の理論通りに完成すれば、《蒼マーレ》はジェシカシステムという大きな切り札を手に入れ、また、伊代を殺さずに済む」

　姉さんはまるで自分自身を納なつ得とくさせるかのように、説明を続けた。

　言っている事は理解出来た。

　他ほかに、方法が無い事も分かっていた。

　しかし、感情がそれを受け入れるのを拒きよ否ひし続けた。

　僕はテーブルを両手で叩たたき、姉さんを睨にらんだ。

「数日間とはいえ、伊代を仮死状態にして、それを維い持じし続けるのはリスクが大きすぎます！」

「何を言っている」

　姉さんが眉まゆ根ねを寄せる。それは怒いかりの感情だった。

「数日程度で《円環キアカル》を騙だませると思っているのか。これは長期計画だ」

「長期って……、一体、どれだけ……？」

「うーん、１年くらい？」

　脳天気な声こわ色いろで答えたのは伊代だった。

「伊代！」

　僕が泣きそうな声で叫さけぶと、伊代は椅い子すから立ち上がり、両手を上に上げて体を伸のばした。

　そして、僕を見て、笑う。

「アタシの事を心配してくれてありがと、安芸。でも、絵里子さんと一いつ緒しよに、随ずい分ぶん前から考えてた事なんだ」

　伊代の事はよく知っていた。

　だから、分かった。

　彼女は、もう考えを変えるつもりが無いという事を。

「アタシの能力は、《蒼マーレ》にとっては強力な武器だけど、諸もろ刃はの剣つるぎでもある。だから、一度《円環キアカル》に屈くつする」

「伊代……」

「でもね。アタシは負けるつもりは無いの。これは反はん撃げきの一手なの。だから」

　急に、伊代が抱だきついてきた。

　長い髪かみから、ふわりと甘い香かおりがした。

　彼女の細い腕うでが、強く、首に絡からまる。

　その腕は、小さく、震ふるえていた。

　僕の胸に顔を埋うずめながら、伊代は呟つぶやく。

「だから、後は、よろしくね」

　それは、必死の決意。

　恐きよう怖ふとの戦いの末の言葉だった。

　でも、僕は、弱くて。

　そんな彼女に、とても、「任せておけ」なんて、言えなかった。

　代わりに、頭の中に、塊斗の姿が浮うかんだ。

　僕の弟であり、伊代の恋こい人びとの、塊斗の姿が。

「……塊斗に、なんて、言えば……」

　言ってから、強く後こう悔かいした。

　首に絡めた腕にぎゅうっと、力が入った。

「塊斗は、きっと許さないと思う」

　伊代は言った。

「《円環キアカル》の事も、安芸や絵里子さんの事も、それに、アタシがこれを選んだって事も」

　それは、多分、いや、間ま違ちがいなく、そうだろうと僕も思った。

　伊代は震える声で呟いた。

「ずっと、側そばにいる」

「え？」

「そう、伝えて。ずっと、側にいる、って」

「……分かった」

　一いつ瞬しゆんの後、伊代が静かに僕の体を離はなし、一歩引いた。

　目め尻じりに涙なみだが浮かんでいるように見えた。

　姉さんが、椅子から立ち上がる。

「伊代、私の事はどれだけ恨うらんでもらっても構わない」

　伊代は笑って答えた。

「目が覚めたらぶん殴なぐってやります」

「その日が１日でも早く来るよう、最善を尽つくす」

　それで、僕達の会話は全すべて終わった。

　姉さんが、静かに、言った。

「始めよう」




　その後は、まるで雪崩なだれのように事態が進んだ。

　翌日、作戦の失敗と、伊代が《鴉ノツクス》の手にかかり重体になった事が発表された。

　直後、《鴉ノツクス》が一方的に町を放ほう棄き、撤てつ退たい。これによって大規模戦せん闘とうは一気に終息した。元よりダミーの計画だったのだから、当然とは言える。

　僕達は仮死状態の伊代を日本に連れ帰った。

　塊斗は当初半はん狂きよう乱らんに陥おちいったものの、ジェシカシステムで伊代を蘇よみがえらせるというプロジェクトに自身の全てを懸かけた。

　馬原守人をブレーンに迎むかえたジェシカプロジェクトは順調に進み、伊代の脳を媒ばい介かいとした電子の《人形ドール》ジェシカは見事誕生した。




　ここからが、悪夢の始まりだった。




　まず、昏こん睡すい中の伊代の生体データに、明らかな異常が発見された。

　データが示す数値を見る限り、脳組織の一部が壊え死ししているとしか思えず、それは同時に、伊代の覚かく醒せいがもはや起こりえない事を示していた。

　原因は全く不明だった。ジェシカシステムへの組み込み時に脳組織が損傷したのかもしれないし、仮死状態へ移行させるプロセスにミスがあったのかもしれない。

　とにかく、今後何年経たとうが、伊代が再び目を覚ます可能性はほぼゼロである、との調査結果がはじき出された。

　塊斗は、今度こそ本当に怒いかり狂くるい、《蒼マーレ》から姿を消した。

　そして、イドと名前を変え、《鴉ノツクス》の一員となった。

　姉さんは、《円環キアカル》の幹部である夫と離り婚こんし、《蒼マーレ》の族長の席からも離れた。

　そして、実じつ践せん運用調査と称しようして、北凰学園の管理ＡＩにジェシカシステムを無む理り矢や理り採用させ、その理事長の座に就ついた。

　僕は、英国に行く事にした。

　師し匠しようのいる国に再び住むのは本意ではなかったが、ロンドンに近寄らなければなんとかなるだろうと考えた。

　論理魔ま術じゆつ研究の総本山であるローゼンベルク・カレッジで研究を続け、伊代を目覚めさせる方法を見つけ出すつもりだった。

　それまでは、日本には戻もどらないと決めた。

　そして、英国に渡わたった。

　研究室を与あたえられ、一心不乱に、研究を続けた。

　気を抜ぬくと、伊代や塊斗と過ごしていた日々の事を思い出してしまう。

　思い出に浸ひたるような余よ裕ゆうは、その時の僕には無かった。

　全てが、元に戻るまでは。

　なにもかも、忘れていたかった。





14　【島】話し終えたナツメさんは、「さて」と言って、ティーカップを置き私を見た。






「これが私の知ってる話の全部」

　そんなに長い話ではなかった。ナツメさんは２年前に起きた事を淡たん々たんと話してくれた。

　それは、《島イニス》に来る前に、車の中でイドが話した事をより詳くわしくしたような内容だった。

《円環キアカル》の仕し掛かけた罠わなで、伊代さんが味方の手によって倒たおされた事。

　それを実行したのが、理事長先生と秋津先生だった事。

　そして、伊代さんがその事を受け入れていた事。

　三人が、その時、何を考え、どう思っていたのか、私には分からない。でも、聞いている間、ずっと、心がぎゅうっとなっていて、苦しかった。

「なにか、質問はある？」

　ナツメさんは静かな瞳ひとみで問いかける。私は恐おそる恐る尋たずねる。

「あの、なんでそこまで詳しく知ってるんですか？　伊代さんが《円環キアカル》からの命令を受け入れていた事まで……」

　その場に三人しかいなかったのであれば、それをナツメさんが知っている筈はずが無い。

「え？　ああ、安芸君が、教えてくれたのよ」

「秋津先生が？」

　ナツメさんが顎あごに手を当てて考える。

「10ヶ月くらい前かな。ええと、つまり、あなたの時じ間かん軸じくでは、私が捕つかまってから１ヶ月後くらいね」

　夏休みの中なか頃ごろだ。

「この《島イニス》に、彼が面会に来て、話してくれたの。彼は、２年前からずっと後こう悔かいし続けていた。あの時の判断が間ま違ちがいだったんじゃないかって。自分のせいで、塊斗君や私が《鴉ノツクス》に堕おちてしまったんじゃないかって」

　伊代さんの親友だったナツメさんは、《円環キアカル》が伊代さんにした仕打ちに気づき、《円環キアカル》に対して反旗を翻ひるがえした。そしてそれを止めたのが秋津先生だった。

　だから、先生はここに来て、全すべてを話したのだろう。

「私は、安芸君が悪いとは思ってない。私も塊斗君も、現実に立ち向かうだけの心の強さが足り無かっただけなんだと思う。だって、安芸君も、周藤理事長も、それに斎条だって、今も戦ってるのだから」

「今も……？」

「彼らはね、伊代が今でも覚醒しないのは、馬原が《円環キアカル》から命じられて、なんらかのプロテクトをジェシカシステムに施ほどこしてるからだと考えているの。馬原を倒すか、《円環キアカル》に対して決定的な切り札を手に入れれば、そのプロテクトを解除させて、伊代を取り戻す事が出来る。彼らはこの２年間、その為ために戦い続けているのよ」

　ナツメさんは「それに」と、一度言葉を切った。

「もしかしたら、塊斗君だって、今でも戦っているのかもしれない。だって、あなたをここに連れて来たのだから」

　その言葉は、半分くらいしか理解出来なかった。

　ナツメさんが、静かに紅茶を飲んでいる間、私は考えた。

　伊代さんの事、理事長先生の事、秋津先生の事。

　そして、肝かん心じんな事を聞き忘れている事に気づいた。

「あの……」

「ん、なあに？」

「ナツメさんは、どうして、秋津先生が記き憶おくを取り戻したがっていないんじゃないかって、思ってるんですか？」

「……」

　すぐに答えは返ってこなかった。

　その時私は、イドから車の中で聞いた言葉をもう一つ思い出した。それも口に出す。

「あと、イドが『兄さんが命令に従って行動したかについては、疑問の余地がある』って」

「……そう、塊斗君がそんな事を……」

　ナツメさんは小さくため息をついた。そしてティーカップを置いた。

「伊代と塊斗君が付き合っていたってのは、知ってるかしら？」

「はあ、なんとなくは」

　ナツメさんは次の言葉を一いつ瞬しゆん言いよどんだ。そして、少し困ったような顔で、私を見た。

「私はね、安芸君も、伊代の事が好きだったんじゃないかって、当時思ってたの」

「っ!?」

　あまりに驚おどろいて、声が出なかった。

「だから、あの時、伊代が塊斗の物になるくらいなら……って、安芸君が少しでも考えていたとしたら、彼のその後の後悔はもっとつらいものだったと思う」

　ナツメさんはティーカップの縁ふちに沿って細くて白い指を滑すべらせた。

「この先、伊代が再さい覚かく醒せいするのかは正直分からない。安芸君は常にその罪を背負って生きる事になる。なら、その記憶を忘れた時、思い出したく無いんじゃないかな、って」

「先生はそんな人じゃありませんっ！」

　気がつけば、私はテーブルを叩たたいて立ち上がっていた。

　言葉が勝手に溢あふれる。

「たとえ、もしかして、ホントは、伊代さんに対してそんな気持ちがあったとしても、自分の為なした罪から目を逸そらしたり、そんな事、先生は絶対にしませんっ！」

　自分で言ってて、自分の心を締しめ付ける言葉だった。

　自然に、目め尻じりに涙なみだが溜たまる。

　絶対違ちがう。

　先生は逃にげ込んだりしない。

「伊代さんを救う手段がある限り、絶対に、絶対に秋津先生は諦あきらめたりしませんからっ！」

　歯を食いしばって、涙を堪こらえる。

　まだだ。まだ、泣く時じゃない。

「え、あ、ごめんなさい。これは単に私の想像だから」

　私の気き迫はくにナツメさんが慌あわてて立ち上がり、謝る。

「それに、今日、あなたを見てて、私の想像は間違ってたのかなって、思ってたところなのよ」

「？」

　ポカンとする私。

　ナツメさんは微笑ほほえんで「座ろ？」と言って私の肩かたに触ふれ、先に椅い子すに戻もどった。

　私も座ろうとして、




　ごろん




　お尻しりから床ゆかに着地し、そのまま床に転がった。

「いたっ！」

　慌てて体を起こすと、転がった椅子がすぐ横に見えた。

　多分、怒いかりに任せて立ち上がった時、反動で椅子が倒たおれたのだ。

　徐じよ々じよに、ナツメさんの前で晒さらした醜しゆう態たいが恥はずかしくなってくる。

　急いで立ち上がり、椅子を起こし、そこに座り、しゅんとうつむく。

　そろそろと視線を上げると、ナツメさんは、そんな私を見て、優やさしく微笑んでいた。

「今は、安芸君の事をこんなに強く思ってくれる人が側そばにいるんだもの。あなたを置いて彼が自分の中に引きこもるなんて、考えにくいわね」

「そんな、私は……」

「つまんない話聞かせちゃったわね。ごめんね」

「あ、いえ！」

　私はぱたぱたと手を振ふった。

「知っておきたい事だったので、全然ＯＫです！」

「そう。そうね。男の過去を知っておくのも、その手た綱づなを引く時に有効なムチになるわね」

「は、はあ」

「さて、ちょっと確かく認にんしましょうか」

　ナツメさんは目の前に置かれていたティーカップを脇わきに避よけ、テーブルの上で指を組んだ。

「安芸君の記憶障害は、一時的なショックであって、魔ま術じゆつによるものじゃない。彼自身は、恐おそらく記憶を取り戻す事を望んでいる。あなたも、よね？」

「え、あ、はい！」

「で、どうするかだけど……」

　ナツメさんは顎あごに手を当てて少し考える。

「専門では無いけど、こういう時は反復刺し激げきを与あたえると良いと思う」

「反復刺激？」

「記憶を失う前にあった、強い記憶を刺激として再度与えるの。そこから、芋いもづる式に記憶を取り戻すのよ」

「強い記憶……」

　なにかあったかなと考えていると、ナツメさんが急にニヤリと笑って言った。

「押し倒しちゃえば？」

　言ってる意味が分からず、私はポカンとナツメさんを見返した。

「性的な刺激を与えれば、一発で思い出すかもよ」

　ようやく言葉の意味を把は握あくした。一気に首まで赤くなる。

「!?　し、刺激って……！」

「文字通りの反復刺激よ。しかも快楽中ちゆう枢すうを突つく強い刺激だわ。あなた達がいつもやってる事を繰くり返せば──」

「やってません！」

　叫さけんでから、自分で「やって」とか言った事に更さらに恥ずかしさが募つのる。もう多分耳まで真っ赤だ。

「私達、一度だってそういう事してませんから！」

「え？　そうなの？」

「あの、私と、先生は、そういう関係じゃ、無いんです……」

　今度は自分の言葉にちょっと落ち込んだ。

　ナツメさんは「そうなの？」と不思議そうな顔をした後、また小こ悪あく魔まっぽく笑った。

「そうなんだー♪　じゃあ、なおさら強い刺激になるんじゃない？　してあげれば？」

「っ！」

　既すでにそれは反復刺激と言えない訳で、明らかにからかわれてるのは分かっていたのだけど、頭の中に言葉に出来ない色々な状じよう況きようが浮うかんでしまい、もう脳までショート寸前。

「あはははっ！」

　私が顔中真っ赤にしているのを余所よそに、ナツメさんは大きく口を開けて笑っていた。

「冗じよう談だんよ。方法については、これから考えればいいわ。まだ時間あるんでしょう？」

　私は冷めそうに無い真っ赤な顔で頷うなずいた。

　ちょっと恨うらみがましい目でナツメさんを見てしまう。

「ごめんごめん、あなたの思いの強さに妬やけちゃって。ちょっとからかっちゃった」

「妬けちゃって？」

「斎条ったら、一度も面会に来ないのよ。ひどくない？」

　ナツメさんはそう言って、拗すねた顔になった。それは少女が駄だ々だをこねるような可愛かわいらしさを持った表情だった。

「この２年半ですか？　それはひどいです！」

　首をぶんぶん縦に振って同意する。

「でしょ!?　論理魔ま術じゆつ師しの男って、どいつもこいつもなんでああなんだろ！　ねえ、ちょっと私の話聞いてもらってもいい!?」

「聞きます聞きます！」

　ナツメさんはメイドさんを呼んで、紅茶のお代わりを持ってこさせた。

　それから、夕方になるまで、私とナツメさんは、斎条先生と秋津先生への文句を延々と話し合った。喋しやべりたい事は、いくらでも出てきた。

《島イニス》に来て、初めて、心が軽くなったような気がした。





15　「……なるほど、その為ためにジェシカシステムが必要なのですか」と、ローゼンベルク学長は言った。






　ティーカップをテーブルに置く音が、三人しかいない広い学長室に響ひびく。

　周藤理事長は頷いた後「斎条」と僕を呼んだ。

「なんでしょう？」

「伊代はどうしてる？」

　僕は腕うで時計を見る。10時43分。胸ポケットからスケジュール帳を広げて確認し答える。

「予定通りであれば、３時間前には彼と合流して、そろそろ伊代と作戦会議に入る頃です」

　秋津塊斗の事を「彼」とぼかしたのは、彼が《鴉ノツクス》だから。

　今回、ローゼンベルク学長が我々《蒼マーレ》に対し図はかってくれている便べん宜ぎは、あくまで彼個人と周藤理事長との交友から来る個人的なもの、という事になっている。つまり、《導師》として、あるいは、彼が率いる中立派の意思としての協力ではない、という事。

　それもあり、出来る限りローゼンベルク学長には迷めい惑わくをかけないようにしたい。我々の作戦の中ちゆう核かくに《鴉ノツクス》がいるという事は、言げん質ちとして残したく無いのだ。

　学長は、我々の考えを知ってか知らずか、目を細めて微笑ほほえんでいる。

「そうか……」

　周藤理事長は、少し遠い目をしていた。その時だけは、彼女は理事長ではなく、秋津家の長女、彼ら兄弟の姉の顔をしていた。

「じゃあ、今いま頃ごろ、あいつは伊代と会っているんだな」

「ええ」

　僕はさっきまでいた会館の方向を見つつ、答える。

「なにを、話しているんでしょうね」





16　扉とびらを閉めると、完全な暗くら闇やみになった。「イド」と、隣となりに立っている仄香が僕を呼ぶ。






「なんだ？」

「見えないからって妙みような事したら一生残る精神的な傷を負わせるわよ」

「するか！　お前は、お、俺をなんだと思ってるんだ！」

「言い慣れないのに『俺』とか言うのやめなさいよ。そっちの方が気持ち悪いから」

「!!」

　こ、この女は！

　頭を振ふる。冷静になれ。こんな口論をしている場合ではない。

「そね。急がなきゃ」

　仄香が指を鳴らすと、暗闇の一角でチカチカと小さな光が点てん滅めつし、その直後、室内に設置された複数の投とう影えい機が僕ら二人の前に光を落とす。

　やがて、光と光の交点が同期し、一つの像を結ぶ。

　目の前に、立体映像が浮うかび上がる。

　北凰学園の制服を着た、長い黒くろ髪かみの少女がそこにいた。

　目を閉じて、口元はわずかに笑えみを浮かべている。

　２年前と変わらない表情。

　失う事なんて、想像もしていなかった表情。

　僕は、思わず、呟つぶやいた。

「伊代……」

　僕の声に答えるように、その瞳ひとみがゆっくり開いていく。

　懐なつかしい瞳が、僕を見つめる。

『久しぶりね。塊斗』

　目の前にあるのは立体映像であって、抱だきしめる対象では無いと自分に言い聞かせる。

　そうでないと、体が勝手に動き出してしまいそうだった。

　なんとか抑おさえて、反論する。

「……船でも会ったじゃないか」

『あら、あの時のあなたは「イド」だったんじゃないの？』

　楽しむような、からかうような、弾はずんだ声。

　２年前のあの頃ころと、同じ声。

「……今の僕もイドだ」

『いいえ、違ちがう』

　伊代は前まえ屈かがみになり、僕の胸を指で突つく真ま似ねをした。

『あなたは今《蒼マーレ》の為ために戦おうとしている。今のあなたは《鴉ノツクス》のイドじゃない。《蒼マーレ》の、秋津塊斗よ』

　それを言う為にここに来たのに、先に言われてしまった。

　僕は次の言葉が浮かばなくて、頭を搔かく。

　伊代は体を起こして、微笑んだ。

「ばっかじゃないの？」

　仄香がジト目で僕を睨にらむ。そして続けた。

「そもそもあんたは、最初から《鴉ノツクス》に屈くつしたんじゃないんでしょ？　伊代さんを救い出す為に、魔ま術じゆつの力が必要だから、《鴉ノツクス》に与くみしたわけでしょ？　最初からそう言えばいいじゃない」

「いや、あのな」

『知ってたよ』

　微笑んでいた伊代が、目を細める。

『塊斗が、アタシの為に安芸達と袂たもとを分かった事も、《紅オストラム》の覚かく醒せいを促うながす為に芝しば居いを続けていた事も、みんな知ってた』

　とんっ、と地面を蹴けり、伊代の姿が空中に浮かぶ。

　そしてそのまま、僕の胸に飛び込んできた。

　伊代の細い両手が首に絡からむ。

　その体が、僕に体重を預けるようにしなだれかかる。

　もちろん、そこには温度も感かん触しよくも無かった。

　伊代が、胸に顔を埋うずめたまま、呟いた。

『抱きしめてあげられなくて、ごめんね』

「……ああ」

『黙だまってこんな体になっちゃって、ごめんね』

「……ああ」

『大好きよ。塊斗』

「……ああ」

　２年間、聞きたくて、しかし聞けなかった言葉を前に、僕はただ頷うなずく事しか出来なかった。

「ほんと駄だ目めな男ね。もうちょっと気の利きいた事を言いなさいよ」

「だから思念に入ってくるなって言ってるだろ！」

　僕は伊代を振り解ほどき、仄香に喰くってかかる。

「思念を読まなくたってあんたの駄目男っぷりは分かるわよ」

[image: ]

「お前は本当に、お、俺に喧けん嘩かを売りたいようだな」

「だから『俺』って言うのやめなさいって。慣れない事しなくていいって。あと、『俺』もたいして似合って無いわね」

「じゃあどうすりゃいいんだ！」

「さあ、さっさと準備にかかりましょう。つまんない口論なんかしてる余よ裕ゆうは無いのよ」

「話を聞け！　それと、さっきからその口論の火種を作っているのはお前だ！」

　伊代は、口げんかを始めた僕達の周りを、クスクスと笑いながら浮かんでいた。







[image: 第４章　動けない事、動き出す事。]





17　【島】７日目。ナツメさんから話を聞いた次の日、私と先生は森の中を歩いていた。






　……。




　……うふ。




　思わず笑えみがこぼれてしまう。




　だって。




　だって！




　だって、ピクニックなんですもの！




　どうよこの響ひびき！

「ピクニック」！

　よもや秋津先生と二人っきりで、籐とうのカゴにサンドイッチを詰つめて、陽光溢あふれる森の中を散策するなんてシチュエーションに陥おちいる事が出来るなんて！

「どうかしましたか？　遙さん」

「えっ!?　いえなんでも！　天気がいいですね！」

　突とつ然ぜん顔を覗のぞき込まれて慌あわてて笑顔を返す。先生も空を見上げて言った。

「ええ。雨がやんで良かった」

　２日続いていた雨はやみ、木こ漏もれ日が、森の小道を進む私達の頭上から降り注いでいる。

　地面を覆おおう草の葉に載のった雨あめ露つゆが、キラキラと光っていて、とても綺き麗れいだった。

　秋津先生は私に顔を向けて、笑顔を作る。

「地面は湿しめってるでしょうが、敷しき物ものを敷しけば大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ」

　しかもこの先生優やさしいし！　笑顔が子犬みたいで可愛かわいいし！　下の名前で呼んでくれるし！

「あの、ちょっと息が荒あらいようですが、歩くのが速すぎましたか？」

「えっ!?　いえ大丈夫です！　行きましょう！」

　いかんいかん。降って湧わいた幸せを嚙かみ締しめすぎて頭がふわふわしすぎだぞ私。

　少し落ち着いて、状じよう況きようを整理しよう。

　とか思いつつも、心はうきうきが止まらない。

　だって秋津先生とピクニックなんだよ!?

　おとと、思考がループしちゃってる。

　羽が生えて飛んで行ってしまいそうな頭をなんとか抑おさえつつ、私は今、この状況に至る過程を思い返してみる。




　私が《島イニス》に来て、既すでに７日目。今日を入れて後４日の間に先生の記き憶おくを取り戻もどして、外の世界に帰る準備をしなきゃいけなかった。

　昨日、ナツメさんが帰ってから、私はずっと反復刺し激げきについて考えていた。

　強い記憶の刺激を与あたえる事で、芋いもづる式に記憶を蘇よみがえらせる。

　ホントにそんな事が出来るのかちょっと分からないけど、今の所、他ほかに手立てが無い。

　だけど、「強い記憶」ってなんだろう？　しかも、私自身が先生に対して与えている記憶じゃないといけないわけで。

　目の前で私が唯ゆい一いつ出来るプリン魔ま術じゆつを見せればいいのかな？　でもインパクト無いよね。

　浴衣ゆかたや水着姿を披ひ露ろうしたのは強い記憶かな？　でも、ここには浴衣も水着も無い。

　……温泉で図はからずも先生にフルヌードを見せた事もあったけど、それは、本当の本当の本当の最終手段にしたい。……車の中でしたキスも、最終手段候補その２という事で。

　と、色々考えている間に、私は一つ、なかなかに良いアイデアを思いついた。




　シェパーズ・パイである。




　ついこの前──元の世界で言えば２日前──、秋津先生にとって魔術のお師し匠しよう様にあたるロゼ・ロイエンさんから教えてもらったイギリスの伝統的な家庭料理。

　秋津先生は、ロゼ先生に師事していた７年間、ロイエン家秘伝のレシピのシェパーズ・パイを食べていたとの事。先生にとっては思い出の味だ。

　これは強い記憶と言えるんじゃない？　しかも、料理だったら、このあらゆる生活様式が19世紀風に縛しばられた《島イニス》でも出来るかもしれない！

　そんなわけで、私はシェパーズ・パイ～ロイエン家伝統風味～を作る事に決めた。無口なメイドさんに厨ちゆう房ぼうの仕組みを聞いて、パイが作れる事を確かく認にんした。食材も、現在屋敷に備び蓄ちくされている物で、一つを除いて足りる事も分かった。

　一つだけ、屋敷に置いて無い材料があった。

　野いちごである。

　シェパーズ・パイは、挽ひき肉にくをタマネギやトマトと一いつ緒しよに煮に込こんで、その上にマッシュポテトを載せてオーブンで焼く料理。

　ロイエン家では、シェパーズ・パイのレシピとして、母から娘むすめに伝わっている秘密の隠かくし味があり、その隠し味が入っているパイを食べさせる事で、代々意中の旦だん那な様をゲットしてきたのだそうだ。

　その隠し味が、野いちごなのである。

　当然、これが欠けると、ロイエン家のシェパーズ・パイでは無くなってしまう。

　私は、秋津先生に事情を説明し、野いちごが手に入らないか聞いた。

　先生は、屋や敷しきの近くの森の一角に、野いちごが群生している所があると教えてくれた。

　私が採りに行きたいと言うと、先生は「じゃあ明日一緒に行きましょう」と言った。




　と、いう訳で、私と先生は野いちごを摘つみに、森を歩いている最中な訳。ピクニック装備はそのオマケ。

　ただ、このオマケの為ために、今日は早朝から起きて、念入りに支度したくをした事は、主張しておかなければなるまい。

　私がバスケットをぶんぶん振ふりながら歩いていると、先生が前を見ながら言った。

「しかし、楽しみだな。シェパーズ・パイか。きっと、懐なつかしい味がするでしょうね」

　秋津先生には、ナツメさんから聞いた反復刺激についての話を一通りしてある。先生は時折質問を挟はさみつつも私の話したことを全部理解してくれたようで、しばらく黙だまった後、こう言ってくれた。

「分かりました。記憶を取り戻すべく、最善を尽つくしましょう」

　そして次の日、私は先生と野いちごを探しに森を散策している、という訳である。

「そこ、地面が窪くぼんでます。気を付けて」

　先生はそう言って大おお股またで前に出て、私に手を差し出してきた。

　腕うでを伸のばし、先生の大きな手の平に自分の手を重ねる。

　優やさしく包む先生の手に引かれつつ、窪みをまたぐ。

　さっきから何度か繰くり返されている光景なのだけど、先生の流れるような紳しん士し的な仕草に、私はずっと照れまくりだったりする。ちょっとしたお嬢じよう様気分と言えなくもない。

　この英国紳士的な立ち振ふる舞まいはロゼさんの教えなのだろうか。だとしたらロゼさんぐっじょぶ！

　昼過ぎのお陽ひさまはぽかぽかと暖かくて、歩いているだけで楽しくなってくる。

　そして先生と楽しく会話。ピクニック最高！

「なるほど、それで、遙さんは《紅オストラム》の《血族クラン》に所属している訳ですね」

　……会話の中身はあんまりピクニックっぽく無いけれど。

　自分が論理魔ま術じゆつ師しであった事も忘れている秋津先生は、本来の自分、それにナツメさんや私が持っている魔術の能力について強い興味を示した。

　記き憶おく復活の鍵かぎになればと、私は私が理解している限りの事を説明してあげていた。

「《紅オストラム》の《特権タレント》は、なんなのですか？」

　先生の質問に、私は小首をかしげる。

「ええと、実は私は知らないんです。色々あって、教えてもらってなくて。あ、でも、ロゼさんと秋津先生は、知ってるみたいでした」

　直接聞いた訳じゃ無いけど、ロゼさんの家で話した時、秋津先生はそんな顔をしていた。

「そうですか、私は、知っていたのですか……」

　下を向いて黙り込む。そして、ちょっと哀かなしそうな瞳ひとみをこちらに向ける。

「……ごめんなさい、思い出せません」

「あ、いいんですいいんです！　急ぐ必要無いですから！」

　私はぱたぱたと両手を振る。もう、そんな泣きそうな子犬みたいな顔をされたら、思わず抱だきしめたくなってしまうではないか。あぶないあぶない。なにがあぶないかは、深く考えない事にしよう。うん、それがいい。

　私の言葉に小さく笑え顔がおで返した先生は、歩きながら自分の左手を持ち上げ、手首を回して、そこに嵌はめられた腕うで輪わを眺ながめた。

「これを外す事が出来れば、私も魔術を使えるようになるのでしょうか」

「ええと、正確に呪じゆ文もんを唱える事が出来れば、多分」

　しげしげと腕輪を見つめる先生の横顔を眺めながら考える。

　あの腕輪を外すのは簡単だ。

　私には、あらゆる物をプリンに変える魔術がある。

　っていうか、私が使える魔術は、今の所それだけなのだ。

　実は、それが可能かどうか、ナツメさんに確かく認にん済みだったりもする。

　ナツメさんの話によれば、この腕輪自体はただのパワーストーンを嵌めた装そう飾しよく具に過ぎないので、私のプリン魔術を使えば簡単に外す事が出来るだろうとの事だった。

　ただし、問題がある。

　この腕輪には発信器のような機能が内蔵されていて、所持者の腕から離はなれると、すぐに《円環キアカル》に警報が届くようになっているらしい。つまり、脱だつ獄ごく防止装置機能付きな訳。

　なので、仮に私がプリン魔術で腕輪を外す事があったとしても、それは秋津先生が記憶を取り戻もどした後、《島イニス》を脱だつ出しゆつする本当に直前にすべき。

「記憶が戻ったら、すぐ外してあげますからね！」

　気合いを入れてそう言うと、先生は少しだけ困った顔をしてから、小さく笑った。

「ありがとう。楽しみにしています」

　この敬語な秋津先生にもそろそろ慣れてきたかな。もちろん、気軽に喋しやべってくれるいつもの先生の方が、本当はいいんだけど。

「あ、ほら、見えてきました。あそこです」

　先生の指差した所に、腰こしの高さくらいある緑の茂しげみが見えた。よく目を凝こらすと、赤あか紫むらさきの実のような物がそこら中になっている。

「野いちごだ！」

　思わず駆かけ出す私。さすがにスカートの裾すそは持ち上げたけど。

「遙さん、転びますよ！」

　後ろから先生が呼びかけるのも気にせず、私は全力でダッシュしていた。





18　私、ベル＝ベルノットはイライラとホテルの部屋の中を往復していた。






「あ～っ、ミスった！」

　さっきから同じ言葉を繰り返し、自じ慢まんの透すき通った金きん髪ぱつを両手でわしわしと混ぜる。

　窓から外を覗のぞき、下の道路を見て、視線を上げて周りのビルの屋上を見て、またため息をつく。さっきからこの繰くり返し。

「くう～！　完全に対魔術戦の対応だわ。私が《特権タレント》で逃にげ出すって読んでるのね」

　ぐしゃぐしゃになった髪かみから指を抜ぬき取って、室内に振ふり返る。

　ベッドの横にある時計は14時を指していた。

　同室のカノン──アキの《人形ドール》──は、ベッドに腰こし掛かけたまま、じっと膝ひざに載のせたヘッドフォンを見つめていた。

　カノンは今朝からぼんやりとしていて、覇は気きが感じられない。主あるじであるアキと離ればなれなのが不安なのだろうか。《人形ドール》が不安を感じるのかは知らないけど、カノンは割と人間らしいところがあるので、そういう感情も持っているのかもしれない。

　私は誰だれに聞かせるでもなく、小さく呟つぶやく。

「なんとかしないと」




　昨日の深夜、ソノオに《紫プルピユラ》として協力を要よう請せいされ、私はエリコとジェシカシステムを受け入れる為ための指示を《血族クラン》のスタッフに伝達した。それが全部終わったのが午前４時。

　眠ねむるつもりは無かったんだけど、ちょっとうとうとして目を閉じたら、気がつくとベッドに突つっ伏ぷしていて、時計を見たら７時過ぎだった。

《円環キアカル》との一大決戦を控ひかえているとは言え、今の私は修学旅行でイギリスに来ている日本の女子高生である。７時半まではロビーに全員集合して朝礼を受けなければならない。

　起きて準備を終えていたカノンに文句を投げつつ、ちょっとくまが出てる目元を伸のばしながら髪を解かしていると、ルームフォンが鳴ったのだった。

　修学旅行中は教師しか使用禁止の筈はずのそのルームフォンを取ると、２─Ｄ副担任のハヤマが、クラス全部の部屋に連れん絡らくをしているところだった。なんの連絡かというと、




『ホテル内で伝でん染せん病が発生した可能性がある為、全員部屋外への外出を禁ずる』




　との事。

　まだ頭が眠っていたらしく、その言葉の真の意味に気づくまでに少しの時間を必要とした。

　ようやく脳が警告信号を全身に伝達し、私は弾はじかれるように窓辺に突とつ進しんし、外を覗いた。

　ホテルの入り口に人ひと垣がきが出来ていた。バリケードが敷しかれ、中に入れないようになっている。

　バリケードの内側では、とても伝染病対策に来た医い療りようチームとは思えないような黒服の男達が動き回っていた。

《完結したフオル・円環キアカル》の奴やつらだ。

　顔を上げて周りのビルの屋上を観察する。身を隠かくしてはいるけど、どのビルの屋上にも何人か待機していた。

「やられた……」

　窓に背を預け、ずるずると絨じゆう毯たんに座り込む。

　下を歩き回っているのも、屋上で待機しているのも、ソウイチロウの部下だろう。私が逃げたら即そく拘こう束そくするつもりなんだと思う。

　このままでは、ここにソウイチロウが到とう着ちやくしてしまう。

　あいつは、事が済むまで私とカノンを隔かく離りするつもりだ。

　特に、カノンを。

　仮にアキが戻もどってきても、カノンと合流出来なければアキは戦う事が出来ない。

「《円環キアカル》からの正式な要請による召しよう喚かん」と言われたら、逃げようが無い。

　抵てい抗こうする素そ振ぶりを見せれば、私は良くても、《紫プルピユラ》や《蒼マーレ》が《円環キアカル》に反逆したとみなされてしまう。




　と、そんな訳で今に至る。

　どう動けばいいのか目め処どを立てられず、私は部屋の中をウロウロし続けていた。あ、ルームサービスで来た朝食と昼食はちゃんと食べたわよ。育ち盛りだもん。それにしても、非常食でもない普ふ通つうの料理が来てる時点で、伝染病なんて噓うそだってバレバレじゃん、もう。

　私は昨日からの同居人に尋たずねる。

「ねえカノン、なんかいいアイデア無いの？」

　無言。

　カノンは膝に載せたヘッドフォンを寂さびしそうに見つめている。

　ん、無言じゃないな。なんか言ってる。

　近づいて耳に手を当てると、カノンが小さく呟くのが聞こえた。

「安芸様……遙さん……」

　……駄だ目めだこりゃ。カノンには期待出来そうに無い。

　私はもう一度窓まど際ぎわに立って、逃げる隙すきが無いか確かく認にんしてみた。

　と、その時、黒くろ塗ぬりの車がクラクションを盛大に鳴らしながらホテルの前にやってきた。野や次じ馬うまがバラバラと散って、車はホテルの入り口に横付けした。

　そこから降りてくる人ひと影かげには、見覚えがあった。

　高い身長、四角い顔に黒いサングラス。ここからはよく見え無いけど、ホントはカッコイイ顔を、今日も無ぶ精しよう髭ひげが台無しにしているに違ちがいない。

　津ツオ欧ウ総ソウ一イチ郎ロウ。

　エリコの元旦だん那なにして、今はガフの手先だ。

　ソウイチロウは部下を従えてホテルの中に入って来た。

　行き先は自おのずと分かる。

　ここだ。

　私とカノンを拘こう束そくするつもりなんだ。

「あーっ！　どうすんのよもう！」

　思わず叫さけぶ。

　と、カノンが顔を上げ、私を見た。

　いや、私じゃない。見ているのは窓の外だ。

　まるで、塔とうの上で、王子様を待っているお姫ひめ様のようで。

　でも、待っていても来るのは悪い魔ま法ほう使つかいだけなのだ。

　私はまた、髪かみをわしゃわしゃとかきむしる。

　ああ、もうこんな熱血なのは私のスタイルじゃないのに！

　がっがっがと大おお股またでカノンの前に立つ。

　そして、彼女の目を覚ますべく、大声を上げた。

「カノン、良く聞きなさい！」

　私はがばっとカノンの両りよう肩かたを摑つかんだ。

　あまりにも無防備な体を触さわられて、カノンはびくっと体を震ふるわせて、顔を上げ、ようやく私の目を見てくれた。

「カノン、いい？　アキは必ず戻ってくる。絶対、ハルカが連れ帰ってくる」

　もちろんそんな保証はどこにも無いのだけど、これは大前提なのだから仕方が無い。

「その時、あんたがアキの側そばにいないと駄目なの」

「ベル様……」

「論理魔ま術じゆつ師しは、こと対人戦せん闘とう力に関しては、《人形ドール》がいなければ一いつ般ぱん人並みなの。もちろん分かってるよね？」

　徐じよ々じよに、カノンの瞳ひとみに輝かがやきが戻ってくるように見えた。

　彼女はゆっくりと、しかし、確かに、頷うなずいた。

「……はい、分かっています」

「アキがなんとか《島イニス》から脱だつ出しゆつ出来て、こっちに戻って来れたとしても、《人形ドール》がいないんじゃ、マハラと戦えないのよ」

　そうだ。なんとしてもこの子だけでもホテルから脱出させなきゃならないんだ。

「私はともかく、あんたは、ここから外に出て、アキと合流しなきゃなんないのよ！」

　手に力が籠こもる。

　それは、無力の証あかしでもあった。

　自分で主張しておきながら、解決策を思いつかない。

　論理魔術師は、その生き方を魔術に頼たよる傾けい向こうがある。

　便利な道具を持っているのに、それを使わない理由など無いからだ。

　だから、いざそれが奪うばわれると、思考の半分が失われた気分になる。

「だから……、ええと……」

　続きを思いつかないでいると、カノンが肘ひじを曲げて、肩かたに置かれた私の手に触ふれた。

「ありがとうございます、ベル様。自身の行動指針を得る事が出来ました」

「そ、そう？　なら、いいんだけど」

　肩から手を離はなして背中で組む。やっぱりこういうのは私のスタイルじゃないと思いながら。

　カノンはしばらく無表情のまま座っていたが、やがてゆっくり立ち上がり、私の方を向いた。

　そして、真面目まじめな顔で言った。

「ホテルから脱出しましょう」

　がっくし。肩を落としつつカノンに説明する。

「あのね、だからその方法が無いわけ。私の《特権タレント》はこの状じよう況きようじゃ使えな──」

「いえ、もっと原始的な方法を使いましょう」

　私の言葉を遮さえぎるようにカノンは言った。

「原始的な方法？」

　その時、私はとても珍めずらしい物を見た。

　カノンがほんの少しだけ目を細めた。

　そして、笑ったのだ。

　その笑えみが、次の言葉を繫つないだ。

[image: ]

「私に、考えがあります」





19　「津欧補ほ佐さ官かん。準備整いました」と、部下が声をかけてきた。私は宣言する。






「これよりベル＝ベルノットと《蒼マーレ》の《人形ドール》を拘束する。作戦を開始しろ」

　ホテルのエントランスに待機していた部下が無言で散る。一部はエレベータへ、一部は階段へ、残りは裏の非常口に向かった。

　困難な任務ではない。ベル＝ベルノットも、自身の立場を理解していれば、強きよう硬こうな態度を取る事は無い筈はずだ。

　私は部下が走り去った空間をゆっくりと進む。

　エントランスは三階まで吹ふき抜ぬけになっていて、吹き抜けを周回するように各階に廊ろう下かが設置されている。全すべての宿しゆく泊はく客は自室待機を強制している為ため、現在その廊下を走っているのは、黒服の部下だけである。

　数分もすれば、対象二名が私の前に引きずり出されるだろう。

　と、その時、




　バシュッ！




　頭上で破は裂れつ音。

　見上げると、三階の廊下の一部が、突とつ然ぜん吹ふき出した白はく煙えんに包まれていた。

　私は、ベル＝ベルノットの行動の浅はかさに小さく舌打ちをする。

　追い詰つめられているとはいえ、このような場で魔術を使うとは！

　彼女は《紫プルピユラ》たる自身の立場を理解しているだろうという私の読みは外れた。

「うわあっ！」

　煙けむりの中から部下の一人が蹴けり出された。

　直後、コートを羽織った女子生徒二人が飛び出し、床ゆかに転がった部下を飛び越こえて、そのまま廊下を走り抜けようとしていた。

　二人とも、煙を吸わないようにか、マフラーを顔全面に巻いていた。しかし、一人は金きん髪ぱつ、もう一人は銀ぎん髪ぱつだったので、間ま違ちがえようが無い。ベルと笠木だ。

　つまらない感情に流されたか、と、私は小さく睨にらみ付ける。

　不意を突つくくらいで逃にげられると思ってもらっては困る。

　幸いエントランスには部下以外の人間の目は無い。

　私は走り続ける二人に向かって片手をかざし、呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《不可視の捕ほ縛ばく▽対象数[image: ]２：対象[image: ]目視設定：段階レヴエル[image: ]Ⅲ》」

　手て袋ぶくろから青い光の泡あわが沸わき上がる。

　私の動きに気づいたのか、二人の走る速度が上がった。

　しかし、遅おそい。

「《不可視の捕縛◇発ウル動トウガ》」

　光の泡が二本のロープとなって空中を飛ぶ。

　物もの陰かげに隠かくれようとする二人を回り込むように光のロープは行く手を遮り、彼女らに襲おそいかかる。

　二人はジタバタと抵てい抗こうするが、最後には全身をロープによって搦からめ捕とられ、その場に倒たおれた。

「要いらぬ手間をかけさせる」

　私はゆっくりと階段に向かう。

　煙がかすかに残っている三階の廊下を歩き、気絶している部下を叩たたき起こしてから二人の下もとへ向かう。

　二人とも、床に転がりながらも、なんとかロープから抜け出そうとしていた。

「心意気は買うが、心意気だけでは勝てない」

　金髪の前でしゃがみ、顔を覆おおっているマフラーを剝はがす。

「お前も《紫プルピユラ》の人間としての分をわきまえ…………!?」

　現れた顔は、ベル＝ベルノットではなかった。

　女子生徒ですら無かった。

　そこにいたのは、若い男だった。

　私が啞あ然ぜんとしていると、男は屈くつ託たくの無い笑え顔がおを見せた。

「北凰学園生徒会長、鏑かぶら木ぎ倫りんと申します。以後、お見知りおきを」

　向こうでもごもごしていた銀髪が、マフラーとウィッグをまとめてずるりと落とした。そこからも男の顔が覗のぞく。

「まったく、なんで僕がこんな事を……」

　鏑木と名乗った男は、愚ぐ痴ちをこぼすもう一人の方を顎あごで指して言った。

「あちらは久く米め信しん二じ君です」

　私が呆ぼう然ぜんとしていると、鏑木倫と名乗った男は、右手で発はつ煙えん筒とうをぷらぷらと振ふって笑った。

　バタバタと階段を駆かけ下りる音がして、部下が駆け寄って来た。

「補ほ佐さ官かん！　二人に逃げられました！」

　ようやく、自分がハメられた事に気づく。

「囮おとり……だと？」

　私が呟つぶやくと、鏑木倫はその笑顔を少しだけ皮肉そうに歪ゆがめ、そして言った。

「ただの人間を、舐なめるなよ？」





20　【島】野いちごは無事に摘つみ終えたのだけど、私達はまだ屋や敷しきに戻もどれていなかった。






　原因は雨。

　あんなに天気が良かったのに、そろそろ森を抜けて道に出ようかという所で突とつ然ぜん強い雨が降ってきた。

　あいにく傘かさもレインコートも持ってきてなかった。

　秋津先生が「雨あま脚あしが遠のくまで雨宿りしましょう」と提案し、私達は今、道のすぐ側そばにあった大木のうろにすっぽり収まっている。

　まるで二人用のベンチのように綺き麗れいに穴の開いたうろは、二人で座るには少しだけ狭せまくて、体を密着して腰こしをかける事になった。

　顔を横に向けるとすぐ側に先生が見えるので、恥はずかしくて前しか見られない。

　そんなちょっとだけドキドキする状じよう況きようで、数十分が経たっていた。雨はまだやむ気配が無い。

「──それでね、先生が言うんです。『そんなスペシャルな事、教師なんかに分かりません』って」

「あはは、それは、答えにくいでしょうね」

　さっきから私は、秋津先生との思い出話を喋しやべっていた。先生が「記き憶おくがあった頃ころの二人の話を聞かせて欲しい」って聞いてきたから。それならネタはいくらでもある。

　私は笑える話を中心にこれまで先生と一いつ緒しよに繰くり広げた大だい冒ぼう険けんを話してあげた。先生は話の一つ一つを楽しそうに聞いてくれた。

　と、そんな時。

　ふと、さっきまで笑っていた先生が、急に黙だまり、雨が落ちる道をじっと見つめた。

「？　先生、どうかしました？」

「え？　ああ、いや」

　先生は苦く笑しようしつつ私に振り向いた。笑ってはいたけど、少し寂さびしそうな顔。

「？」

　私が狭い空間で首を捻ひねると、先生は少しだけ息を吐はいてから、言った。

「遙さんは、彼の事が好きなんですね」

　あまりにさらりと言われたので、最初なんの事か分からなかった。

　そして、なんの事か分かった途と端たんに、口から言葉が突ついて出てくる。

「えっ!?　いやあの、『彼』って言われても、先生の事ですよ!?……あっ！　ええとそうじゃなくて！　今のは私が先生の事を好きだって事を認めた訳じゃ無くて、いや、認めたとか認めてないとかそういう問題でも無くて！」

　先生は小首をかしげて聞き返す。

「嫌きらいなんですか？」

「好きに決まってるでしょ！」




　っ!?




　不意打ちずるい！

　私の慌あわてふためく様を見て、先生はまた笑った。

「彼が羨うらやましい。あなたのような人に好いてもらえるなんて」

　ああいやだから私は先生の事を好きとか………。

　……。

　…………。

　………………まあ、いいか。

　思いがけず、告白してしまった。

　だけど、今の先生に対してはノーカウントのような気がする。

　なんとなく。

　なんとなく、ノーカウントという事にしておきたい。

　うん、そうしよう。勝手に決めた。

　私はしおしおになりながらも、言葉を続けた。

「『彼』って言い方は変です。先生は先生なんですから」

「うーん、でも、やっぱりちょっと違ちがいますよ」

　先生の顔は、また困った感じの笑いに戻っていた。

「私は、そうですね、『安芸Ｂ』ってところでしょうか」

「Ｂ？」

「ええ。本来の記憶を持っている安芸が『安芸Ａ』だとすれば、今の私は『安芸Ｂ』です。私は彼ではない。肉体を共有しているだけです。どうも、自分で言ってて空むなしくなりますが」

　小さく笑う。

「安芸Ｂである私は、遙さんと思い出を作った安芸Ａとは違う。私は、夢で見た以外は、あなたと出会って、まだ１週間しか経っていないんです」

「……」

　なんと答えていいか分からない。先生が何を言おうとしているのかも分からなかった。

　先生は、降り続ける雨を静かに眺ながめていた。

　私は、そんな先生の横顔をそっと見ていた。

　先生はここにいるのに、その先生が自分は本当の秋津安芸では無いと言う。

　体が接するほど近くに座っているのに、何故なぜか、先生を遠くに、感じた。

　雨は、まだやむ気配が無かった。

　やがて、先生は口を開いた。

「……記憶を取り戻もどした時」

「え？」

　秋津先生──安芸Ｂ──は、静かで、しかし、少し硬かたい声で言った。

「記憶を取り戻した時、私は、安芸Ｂは、どうなるんでしょうね」

「え、どう、って……」

　考えもしなかった事を言われて、私は言葉に詰つまる。

「安芸Ａの中に私自身の記憶が取り込まれるのでしょうか。それとも、安芸Ｂは秋津安芸の中から消えて無くなるのでしょうか……」

　最後の言葉は囁ささやきに近くて、ほとんど聞き取れなかった。

「先生……」

「…………ただ、一つだけ、はっきりしている事があります」

「？　なんですか？」

「人に恋こいをするのには、１週間あれば十分だという事です」

　すると、先生は急にこちらに顔を向けた。

「遙さん」

「……え？」

　先生の右手が、いつの間にか私の背中を回って肩かたを抱だいていた。

　左手が、優やさしく顎あごに当たる。

　ええええ、なにこれ。何が起きてるの？

　突とつ然ぜんの出来事にひたすら焦あせる。

「……せ、先生？」

　その間にも、先生はゆっくりと私を抱き寄せ、顎を持ち上げる。

「安芸Ａに、嫉しつ妬とします」

　そう呟つぶやいた先生の顔が、少しずつ近づいてくる。

「いや、あの、先生、ちょっと、待──」

　雨のしとしとと降る音だけが世界に満ちている。

　私は先生の体を押し返そうと手を上げようとして。

　でも、体が動かなくて。

　頭がぼーっとしちゃって。

　まぶたが勝手にゆっくりと下りてくるのを、なんとか抵てい抗こうしようと──

「……お取り込み中に大変申し訳ないんだけど、もっと後で邪じや魔まされるよりはマシだと思ってもらえると嬉うれしいわ」

「!?」

　突然聞こえた女の人の声に、ハッと目を開ける。

　と、先生の顔が間近に迫せまっていた。

「！！！！」

　なにがなんだか分からなくなり、私は先生を振ふり解ほどくように立ち上が──




　ゴツンッ




　──ろうとして、天てん井じように頭をぶつけた。

「～～～っ!?」

　痛すぎて声も出ない。頭を抱かかえてしゃがみ込む。

「凄すごい音したね。大だい丈じよう夫ぶ？」

　さっきの女の人が呆あきれた声を上からかけてくる。私は頭を押さえながら見上げた。

「ナ、ツメ、さん？」

　エメラルドのドレスを着たナツメさんが、その服よりも派手な傘かさを差して、私達を見下ろしていた。道の真ん中には馬車が見えた。

「安芸君の屋敷に行く途と中ちゆうで、雨宿りしてるあなた達を見かけたのよ」

　と、いう事は、あの二頭立ての馬車がこんな近くまで来て、ナツメさんが降りて目の前までやって来ていたのに、私は周りを気にしなかったという事だろうか。

　カアッと顔が熱くなる。いや、さっきからずっと熱いままなんだけど、今度は恥はずかしさで。

　ナツメさんは少し目を細めて楽しげに言った。

「まあ、邪魔するのも悪いかなと思ったんだけどね。刺し激げきを与あたえようとしてたんでしょ？　確かに、野外というのもアリよね。でも、こんな所でシテたら風邪かぜ引ひいちゃうわよ？」

　刺激？　野外？…………!!

「違ちがいま──！」




　ゴツンッ




　反射的に立ち上がりかけて、また頭をぶつける。しおしおとしゃがみ込む私。

「は、遙さん、大丈夫ですか？」

　秋津先生が優しく肩に手を触ふれる。その体温が、さっきまでの事を思い出させて、余計に私の恥ずかしさを倍増させた。

「だ、大丈夫です！　大丈夫だから！　あの、ちょっと……離はなれてて下さい」

　慌あわてて手を引っ込める先生。

　ナツメさんは笑いを手で隠かくしながら言った。

「ほら、ホントに風邪引くわよ。乗りなさい」





21　伊代と別れてから、僕と仄香はロンドンにやって来た。






　先行していたエレクトラと合流し、状じよう況きようを確かく認にんする。

　今は、三人で目的地に向かって市街をゆっくりと歩いている。

　腕うで時計を見ると、午後４時を回っていた。

　陽ひは随ずい分ぶんと傾かたむいていて、夕焼けが冷たい空を赤く染めていた。

　市街はまだ喧けん噪そうに包まれている。相変わらず道路は渋じゆう滞たいしていて、歩道はスーツ姿の男女が忙いそがしそうに歩いていた。学校帰りであろう若者達が、そこら中に固まってお喋しやべりに興じていた。

　その隙すき間まを縫ぬうように、割と普ふ通つうの格好をしている僕と、秋のロンドンを歩くにはかなり薄うす着ぎな仄香と、どこを歩くにしても不似合いなゴスロリスタイルのエレクトラの組み合わせは、正直浮ういていた。

「周りの目なんか気にしてる場合じゃないでしょ？」

　相変わらず仄香が思念に対して返事をしてくる。

「なんの為ために僕が目立たない格好を選せん択たくしているのかに多少の疑問を抱いだいていたんだ」

「あ、そのパッとしない格好は意図した物だったのね」

「パッとしないとか言うな！」

「あそこ？」

　仄香が僕の怒いかりを無視して、遠くに見えてきた建物を指差す。

「……そうだ」

　白くて四角い巨きよ大だいなビル。それは、《完結したフオル・円環キアカル》の本部だ。

「これ以上近づくのは不味まずいな」

　エレクトラの報告通り、通常より警備態勢が厳重になっているようだった。僕は仄香の腕を引っ張って、路地に隠れ、そこから本部を覗のぞいた。

《円環キアカル》の本部はロンドンの中心街に居を構えている。そこが世界中に散らばる論理魔ま術じゆつ師しを統とう率そつする最高意思決定機関である事は、もちろん、誰だれも知らない。

　確か、表向きは慈じ善ぜん事業を主目的とした財団という事になっている筈はずだ。まあ、あながち間ま違ちがいではない。恵めぐみを求める世界中の顧こ客きやくに魔術の力を貸かし与えているのだから。ただし、相手が政治家か金持ち限定なだけで。

「あんたの《円環キアカル》に対するひねくれた思いはこの際どうでもいい。裏口はどこよ」

「だから勝手に思念を読むなとさっきから何度も言ってるだろ！」

　怒ど鳴なりつつも考える。

《円環キアカル》との折せつ衝しようは基本的に姉の仕事だから、僕や安芸が本部に来る事は滅めつ多たに無い。確か裏に搬はん入にゆう口があった筈だが、どちらかと言えば表門より警備が厳重だった印象がある。

「そ。まあいいけど。どうせ入り口なんか使わないし」

　仄香は携けい帯たい電でん話わを取り出し、操作を始めた。

「だから思念に返答をするなと──入り口を使わないだと？」

　背後から仄香が操作している携帯電話のディスプレイを覗き込む。

　小さな画面の中に、建物の三面図が映っていた。これは──

「あの建物の三階。ここが一番侵しん入にゆうするのに都合がいい」

　……疲つかれたので、思念に返事する事をいちいち指し摘てきするのはもうやめる。

「そ。私も楽でいいわ」

「三階に直接侵入するのか？　どうやって？」

「あんたの魔術を使ってよ。それくらい出来るんでしょ？　その為に《鴉ノツクス》にいるんだから」

「お前をお姫ひめ様だっこしてビルに飛び込む為に《鴉ノツクス》になった訳じゃ無い。それに、中の状況も分からずに飛び込んでも、その場で蜂はちの巣にされるだけだ」

「それについては大だい丈じよう夫ぶ。伊代さんがなんとかしてくれるから。メール打つからちょっと待ってて」

　仄香が両手で高速にキーを叩たたき始めるのを見て、僕はため息をついた。

「そう上手くいくもんかね……」





22　私、周藤絵里子は「そう上手くはいかないものね」と、小さく呟つぶやいた。






　目の前の男が、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねの奥からいぶかしげな視線を私に向ける。

「今、なにか仰おつしやりましたか？」

「いや、なにも」

　男は「ふむ」と息をついた。

「ともかく、そこをどいて下さい。ミス・エリコ」

「断る」

　繰くり返されるやりとりに、黒縁眼鏡の男はため息をついた。

　先さき程ほどから会館の扉とびらの前では、押し問答が続いていた。

　扉を守っているのは私、周藤絵里子。

　扉を破ろうとしているのは《円環キアカル》のスタッフだ。

　午後４時、ローゼンベルク・カレッジに彼らが到とう着ちやくし、一直線に私がいる会館までやって来た。現在、会館全体が数十名の黒服にぐるりと囲まれていた。

　会館の入り口にもずらりとスタッフが並んでいて、その中の代表を名乗る黒縁眼鏡が、先程から会館を明け渡わたすように私を説得している。もちろん、私が同意する訳が無い。

　明らかに敵対的な瞳ひとみの色をしているその男は、右手に持った書類を私に突つき付ける。

「もう一度言います。ミス・エリコ。ジェシカシステムをこちらに引き渡して下さい。これは《完結したフオル・円環キアカル》からの正式な指令です」

「不服申し立ての権利を行使する」

　黒縁眼鏡がわざとらしく肩かたをすくめた。

「ご自由にどうぞ。ただしシステムの接収は即そく時じ実行されます。申し立ては正規の手順を経て頂きますよう、お願いします」

　正規の手順を経た申しん請せい書しよが受理されるのに、何週間かかるか分かっているのかこの男は。いや、分かっているから言ってるんだろうな。その証しよう拠こに目が笑っている。

　黒縁眼鏡は一度咳せきをしてから、説得を再開する。

「何度でも言います。そこをどいて下さい、ミス・エリコ。我々は障害については実力を以もつてそれを取り除く許可を与あたえられています。しかし、女性に暴力を振ふるうのは最後の手段としたいのです」

　私は語気を荒あらげた。

「この会館は学長より許可を得て、明日の深夜まで《蒼マーレ》の管理下にある！　何人の立ち入りも認めない！」

　黒縁眼鏡は大きくため息をついた。いちいちアクションが大げさな男だ。

「もちろん学長の許可も取っていますよ。そうですよね？」

　男が後ろを向くと、スタッフの群れが割れて、そこに、ローゼンベルク学長の姿が現れた。

　学長はすまなそうな顔をして、両手を上げた。

「申し訳ない、エリコ」

「！　ガフに屈くつすると言うのですか!?」

「ここまで彼が強きよう硬こうな手段に出るとは考えていなかった。私はねエリコ、可能な限り敵を作りたく無いんだよ」

　両手を広げて大おお柄がらな体が私を説得しようとする。

　私の両の拳こぶしは震ふるえるほど握にぎられていた。

　一歩前に出て、拳を振り上げ、叫さけぶ。

「……《導師》としての誇ほこりを失ったか！　見み損そこなったぞ、リーヴェ・ローゼンベルクっ！」

　私の剣けん幕まくに、入り口を取り囲む《円環キアカル》のスタッフがざわめく。

「おっと、《導師》に対する侮ぶ辱じよくはおやめなさい。同じ魔ま術じゆつ師しとして、見過ごす事の出来ない暴言です。見苦しいですよ、ミス・エリコ」

　黒縁眼鏡が割って入ってくる。明らかに馬ば鹿かにした目つきで私を見ていた。腹立たしい。

　私が振り上げた拳を下ろすと、男はため息をついてから両手をパンパンと叩いた。

「さあ、もう時間タイム切れ・アツプです。そこを退どいて、我々にジェシカシステムを渡しなさい」




　その時、スーツのポケットが振しん動どうした。振動パターンで誰だれからの通知か分かる。仄香だ。




　視線を学長に向ける。彼は小さく頷うなずく。

　私は扉から体を引いた。そして言う。

「……確かに、時間タイム切れ・アツプのようだ」

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねは満足そうに頷いた。

「最初からそうして頂ければ無む駄だな時間を浪ろう費ひせずに済んだのです」

　男は右手を挙げて宣言する。

「行け」

　言葉に応じて、後ろに控ひかえていた所員が一いつ斉せいに扉に向かう。

　最初に到とう達たつした一人が扉を開け、中を覗のぞく。

　そして、驚おどろきの声を上げた。

「これは……っ！」

　黒縁眼鏡が片かた眉まゆを上げる。

「どうした？」

　会館の中を覗き込んでいた、先頭の男が引きつった声で叫ぶ。

「あ、ありません！　ジェシカシステムが、ど、どこにも！」

「なんだとっ!?」

　黒縁眼鏡が弾はじけるように飛び出し、扉の中に入る。

　奴やつがどんな光景を目にしているか、見なくても分かる。

　会館の中はからっぽだ。

　最初から、ここにはジェシカシステムを置いてなど、いなかったのだから。

　私は学長の下もとへ歩み寄り、深々と頭を下げる。

「時間稼ぎの為とはいえ、失礼な物言いをしてしまい、申し訳ありませんでした」

《導師》リーヴェ・ローゼンベルク学長は豊かな髭ひげを蓄たくわえた顔を破顔させた。

「いえいえ、学生に頼たのまれてよく寸劇に出るのでね。こういうのは好きなのです」

　バタバタと慌あわただしい足音が聞こえてきた。

　黒縁眼鏡が真っ青な顔で私に走り寄り、スーツの襟えりを摑つかみ上げ、叫ぶ。

「ど、どこだ！　ジェシカシステムはどこにある！」

「教えてやっても構わないが」

　私はサービスで、極ごく上じようの笑えみを返してやった。

「もう、時間タイム切れ・アツプだ」





23　アタシは、実はヒースロー空港の税関も出ていなかった。






　それどころか、輸送機からも運び出されていなかったのである。

　アタシ、つまり飯綱伊代ことジェシカシステムは……ん、逆かな？　ジェシカシステムこと飯綱伊代？　まあどっちでもいいけど。

　まあとにかくアタシは、絵里子さんと仄香ちゃんを送り出した後、《蒼マーレ》のスタッフによって飛行機の中でセットアップされ、電源の確保、ネットワークの接続を終えていた。

　ガフがアタシを接収しようとするのは読めていたので、ローゼンベルク学長に協力してもらって、居場所の偽ぎ装そう工作をしてみたわけだ。作戦は成功だった模様。

　仄香ちゃんからの連れん絡らくを受けて、アタシはアタシ自身を起動させる。

　自らの力で動く事も出来ない、図ずう体たいばかり大きな機械の塊かたまり。

　それが今のアタシ。

　演算処理能力は確かに高いけど、それで出来る事はわずかだ。

「でも」

　電子の海の中で呟つぶやく。

「みんなが、そのわずかな力を合わせれば」

　両の手の平からネットワーク中に指令を飛ばしていく。

「魔ま術じゆつよりも、大きな力になる」

　準備完かん了りよう。両手を広げる。

「さて、始めよっか」

　指を鳴らす。





24　どこかで、誰だれかが指を鳴らしたような、そんな気がした。






　仄香が携けい帯たい電でん話わを閉じた直後、頭上の街灯の明かりがフッと消えた。

　頭上だけではなかった。

　道路の両りよう脇わきに並んだ街灯が次々と消えていく。

　遠くの高層ビルの窓の明かりが、一斉に暗くら闇やみに吞のまれる。

　停電だ。

　ジェシカシステムが市内の通電システムをハックしたのだ。

　信号機も、ネオンサインも、今やただの置物と化していた。

　元々渋じゆう滞たいで動いていなかった道路では、人々が車から降りてなにやら叫さけんでいる。

　道路に並ぶ自動車のライトだけが、機能している人工の光だった。

　空を見上げる。

　さっきより、星が綺き麗れいに見える気がした。

「空を眺ながめてる暇ひまがあると思ってるの？」

　仄香がジト目でこちらを睨にらむ。情じよう緒ちよの無い女だ。

「緊きん張ちよう感かんの無い男と一いつ緒しよにしないで」

　僕は路地裏から顔を出して、《円環キアカル》本部のビルを見る。

　当然、本部も、真っ暗になっていた。表にいた警備員が慌ててどこかと連絡を取っている。

　僕達は、本部から三つ離はなれたビルの脇わきの路地裏にいた。このすぐ側そばのビルを登り、屋上を介かいして本部ビルまで行き、そこから魔術で三階まで降りて、突とつ入にゆうするのが良いようだ。

「そ。本部の中は30秒で非常灯が点つくし、15分後には自家発電が動き出す。状じよう況きようを把は握あくしたらさっさと行動に移しなさい」

　やれやれ。

　僕は仕方無く仄香を抱だき上げる。

「一応言っておくけど」

　仄香が目を合わせずに言う。なんだ？

「ちょっとでも『重い』とか考えたら、ぶっとばすから」

　……十分に気を付ける事にしよう。

「よろしい」

　なんで偉えらそうなんだ？　まあいい。

「エレクトラ、頼む」

「はい」

　エレクトラがビルの壁かべに寄り、両手を組んで足あし下もとに置いた。そこに足を載のせる。

　次の瞬しゆん間かんには僕と仄香は空中に跳はね飛ばされていた。このまま屋上を目指す。

　さあ、アクロバットの始まりだ。





25　【島】夜、私は、客間のソファに体育座りしていた。いじけていますのポーズ。






「はあ……」

　夕食が終わってから、もう何度目だか分からないため息をつく。

「駄だ目めだったー……」

　シェパーズ・パイは上手うまく作れたのだ。

　薪まきで温度を調節するオーブンの使い方は慣れなかったけど、ナツメさんが手伝ってくれたので、問題無かった。

　味の方も、我ながら会心の出来だった。

　秋津先生も、一口食べるなり、

「なんだか、とても懐なつかしい味がします」

　って言ってくれた。




　でも、そこまで。




　懐かしの味では、先生の記き憶おくを取り戻もどす事は出来なかった。

　誰だれもいない客間で、一人呟つぶやく。

「そりゃまあ、そんなお手軽に治るとは思ってなかったけどさー……」

　でも、ほんのちょっとは、期待していたのだ。

　だから、落らく胆たんも大きかった。

「はあ……」

　また、ため息。

　ため息をつくと幸せが逃にげると言うけど、なら、今この客間は私が逃がした幸せで充じゆう満まんしているだろう。

　夜になっても雨はやまず、しとしとと外からの音が壁に並んだロウソクを揺ゆらしていた。

　ぼんやりと天てん井じようを見上げる。

「先生とナツメさん、なにを話してるのかな……」

　夕食の後、ナツメさんが「大事な話がある」と言って、秋津先生と部屋に籠こもってから30分くらいが経たっていた。

　私に聞かせられない話ってなんだろうと、そっちの方も気になって、私の心はぐるぐると低空飛行していた。

「ゔ～」

　両りよう腕うでで抱え込んだ膝ひざに頭を埋うずめて、声にならない声を上げる。

　これからどうしよう……。

　あと２日しか無い。

　先生の記憶を取り戻すなんて、ホントに出来るのかな？

　目を閉じる。

　と、森で私に迫せまってきた秋津先生の顔が浮うかんだ。

「!!」

　膝に顔を埋めたまま、わっしわっしと髪かみをかきむしる。

　あれはなんだったの!?　っていうか、なに流されかけてたのよあの時の私！

　悩なやみの種には事欠かないけど、どれも出口が見えない！




　と、その時。




　綺き麗れいなヴァイオリンの音色が、客間の中にすっと響ひびいた。

　顔を上げる。

　入り口近くに置いてあったレコードプレーヤーの前に、秋津先生が立っていた。

　桔き梗きようの花を大きくしたみたいなスピーカーから、ヴァイオリンの演奏が流れていた。

　先生はレコードが回転しているのを確かく認にんしてから、こちらに歩いて来た。

「ナツメさんは帰られました。隣となり、座ってもいいですか？」

「え？　あ、はい」

　慌あわてて体育座りを崩くずし、ソファの真ん中から横にずれる。空いた空間に先生が座った。




　沈ちん黙もく。




　静かで綺麗な音色と、わずかに聞こえる雨の音だけが、客間を満たしている。

　ちらちらと先生の方に視線を向けると、先生は何かを考えているような顔で、黙だまっていた。

　気のせいかもしれないけど、思い詰つめているようにも、見えた。

　しばらく黙っていると、先生が口を開いた。

「さっきはすみませんでした」

「え？」

「せっかく作ってもらったのに、記憶を取り戻せなくて。シェパーズ・パイ」

「！　そんな！　先生が気に病やむ必要は無いんです！」

　慌てて手をぱたぱたさせて否定する。

　私の仕草を見て、先生は少しだけ顔を和やわらげた。

「それと、森での事も、謝らなければ。突とつ然ぜん、申し訳ありませんでした」

「！」

　顔がまた紅潮していくのを感じる。まさか謝られるとは思わなかった。こういう時、なんて答えればいいのっ!?

「どうかしていたとか、言うつもりはありません。それはあなたに対して失礼だ」

　手を組み替かえる。先生の顔が、ほんのり赤くなっていた。照れているのだ。

「私は私の意思で、あの時、あなたが欲しいと、思ったのです」

　あなたが欲しい。

　凄すごい事を言われた。

　あんまり凄すぎて、反応出来ない。

　私は、１ミリも顔を動かせず、ただ、先生をぼうっと見つめていた。

　先生は、私を一いつ瞬しゆん見た後、目を伏ふせた。

「しかし、卑ひ怯きようだった。やってはいけない事だった」

　え、なんで謝るの？　それに、卑怯ってなんの事？

「卑怯、って……？」

　私の質問に、先生はとても辛つらそうに顔をゆがめた。そして、それでも、答えた。

「遙さんが好きなのは安芸Ａであって、私じゃない。でも、私はそれを利用したんです」

　ああ……。

　そうか。

　先生、というか安芸Ｂは、安芸Ａの姿形を使って私に迫った事を後こう悔かいしてるんだ。

　不思議な気持ち。

　私にとっては、記き憶おくを失っていようといまいと、秋津先生は秋津先生だ。

　でも、目の前にいる今の秋津先生は、自分の事を安芸Ｂだと考えている。

　そして、安芸Ａとは違ちがう人間であるという事に、苦く悩のうしている。

　先生はこちらを見て、言った。

「だから、謝ります。どうか、許して欲しい」

　先生が、叱しかられた子犬のような瞳ひとみで私を見つめている。

　私は、なんと返事をしていいのか分からなかった。

　私は別に怒おこっていないし、卑怯な事をされたとも思っていない。

　だから許して欲しいと言われても、困ってしまう。

　お互たがいに見つめ合ったまま、黙っている。

　外の雨の音が、遠くで小さく聞こえる。

　ヴァイオリンの音色は、変わらず静かに、綺麗に、室内を満たしていた。

　ん、そうだ。

　私はピョンとソファから降りて先生の前に立つ。

　そして、力無く膝ひざに載のせているその手を両手で摑つかんだ。

「……？」

　不思議そうに見上げてくる先生に、笑え顔がおを向ける。

「ダンスの仕方は覚えてますか？　秋津先生」

　手を引っ張って、先生を無む理り矢や理り立たせ、客間の真ん中に連れてくる。

　先生の肩かたに手を載せると、先生は戸と惑まどいながらも、私の背中に手を回した。ＯＫ。

　ＢＧＭはレコードから流れるヴァイオリン。テンポはスローだけど、今の気分には丁度良かった。

　その場でステップを踏ふむ。先生も釣つられるように足を動かし始める。

　お互いのリズムが合った所を見計らって、左右に動き始める。

　初めは私の動きに合わせているだけだった先生も、やがて私の手を取り直して、リードし始める。ダンスの仕方は忘れてないみたい。

　先生は調子が出てきたようで、徐じよ々じよに動きが大だい胆たんになっていった。

　私は先生に引っ張られるように、広い客間を横断していく。

　ステップに気をつけながら、私は先生を見て言った。

「さっきの事は、この一曲分で許してあげます」

　先生は、一瞬ポカンとした顔をした。

　私は、黙だまって１２０％スマイルを浮うかべる。

　すると先生は、照れ笑いをしつつ、「ありがとう」と言った。

　そして、こう続けた。

「遙さん、ダンスがお上手ですね」

　一瞬、心が詰つまる。

　自然と、目を伏せてしまう。

　それでも、答えた。

「……先生が、教えてくれたんです」

　わずかに、先生の体が震ふるえた。

　きっと、私が変な顔をしてしまったからだと思う。

　多分、今にも泣き出しそうな顔を。

　そうなんだ。

　こんなに、ダンスは楽しいのに。

　こんなに、二人で過ごす事は楽しいのに。

　この人は、安芸Ｂなんだ。

　この人は、私が会いたい先生じゃないんだ。

　私が、一いつ緒しよに踊おどりたい人ではないんだ。

　ようやく私は、さっき謝ってきた、安芸Ｂの気持ちが分かった気がした。




　ゆっくりと、二人の動きが止まる。




　私は、先生の胸に抱だきついた。

　泣きそうになるのを、堪こらえる為ために。

「遙さん……」

　先生が私を名前で呼んでくれるのも、今はつらかった。

　目を強くつぶって、涙なみだが出そうになるのを堪えながら、呟つぶやく。

「どうして……、私の事、忘れちゃったんですかあ……」

　それは、ずっと我が慢まんしていた言葉だった。

　口にするのが、怖こわかった。

「私……もう……分からなく……なっちゃった……」

　記憶を取り戻もどす事を、先生自身は望んでいるのだろうか。

　もしかしたら、ナツメさんの言う通り、このまま記憶を閉じ込めて、ここで安芸Ｂとして生き続ける事を、先生は望んでいるんじゃないのか。

　そう考える事が、怖かった。

「遙、さん」

　先生が、優やさしく私の肩に手を添そえる。

　その手のぬくもりが、温かくて、気持ちよくて、だからこそ、私は、不安で、怖くなった。

　顔を上げ、頭一つ分高い先生を見上げる。

「先生はっ！」

　叫さけんでしまう自分を止める事が出来なかった。

　不安で、不安で、不安で、ずっとため込んでいた想おもいが、爆ばく発はつした。

「私の事を忘れたままでいいんですかっ!?」

　こんなの八つ当たりだ。

　今の先生に言ったってしょうがない。逆に、安芸Ｂを苦しめてしまうだけだ。

　頭では分かってる。

　でも、心を止められなかった。

　先生の胸を叩たたいて、もう一度叫んだ。

「秋津先生は、私の事を忘れたままでいいって、言うんですかあぁっ!!」




　その時。




　驚おどろいた顔で私を見下ろしていた先生の口が、まるで誰だれかに操あやつられるように動いた。




『そんな訳、無いじゃないか』




　私が目を見開くのと、先生が慌あわてたように口を手で押さえるのは同時だった。

　しかし、その口はなおも動き、言葉を繫つないだ。




『僕は、播機さんの事を、思い出したい』




「！」

　先生は呆ぼう然ぜんとしていた。口元に当てた手を、ゆっくりと下ろして言った。

「い、今、口が、勝手に動きました。これは、一体……？」

　私は、呟く。

「《約束》……」

「え？」

「魔ま術じゆつです……。先生は、私が心から聞きたいと思った事には、必ず答えてしまう魔術にかかっているんです……」

　私は、もう一度先生の胸に飛び込んだ。そして抱だきしめる。

　ずっと不安だったのだから、これくらいの事をしても許されるだろう。

　先生は、記き憶おくを、私との思い出を、取り戻したがってる。

　それを、先生自身の言葉で、聞く事が出来た。

　心の奥底から、喜びが込み上げてくるのを感じた。

　方法は、未いまだに分からない。

　どうしたら先生の記憶が戻るのか、見当も付かない。

　でも、先生自身が、それを望んでいる。

　それが分かっただけで、私は今にも泣いてしまいそうだった。

　まだだ。まだ泣くべき時じゃない。

　私が顔を胸に押し当てて涙を我慢していると、頭上から先生の呟きが聞こえた。

[image: ]

「……そうか。記憶を取り戻したいんだな……彼は……」

　胸に顔を埋うずめていた私は、先生がどんな表情をしているのかは分からなかった。

　でも、その言葉は、誰かに何かを言い聞かせているようだった。

　そんな風に、私には、聞こえた。







[image: 第５章　想う事、想われる事。]





26　【島】８日目。先生は「考えたい事がある」と言って、丸１日部屋に閉じこもっていた。私は、何をする事も思いつけず、部屋で悶もん々もんとしていた。せっかく先生の気持ちが分かったのに、どうすればいいか分からず、気持ちだけが焦あせっていた。







27　「《火球◇発ウル動トウガ》！」






　両手の中で練られた炎ほのおの球が四散して、警備員をなぎ倒たおしていく。

　地面に倒れ込んだ警備員の一人が、僕を見上げ、苦しげな声を上げる。

「……お前はイド！　裏切り者がっ！」

「おや、僕の名前を知っているとは光栄だね」

「黙だまれっ、《鴉ノツクス》の手先っ！」

　警備員は、床ゆかに倒れたまま、力を振ふり絞しぼり、拳けん銃じゆうを僕めがけて構えた。

《円環キアカル》の中にも、職務に忠実で忠誠心を持っている人間がいる事に多少安心を覚える。

　覚えた上で片手を上げて、エレクトラに指示を出す。

「行けっ！」

　エレクトラが叫さけぶと、彼女が操あやつる人形の一体が男にめがけて突とつ進しん、激げき突とつする。

「ぐあっ……！」

　昏こん倒とう。エレクトラがすぐ脇わきに寄る。

「ご苦労」

「いえ」

　願わくは、この正義感溢あふれる人物が、次は全まつとうな職務の為ために働けますように。

「なにつまんない事考えてんの？　行くわよ」

　仄香がジト目で通り過ぎる。僕は叫ぶ。

「僕が何を考えようが自由だ！」

「うん、やっぱり僕の方がしっくりくるわね。謝る謝る。あんたはボクっ子でいいわ」

「うるさいっ！」

　言い争いながら廊ろう下かを進む。中に入ってから結構な時間が過ぎているように思う。

　自家発電によって照明機能は回復しているが、思っていたよりも警備員の抵てい抗こうが強くなかった。まあ、本部に直接襲しゆう撃げきされる事態など、ここ50年以上は起きていなかった筈はずで、誰だれも彼も緊きん急きゆう事態には慣れていなかったから、当然と言えば当然か。

　おかげで、被ひ害がいを最小限に抑おさえながら、ここまで来る事が出来た。

「なにとぼけた事言ってんの？」

　走りながら仄香が僕の思念に対して怒いかりを向ける。

「伊代さんがこのビルのセキュリティシステムをハックして、大半の警備員を部屋に閉じ込めてんのよ。そうじゃなきゃこんなサクサク進むわけ無いじゃない」

　そうなのか？

「そ。外部からの増ぞう援えんが来ないのも、交通システムの復帰を伊代さんが邪じや魔ましてるからよ」

　なるほどね。ジェシカシステム様々だ。

　階段を下りて立ち止まる。現在地下二階。

「しかし、まるで迷めい宮きゆうだな」

「侵しん入にゆう者対策でしょ。まあ私には無む駄だだけど」

　仄香が携けい帯たい電でん話わで地図を確かく認にんする。

「……次の道を右。下への階段がある。後はポイントまで一直線。こっちよ」

　携帯電話をしまい、仄香が先行して走り出した。




　その時、何故なぜそうしたのか分からない。




　一いつ瞬しゆん、仄香の後ろ姿に、伊代が重なった。

　２年前、笑え顔がおで僕に声をかけ、走り去って行った、あの時の伊代の姿が重なった。

　あの笑顔が最後の挨あい拶さつになった、あの後ろ姿に見えたのだ。

　僕の腕うでは勝手に伸のび、走り出した仄香の襟えり首くびを摑つかんだ。

　前に進めなくなった仄香はその場で転びかける。

　仄香は振り向き、僕に叫んだ。

「なにすんのよっ──」




　ドガアンッ！




　真横の壁をぶち破って、目の前の廊下にコンテナトラックが飛び込んできた。

　僕が仄香を引き留めた30センチ先を、トラックが爆ばく走そうし、そのまま反対側の壁をぶち破って通り過ぎて行く。

　廊下はコンクリートの破は片へんや土つち埃ぼこりがもうもうと巻き上がり、僕達は一時視界を失った。




「ふむ、外したか」




　巻き上がる煙けむりの向こう側から、楽しげな声が聞こえた。僕は叫ぶ。

「エレクトラ！」

　エレクトラの人形が小さな風の流れを作り出し、煙を晴らしていく。

　そこには、白衣を着た大男が立っていた。

「……馬原」

「君達に恨うらみは無いが、命令でね。ここで死んでもらう」

　馬原は楽しそうに宣言した。

「心配無い。脳と神経組織は傷つけないようにするから安心してくれ。一人死体を作る度たびに、私の実験体が一人増える。そういう約束なんだ」

「エレクトラッ！」

　空中に浮うかぶ四体の人形から、炎ほのおが矢のように馬原に直進、直撃する。




　爆ばく発はつ。




「……つまらん抵抗だな」

　煙が晴れると、馬原の前に、馬原と同じ身長の木偶でく人形が立っていた。

　美術のポーズ人形を巨きよ大だい化させたようなそれは、エレクトラの炎を正面から受けて、その場に倒たおれる。

　馬原は、口の端はしを歪いびつにゆがめて笑みを浮かべた。

「最新作の《人形ドール》なんだが、どうかね？　人間の脳を使っている訳では無いから、たいした能力は無い。この通り、単体では弾たま避よけくらいにしかならない」

「貴様っ！」

　僕が一歩前に出ると、馬原は右手で指を鳴らした。

「だが、数はいくらでもいるぞ」

　廊下の奥から、馬原の足あし下もとで倒れているのと同じ木偶人形が現れた。

　大量に。

　廊下を埋うめ尽つくした木偶人形が、ゆっくりとこちらに近づいてくる。

　振ふり返ると、反対側からも大量の木偶人形が歩み寄っていた。

　囲まれた！

　馬原が手を上げ、宣言する。

「行け」

　先頭を歩いていた木偶人形が、立ち止まって膝ひざを曲げる。

　そして、僕達に向かって一いつ斉せいに飛びかかってきた。





28　【島】９日目。「散歩に行きませんか」と、先生は笑顔で言った。






　次の日、降り続いた雨がやみ、窓の外には青空が浮かんでいた。

　昨日、先生は食事の間中思い詰つめた顔して、日中は部屋に閉じこもったまま出てこなかったけど、今日は朝からとても元気だった。

　朝食の間も、先生はずっと、私や、私と先生との、学校生活のエピソードを聞きたがった。私が聞かれるままに答えると、先生は柔やわらかな笑顔で相づちを打ち、先を促うながした。

　これまで、先生は私に対して丁てい寧ねいに相手をしてくれていたけど、そこはいつも微び妙みように一歩引いた感じがしていた。まるで、お姫ひめ様の世話をする従者のように。

　でも、今日は違ちがっていた。先生は、私のする話を、心から楽しそうに聞いていた。

　そして朝食が終わった後、先生は私を散歩に誘さそった。もちろん、私に断る理由は無い。

　庭園の方に出るのは二回目だった。一度目はナツメさんとお話しした時。あの時は、テラスから眺ながめるだけで、中には入らなかった。

　だから、こんなに間近で見るのは初めてだった。

「うわあ、綺き麗れい！」

　花畑の中に入ったような気分になり、私は叫さけぶ。

　手入れの行き届いた庭園は、ちょっとした公園のようにも見えた。

　腰こしくらいの高さにある黄色と青の絨じゆう毯たんが、私の歩く道沿いに広がっていた。

「《人形ドール》達が世話をしているので、私は触さわって無いんですけどね」

　先生はそう言いながら、色とりどりの花が作る花か壇だんの間を、私の歩ほ幅はばに合わせて歩いている。そして、一つずつ花を指差し、私に説明してくれる。

「こういう知識は、忘れないものみたいですね」

　愛いとおしそうに花を撫なでながら、先生は言った。

「この群生している小さな青い花は勿わす忘れな草ぐさ。名前の由来は、中世ドイツの物語から来ていて──」

　私は、ここに来てからもっぱら話をする側だったので、先生が楽しそうに花の名前の由来を話すのを聞いているのが、とても楽しかった。

　それに、久しぶりに先生の授業を受けているみたいな、懐なつかしい気分にもなれた。

　やがて、庭園の散歩道の半分を過ぎ、石造りの小さなポーチのある東あずま屋やが見えてきた。その可愛かわいらしい丸屋根を、先生が指で差した。

「少し、休きゆう憩けいしましょうか」





29　十数体の木偶人形がイド達に覆おおい被かぶさる直前、私、ベル＝ベルノットは呪じゆ文もんを紡つむいだ。






「《道よドラス開け・ナスク》！」

　三人の足下に、紫むらさきの光の泡あわが水たまりのように沸わき上がり、落とし穴に落ちるようにストンと吞のみ込まれていく。

　同時に、私のすぐ横の壁かべに、同じような紫の光の膜まくが生まれ、そこからイド、ホノカ、エレクトラがどさどさっと床ゆかに投げ出された。

　この、魔ま法ほう陣じん無しに即そく席せきで《門ゲート》を作り出す能力は、《紫プルピユラ》の《特権タレント》による物。私が間に合った事を感謝しなさいよね、あんた達？

　地面に着く直前、エレクトラはその場でくるりと回転して体勢を保った。他ほかの二人はごろりと床に転がる。

　私の横にいたカノンが素す早ばやく前に出て、二人を抱かかえ起こした。

「べ、ベル＝ベルノット！」

　驚おどろくイドに、私はジト目で愚ぐ痴ちを言う。

「なにつまんない所でみちさくを喰くってるのよ」

「それを言うなら道みち草くさでしょ」

　カノンに手を借りて起き上がりながら、ホノカがぶつぶつ言う。ホノカとは初めて会うけど、ハルカの妹だから一目で分かった。

「似たようなもんでしょ！　いいから早く行きなさい！　ここは私が食い止めるから！　あ、カノンを連れて行ってね！　アキはこの子いないとなんにも出来ないんだから！　カノン、あとよろしくね！」

「はい！」

　私は言うべき事を全部言ったのを確かく認にんしてから、カノンの元気な返事に満足しつつ、振り返らずに木偶でく人形の群れに突つっ込んで行った。

　チェスの箱を開き、三十二個の駒こま、私の《人形ドール》を、空中に投げ散らかす。

「さあ出番よ！　お前達！」

　廊ろう下かに散った三十二個の駒が、紫色の光を纏まとった。





30　【島】先生に促されてポーチをくぐる。東屋の中は少し涼すずしかった。






　屋根の下は円形の空間になっていて、丸いテーブルと、それを取り囲むように半円形のベンチが二つ、置かれていた。

　奥のベンチに座る。ひんやりとした石の温度が伝わってきて、少し気持ちよかった。

　先生は、向かい側のベンチに座ると、微笑ほほえんだままじっと私を見つめた。

　ただ、見つめている。

「……あの、先生？」

　先生はハッと気づいたように顔を引き、少し恥はずかしげに笑った。

「失礼しました。ええと、たまには散歩もいいものでしょう？」

　取り繕つくろうように言葉を探した先生がなんだか可愛らしかった。

「はい。素す敵てきな庭園ですね」

　東屋の中からでも、外の素敵な景色を眺める事が出来た。

　私はもう一個言う事があった事に気づいた。先生に笑いかける。

「それに、久しぶりに、先生の授業を聞いている気分になれました」

　先生は少しの間ポカンとした顔をした後、何かに気づいたように、笑えみをこぼした。

「なるほど、私でもあなたの先生になれましたか。それはとても嬉うれしい事です」

　先生は、座ったまま庭園を見み渡わたした。

「遙さんと、ここを歩きたかった」

　眩まぶしそうに、目を細める。

　とても、優やさしげな、顔をしていた。

「最後に、あなたと思い出を作る事が出来て、良かった」

「え？」

　私が思わず声を出すと、先生はゆっくりとこちらを向いた。

「遙さん。大事な話があります」

　その瞳ひとみは、とても真しん剣けんで、私は言葉が詰つまって何も言えなかった。

　なんとか、頷うなずいて、答える。

　少しの間、沈ちん黙もくが続いた。

　そして、先生は、ゆっくりと言った。

「秋津安芸の記憶を取り戻す方法が、たった一つ、あるんです」





31　僕と仄香、エレクトラ、そして先さき程ほど合流した香音は、ようやく地下六階に到とう着ちやくした。






　大きめの扉とびらは電子ロック式だった。

「無む理り矢や理り開けるか？」

「ちょっと待ってて」

　仄香が携けい帯たい電でん話わの先せん端たんを電子ロックのカードを当てる所に向け、高速でキー操作を始める。

　やがて、カチッと音がして、仄香がドアノブを回すと、扉が開いた。

「開いたわよ」

「……ジェシカシステムより、お前の方が優ゆう秀しゆうなんじゃないのか？」

「血の力なんか無くても、人間にはテクノロジーがあるってだけの話よ」

「魔ま術じゆつよりも手軽な力だな。行こう」

　扉をくぐり抜ぬけ、三人で中に入る。

　広大な空間は、天てん井じようから吊つるされた多数のライトによって、明るく照らされていた。

　部屋の真ん中には、巨きよ大だいで歪いびつなオブジェが並んでいた。

　よく見れば、それはストーンヘンジのミニチュアである事が分かる。

　ミニチュアと言っても、大きさは僕の身長の二倍はあるが。

　僕達三人は黙だまってミニチュアが作る二重の円えん環かんの中に入った。

「もっと近代的な設備かと思ってたわ」

　仄香が柱の一つに手を置いて言う。僕は円環の中心を目視で計りながら答えた。

「《島イニス》とこちらを繫つなぐ《門ゲート》を作る技術は失われている。唯ゆい一いつストーンヘンジという現物があるだけだ。現代の論理魔術では、ストーンヘンジのコピーを作って、受け継つがれてきた呪じゆ文もんを意味も分からずに真ま似ねて唱えるしか無いんだ」

「魔術は退化してるって事？」

「必要の無い物は、淘とう汰たされるって事じゃないかな？　まあ、それでも兄さんを連れ戻す為ためには、まだこの設備が必要だ」

　僕はミニチュアの中央──二つの祭さい壇だんの間──に正確に立つ。

「始めよう」

「待て」

　思いもかけない方向から男の声が響ひびき、僕はそちらを向く。

「……津欧、総一郎」

　僕は一歩前に出て、仄香を庇かばうように立つ。香音とエレクトラは身構えて、じっと津欧を睨にらみ付けていた。

　津欧が手を上げる。と、どこに隠かくれていたのか、拳けん銃じゆうを構えた男達が飛び出して、僕達三人を包囲した。待ち伏ぶせされていたらしい。

　その包囲の内側に、津欧も入る。そして口を開く。

「お前らは手を出すな」

　陳ちん腐ぷな台詞せりふだな。

「同感だわ」

　陰かげに隠れている仄香が小声で僕の思念に同意した。

　津欧は、こちらをジロリと睨み付けると、なんの口上も無しに呪文を紡つむぎ始めた。

「《雷らい撃げき▼段階レヴエル[image: ]Ⅲ：対象数──》」

「！」





32　【島】「《紅オストラム》の《特権タレント》を使うんです」と、先生は話し始めた。






「遙さん、あなたが持っている《特権タレント》は《支配リアイル》と言って、あらゆる人や物の《可能性ルウキス》を自由に干かん渉しようする事が出来る能力なんです」

　遠くから鳥の鳴き声が聞こえる。

「その能力を使って、私、いや、秋津安芸に語りかけ、記憶を取り戻すように命令するんです。《支配リアイル》の力が本物なら、これくらいの事は簡単な筈はずです」

　東あずま屋やには私達二人しかいない。

「《特権タレント》を解放する方法も分かっています。あなたが持っているブローチです」

　私は、驚おどろいていた。

「あれ自体が、あなたの能力を拘こう束そくしている『封ふう印いん』なんです」

　先生が突とつ然ぜんこんな話をした事も驚きだったけど、そうじゃなくて。

「あの『封印』を解く事によって、あなたは《紅オストラム》として完全に覚かく醒せいし、《支配リアイル》の力を自分の物に出来ます。そして、彼の記き憶おくを引きずり出せばいい」

　そうじゃなくて、先生が、まるで自分自身を刃は物もので斬きりつけるような、苦しそうな顔で話し続ける事に、驚いていたのだ。

「さあ、善は急げです。今からブローチを──」

「ちょちょちょっ、ちょっと待ってっ！」

　私はようやく両の手の平を前に突つき出して、先生の言葉を遮さえぎった。

「──？　なんですか？」

　先生の疑問に、急には答えられなかった。

　突然の事に混乱したのでちょっと落ち着きたいというのもある。

　でも、それ以上に。

　このまま話し続けていると、先生が泣き出してしまう。そんな気がしたから。

　私は、とりあえず頭に浮うかんだ疑問を口にする。

「あの、なんで、先生がそんな事を知ってるんですか？」

《紅オストラム》の《特権タレント》の事は、私は結局ロゼさんから聞く事が出来なかった。当然、今の先生が知っている筈が無い。

　先生は小さく息をついてから言った。

「一昨日おととい、ナツメさんが屋や敷しきに来たでしょう」

　野いちごを摘つみに行った日だ。そういえば、あの日の夜、ナツメさんは先生と二人っきりで、長い時間話し合っていた。

「彼女が、全部教えてくれたんです」

「ナツメさんが、知っていたって、事、ですか？」

　それもちょっと疑問がある。

「ああ、いえ。そうではないんです。ちょっと複雑なんですが」

　先生は少しだけ柔やわらかい表情になった。

「一昨日の朝、ある人物が、ナツメさんの所に来ました。その人が、ロゼ・ロイエンからの伝言として、ナツメさんに今の話を伝えたんです」

「ロゼ・ロイエンの伝言？　来た人って、ロゼさんなんですか？」

「いいえ。中立の《無ブーレ色・アグヌ》である彼女は、《島イニス》は入れません。ロゼ・ロイエンから頼たのまれたある人物が、ナツメさんに伝言を届けに来たのです」

　見当が付かなかった。私は聞く。

「えっと……誰だれ、なんですか？」

　秋津先生は、ゆっくりと、答えた。

「津欧、総一郎です」





33　「《雷撃◇発ウル動トウガ》！」






　呪じゆ文もんが発動する直前、僕は万一の事態に備えて仄香を覆い被かぶさるように抱だきしめ、彼女の身を守った。

　津欧の全身から稲いな妻ずまがほとばしり、視界が白に染まる。一いつ瞬しゆん、目を閉じる。

　衝しよう撃げきは、来なかった。

　目を開ける。

　両手の中でぎゅっと目をつぶっている仄香に外傷は無かった。もちろん、僕も。

　変化は、周囲にあった。

　僕達を包囲していた護衛が、全員、白目を剝むいて倒たおれていた。

　津欧の雷らい撃げきは、全すべて彼らに向けて放たれたのだ。

　香音とエレクトラは、身構えたまま津欧をじっと睨にらんでいる。もちろん怪け我がはしていない。この二人は、津欧が僕達に対して攻こう撃げきする意思が無い事を気配から感じ取っていた筈だ。

「ガフへの義理は、もう十分に果たした」

　首をコキコキ鳴らしながら津欧が言う。

「馬原が来るぞ。ベルでは奴やつを防ぎきれん。準備を急げ。塊斗」

　僕は腕うでの中で呆ぼう然ぜんとしている仄香を解放しながら、津欧を見て、軽口を叩たたいた。

「あなたは、僕の事を塊斗と呼んでくれるんですね、総一郎義兄にいさん」

　津欧総一郎、いや、周藤総一郎と呼ぶべきか。彼は、ようやく鎖くさりから解放された体を確かく認にんするかのように、腕を大きく回しながら、僕に答えた。

「俺もお前も、《蒼マーレ》を捨て、《蒼マーレ》での名前を捨てた存在だからな。しかも同じ目的の為ために。多少の親近感は湧わくさ。義弟おとうと君」

　そう言って、唇くちびるをニヤリと吊つり上げる。昔はよく見せてくれた、男らしい笑え顔がおだった。

「イド様」

　エレクトラが作業を促うながす。僕は頷うなずき返す。

「始めよう。《島イニス》への《門ゲート》を開く」





34　【島】「遙さんは誤解しているようですが、津欧さんは《蒼マーレ》の味方なんです」






「そんな！　だってあいつは先生を病院から無む理り矢や理り……っ！」

　私が思わず立ち上がると、先生は静かに手を出して私を制した。

「落ち着いて」

　納なつ得とく出来ないまま、とりあえず座り直す。すると、先生が言った。

「私を《島イニス》に送そう還かんしたのは、実は津欧さんの独断だったのだそうです」

「ならなおさら！」

「理由は二つ。一つは、私の怪我を早く治す為です」

「──え？」

　早く治す、為？

　先生は背中に手を当てる。

「治ち癒ゆ魔ま術じゆつを使っているとはいえ、私が負った傷は数時間では治らない。だから、通常の十倍の時間を過ごせるこの《島イニス》に運んで、回復を待ったんです」

　あっけにとられる私。先生は淡たん々たんと話を続けた。

「もう一つの理由は、常に一いつ緒しよに行動していた秋津安芸と播機遙に、別行動を強要する事でした。これによって、馬原、そして《円環キアカル》の動きを混乱させたかったのだそうです。遙さんが《島イニス》に来てしまったので、津欧さんの思おも惑わく通りにはいってないんですが、結果としては上手くいっています」

「でも、だって」

　私は混乱していた。確かナツメさんの話では──

「──津欧は《蒼マーレ》を捨てて《円環キアカル》に付いたって。理事長先生とも離り婚こんして袂たもとを分かったって……」

　先生が顔をほころばせる。

「それは、単なるポーズなんです。あの人は、《蒼マーレ》への忠誠心も、なにより周藤絵里子への愛情も、何一つ捨ててはいません。まあこれはナツメさんの受け売りですけどね。残念ながら姉さんの事も、私は覚えていないので」

　自分の言葉が面おも白しろかったらしく、先生は小さく笑った。

　そして、「そうだ」と言って、指を一本立てる。

「今、一つ、気づいた事があります」

「なんですか？」

「津欧TSUOUというのは周藤SUTOUのアナグラムですね。彼は、《蒼マーレ》での名前だって、捨ててはいなかったわけだ」

　頭の中にアルファベットを並べる。……ホントだ！

「今だから話しますけど、遙さんが気絶から目覚めた日に、津欧さんが屋や敷しきに来ましたよね。あの時、クローゼットに隠かくれている遙さんを、津欧さんは気づいていました」

「えっ!?」

「彼の目を見れば分かりました。でも、あそこで津欧さん自身があなたを発見するのは不味まずいと考えたのでしょう。だから、わざと見み逃のがしたんです」

　そうだったんだ……。

　先生は、膝ひざの上で手を組み直した。

「津欧さんは、２年前の悲劇を繰くり返さない為に、自分から《円環キアカル》に屈くつした振ふりをして、これまでスパイとして過ごして来たのだそうです。そして、ついに《円環キアカル》に対たい抗こうするカードを《蒼マーレ》が手に入れたので、今いま頃ごろは反はん撃げきの一手に出ている筈はずです」

「《円環キアカル》に対抗する、カード？」

　先生は組んでいる手から人差し指をぴっと私に向けた。

「《紅オストラム》の《支配リアイル》ですよ。つまり、あなただ」

「わた、し……」

　ポーチの屋根から、鳥が一羽わ飛び出して、空に飛んで行った。

　先生が、組んでいた手を解いて、膝を小さく叩いた。

「さて、と」

　そう言いながら立ち上がり、体を伸のばす。私も釣つられてベンチから体を起こした。

「そろそろ戻もどりましょう」

「え、あの……」

　私が何か言おうとするのを、遮さえぎるように先生は言った。

「客間で待っていますから。ブローチを持って降りて来て下さい」

「！…………」

　先生の言葉は硬かたかったけど、その表情は、あくまで、穏おだやかだった。

「最後に、あなたと思い出を作れて良かった」

「秋津、先生……」

　先生は、こちらに振り向いて、力無げに笑った。

「そろそろ、全部元通りにしましょう」







[image: 第６章　思い出す事、忘れない事。]





35　私が客間に降りると、部屋は昨日のヴァイオリンの音楽で満たされていた。






　窓まど際がわの椅い子すに、先生が深々と腰こしを下ろしている。

　目をつぶっていた。

　窓から落ちる午後の陽光が、先生のくせっ毛の髪かみと、あどけない顔に当たっていた。

　私の足音に気づいたのか、先生はゆっくりと目を開け、立ち上がった。

「……ブローチは、持って来ましたか？」

　先生に尋たずねられても、私は、入り口で立ち止まったまま、それ以上前に進めなかった。




　心の準備が、出来ていない。




　ブローチは持って来た。右手に握にぎっている。

　でも……。

　私がうつむいていると、視界がすっと暗くなった。

　見上げると、いつの間にか先生がそこに立っていた。

「はじめましょう」

　先生はブローチを握っている私の手を、両手で優やさしく包み、持ち上げた。

「このブローチを、あなたの手で割って下さい。それだけでいい。文字通り、『封ふう印いん』を破は壊かいするんです。それで、あなたの力は解放される」

　柔やわらかな笑え顔がおが私を見つめる。

　この９日の間に何度も見た笑顔が。

　私は、尋ねずにはいられなかった。

　ゆっくりと、目の前の男の子を見上げる。

「……あなたは、どうなるの？」

「え？　なんの事ですか？」

　先生は惚とぼけて聞き返した。

　でも、その瞳ひとみが、わずかに震ふるえたのを、私は気づいてしまった。

　だから、聞くのを止められなかった。

「ブローチを割って、私が《紅オストラム》に覚かく醒せいして、《支配リアイル》の力で先生の記き憶おくを取り戻もどせたとして、あなたは、どうなるの？」

　彼は私をしばらく見つめ、ゆっくりと手を離はなした。

　そして、小さく首を振ふる。

「……さあ、分かりません。消えて無くなってしまうのかも」

「！」

　あまりにもさらっと口にしたので、逆にその言葉が胸に痛かった。

　私がまた泣きそうな顔をしてしまったのだろうか、先生は慌あわてて手を振った。

「あ、いや、そんな顔をしないで下さい。元の安芸と融ゆう合ごう出来るかもしれませんし。例えば、記憶を取り戻しても、この９日間を覚えているとかね。元々は同じ人間なんだから──」

「でもあなたは秋津先生じゃない！　秋津先生が戻ってきたら、あなたは──！」

「おっと、そこまで」

　思わず詰つめ寄った私を、先生は両手で制した。

「それ以上言われると、せっかく丸１日かけて決めた覚かく悟ごが、萎なえてしまいます」

「！」

　昨日１日、部屋に閉じこもっていたのは、決心する為ためだったんだ。

　自分がどうなるかにかかわらず、記憶を取り戻すのだと。

　男の子は、静かに微笑ほほえみを私に向けた。

　私は、何も言えず、その顔を見つめ返すしか出来なかった。

　どうして、そんな風に笑っていられるのだろう。

　どうして、こんな事を受け入れられるのだろう。

　何が起きるのか、分からないのに。

　自分が、消えてしまうかもしれないのに。

　悔くやしい。

　なにか言わなければいけないのに、その一言が、出てこなかった。

　私が言葉を探し続けていると、彼が口を開いた。

「……言うつもりは無かったんですが」

「え？」

　男の子は一歩前に出て、私の両の腕うでを握った。

　少しだけかがんで、私と目線を合わせる。

　そして、ゆっくりと、囁ささやくように言った。

「遙」

　初めて、お父さん以外の異性に、下の名前を、呼び捨てにされた。

　と、最初に浮うかんだのは、そういうどうでもいい事だった。

「私は、あなたが好きです」

　！

　頭の中が真っ白になる。

　視界も、なんにも見えなくなる。

　少しずつ、今の言葉が、頭の中に染しみ渡わたってくる。

　同時に、これは夢なのかも、と思い始める。

　目を閉じる。

　夢なら覚めて欲しい、とも思ってない私がいる。

　ゆっくり、目を開ける。

　そして、彼はやっぱり、そこにいた。

「あなたが好きです。遙」

　同い年の男の子は繰くり返した。

「でも、私は、秋津安芸ではない。安芸Ｂなんです」

　彼は、苦しげな顔をしていた。

「安芸Ｂである私は、あなたと知り合ってたったの９日しか経たっていない。でも、もう自分の気持ちを抑おさえきれないくらいに、あなたが好きなんです」

　一言口にする度たびに、自分を傷つけているようだった。

「この気持ちが、秋津安芸から影えい響きようを受けての物だとは思いたくない。仮に秋津安芸があなたの事を思っていたとしても、そんな事とは関係無く、私は、私自身の意思で、あなたが好きなんだ」

　最後に、絞しぼり出すように、それでも、自分の意思を、断言した。

「そう、信じています」

　そして、言葉を切る。

　いつの間にか、レコードが終わっていた。

　室内の家具が、耳を澄すまして彼の言葉を聞いていた。そして、私の言葉を待っていた。

　私は、なにか返事をしたかった。

「あ、あの……」

　でも、口を開いても、なんて答えればいいのか分からなかった。

　何を言えば、いいのだろうか？

　嬉うれしい？

　ありがとう？

　ごめんなさい？

　……分からない。

「ええと……」

　私は戸と惑まどって、それでも何か言ってあげたくて、口をパクパクさせている。

　男の子は、そんな私を見つめていた。

　そして、また、微笑んでくれた。

「あなたが好きだから、あなたの望みを叶かなえてあげたい」

　その微笑みから、言葉が紡つむがれる。

「記き憶おくを取り戻もどし、この体が本来の秋津安芸の物になる事が、あなたの最大の望みだ。そうでしょう？」

「で、でも、そうしたら、あなたが……」

　私がしどろもどろになりながら言うと、彼は手の平を出し、私の胸に優やさしく当てた。

「私は、ここにいます」

「……え？」

「たとえ、私が消えていなくなったとしても、遙さんの心の中に、〝安芸Ｂ〟は残ります」

　そして、哀あい願がんするように呟つぶやく。

「残って、くれますよね？」

　その指先は、小さく震ふるえていた。

　血の気が引いて冷たくなっていた。

　その冷たさが、ドレスを通して、私の胸に届いた。

　怖こわいんだ。

　彼は、怖いんだ。

　自分が、失われてしまう事が。

　私は、目を閉じて、小さく息をした。

　そして、両の手で、私の胸に置かれている、彼の手を握にぎり返した。

　ゆっくり目を開き、男の子を見る。

　そして、宣言した。

「あなたの事、忘れない」

　それは、約束だった。

「絶対に、忘れないから」

　手をぎゅっと握ると、彼は目を細めた。

「……ありがとう。遙」

　彼の目め尻じりが光っていた。涙なみだを我が慢まんしていたのかもしれない。

　私がそうやって見ているのに気づいた彼は、照れ隠かくしのように私の手を優しく解ほどいた。

「さあ、はじめましょう」

　頷うなずいた。

　彼は三歩後ろに下がり、そこに立った。

　私は、ブローチを両手で持ち、顔の前に掲かかげる。

　窓から差し込む光は、柔やわらかく部屋の中に広がっていて、ステンドグラスのようなバラのブローチが、その光を浴びて、キラキラと煌きらめいていた。

　これが、封ふう印いん。

　パッと見には、とても割れそうには見えない。

　地面に叩きつけるとかすればいいんだろうか。

「遙さんが割るんです。大だい丈じよう夫ぶ、出来ます」

　私の考えを読んだのか、彼は静かに言った。

　小さく頷いて、ブローチをひっくり返す。

　そこには、ナイフで彫ほられた文字が並んでいた。







　遙へ　魔ま術じゆつなんかでは、あなたの愛を失わせる事など、出来はしない　風理







　お母さんの言葉。

　お母さんが、私に遺のこした言葉。

　そうだ。

　魔術なんかに、私の愛を失わせる事など、出来はしない。

　魔術なんかに、彼の愛を失わせる事など、出来はしない。

　それは、魔術なんかよりも、ずっと強力で、偉い大だいな力なんだ。

　先生が、記憶を取り戻す事を望んでいるように。

　彼が、私の記憶に残る事を望んでいるように。

　ナツメさんと斎条先生。

　理事長先生と津欧。

　私と、先生。

　みんな、戦っているんだ。

　魔術なんかよりも、凄すごい力を武器にして。

「そうだよね。お母さん」

　ブローチに吹ふきかけるように呟き、私は両の手に力を入れた。




　パキンッ




　まるで、あらかじめ切れ目が入っていたかのように、バラのブローチは綺き麗れいに二つに分かれた。

　直後。

　割れた二つのブローチの間から、赤い光の泡あわが、こぼれ落ちるように沸わきだした。

　空中に浮うかんだ光の泡は、互たがいを飲み込み合い、色を、濃こさを、増していく。

　やがて、二個だけ残った泡が一つになり、私の手の中に、丸い赤い光の球が残った。

「なに、これ？」

　と、突とつ然ぜん、その球が両手の間で一気に大きくなって私の手を飲み込む。

「えっ──！」

　疑問を口にする間も無く、球体の大きさは一いつ瞬しゆんで頭の高さを超こえ、私を丸ごと包み込んだ。

　視界が、赤に染まっていた。

　周りに、何も無いように思えた。

　息はしているけど、空気すら感じられない。

　体は、まるで誰だれかに持ち上げられているみたい。

　足は地面についている筈はずなのに、なんだかふわふわしていた。

　ずっと高い所へ昇のぼっているようにも、ずっと深い所に沈しずんでいるようにも思えた。




　頭の中でも、赤い光が駆かけ巡めぐっている。

　私は、それがなんなのか分かっていた。

　それは、《紅オストラム》の記き憶おくだった。

　膨ぼう大だいな知識と技術が、渦うずを巻いて私の中に流れ込んでくる。

　その量はどんどん増して、まるで濁だく流りゆうのようになっていた。

　しかし、それは、少しも不快な気分ではなかった。

　流れ込んでくる記憶の洪こう水ずいは、猛もう然ぜんと整理されて私の一部として収まっていく。

　自分の部屋のすみっこに、空いているスペースがあって、微び妙みような気分になっていた時、

　しまい込んでいたぬいぐるみを置く事で、ようやくしっくり来るような、

　あるべき物が、あるべき場所に戻もどっていくような、

　そんな感覚だった。




　やがて、視界を染める赤が、徐じよ々じよに色を薄うすめていく。

　私を包んでいた赤い光の泡は、溶とけて消えるように、その姿を失っていった。

　私は客間にいて、両の手には、半分ずつになったブローチが握にぎられていた。

　目の前には、先生が立っていた。

　元の状態に戻っている。

　しかし、決定的に違ちがっている事があった。

「遙さん、大だい丈じよう夫ぶですか」

「はい」

　先生の言葉に答える。自信を持って。

「大丈夫です。いけます」

　私は、《紅》として覚醒した。

　見た目には何も変わっていない。

　でも、これから何をすればいいのか、全すべて把は握あくしていた。

《紅オストラム》の記憶が、私を導いてくれる。

　両の手のブローチを一つに合わせる。

　ブローチはお互いを引き寄せるように、また一つの形を取り戻した。

　それを左胸に押し当てる。

　ステンドグラス調のバラは、ピンも無いのに私の左胸に固定された。

「先生、行きます」

　私の言葉に、先生は頷うなずく。

「よろしく、お願いします」

　私はゆっくりと先生に歩み寄る。

　先生は、緊きん張ちようしているようだったが、それでも臆おくする事無く、しっかり立っていた。

　目の前に立つ。

　両りよう腕うでを持ち上げ、先生を迎むかえ入れるように小さく広げる。

　そして、自らを宣言する。

「我らは《論理魔ま術じゆつ師し》」

　それは、秋津先生に教えてもらった言葉。

　数千年の昔から紡つむがれてきた、人間と魔術師との、約束の言葉。

「我らはこの世果つる時が来るまで、人間と共に歩きそれを守る者」

　全身が、淡あわい、赤い、穏おだやかな光を放ち始める。

　私は、少し顎あごを上げて、先生を真っ直すぐに見つめた。

「《支配リアイル》により命じる」

　先生は無言で見返している。

「秋津安芸」

　そう言いながら、私は先生を両腕で包み込んだ。

　同時に、身長がちょっと足りない事に気づき、つま先立ちする。

「全てを、思い出しなさい」

　私は目を閉じて、先生の唇くちびるを塞ふさいだ。





36　あなたに会えて良かった。遙。私の好きな人。忘れないでくれると、信じている。







37　私がゆっくりと唇を離はなすと、秋津先生と目が合った。






　先生は、ぼんやりとした顔で、私を見つめていた。

　急に不安になる。

　上手くいってなかったらどうしよう。

　もっと良く無い事になってたらどうしよう。

　怖こわくて、私は何も言い出せなかった。

　さっきまでの自信は吹ふき飛んで、足が震ふるえ始めていた。

　少しの間、客間に沈ちん黙もくが降りた。

　やがて、先生が、ゆっくりと右手を持ち上げて、口元を隠かくした。

　そして、私から目を逸そらして、言った。

「前にも言ったと思うけど」

　ちらりと私を見る。

「君って、時々大だい胆たんな事をするね」

　！

「だだだだ大胆って!?　今のは儀ぎ式しきの一部なんですっ！　《支配リアイル》で他人の《可能性ルウキス》に干かん渉しようするには、その人と口づけする必要があるんですっ！」

　私が慌あわてて弁明すると、先生は「え？　そうなの？」と聞いてきた。ぶんぶん頷く。

　先生は「ふむ」と息をついて、くるりと向きを変え、考え込む。

「……なるほど、いくらなんでも強力すぎると思っていたけど、《支配リアイル》にはそういう制約が課せられているのか。人民一いつ斉せい蜂ほう起きとかには使えない訳だな……」

　とかなんとか呟つぶやいて、ふむふむと頷いている。

　私は今いま更さらながら、恥はずかしさが込み上げてきて両手で頰ほおを──




　……。




　…………。




　………………って、




　あれ？




「……秋津先生？」

「ん、なに？」

「あの、記き憶おく、……戻もどったんですか？」

　恐おそる恐る、尋たずねる。

　先生はこちらに向き直り、くせっ毛の髪かみを右手で弄いじり始める。目は逸らしていた。

　そして、言った。

「どうやら、全部思い出せたらしい」

　私の体は、私の意思よりも早く、飛びかかるように先生に抱だきついていた。

「先生！　先生っ！　先生ぃぃっ！」

「は、播機さん、落ち着いて」

　また呼び方が名字に逆ぎやく戻もどりとかそんな事全然気にしません。ええ気にしませんとも！

「良かっ、た。良かったよお～っ！」

　もう我が慢まん出来なかった。目め頭がしらが熱くなるのを止められない。

　でも、さすがに、もういいと思う。

　今は、泣いていい時だ。

　そう思った途と端たん。両目から涙なみだが溢あふれ出した。

「もし、失敗、してたら、どうしよう、って……」

「心配かけて、ごめんね。もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　先生が優やさしく私の背中に両手を緩ゆるく回した。

　見上げると、いつもの先生の顔があった。

　それは、笑え顔がおでは無かった。

　でも、私にとっては、笑顔よりも、見たかった、会いたかった、先生だった。

　いつもの秋津先生が、そこにいた。

　下りた前まえ髪がみを、先生が搔かき上げてくれる。そして言った。

「僕を見つけ出してくれて、ありがとう。播機さん」

「う、う、うえええええん」

　胸に顔を埋うずめ、声を上げて泣く。

　先生は、静かに、頭を撫なでていてくれた。

　安あん堵どの気持ちが、私の心に流れ込んでくる。

　幸せな気分で、体が満たされる。




　と、その時、




　頭の中に、笑顔の先生が、浮うかんだ。

　バッと顔を上げる。少し目を大きく開けて驚おどろく先生。

「どうかした？」

「記憶が無かった頃ころの事、覚えていますかっ!?」

　仮に覚えていなかったとしても、構わない。

「私とダンスしてくれた事を覚えていますか!?」

　彼は、私の記憶の中に生き続けるのだから。

「私と庭園で散歩してくれた事を覚えていますか!?」

　でも、消えて欲しくなかった。

「私を、好きって言ってくれた事を覚えていますかっ!?」

　先生はしばらく私を見つめた後、目を逸そらして、口元を手で覆おおった。

　足あし下もとに、ぱっくりと穴が空いたような気分になる。

　私は、呆ぼう然ぜんと見上げる事しか出来ない。

　先生はちらりとこちらを見て、また、目を逸らした。

　そして、少し顔を赤くして答えた。

「不本意ながら、覚えている」

「！」

　もう声も出せない。

　ぎゅっと先生を抱だきしめる。

　先生は私の頭に手を載のせて、言った。

「安芸Ｂも、僕も、秋津安芸だよ」

　安心感から、体中の力が抜ぬけていく。

　膝ひざががくっと落ちる。

「おっと」

　床ゆかに落ちかける私の背に先生が手を滑すべり込ませ、体を支える。

　体に力が入らない。

　意識が遠ざかる。

「術を使ったから疲つかれてるんだ。今は休んで……」

　先生の声がどんどん遠くに聞こえる。

　心地ここちよい気持ちだった。

　私は先生に抱きついたまま、目を閉じた。





38　長い呪じゆ文もん詠えい唱しようの果てに、ストーンヘンジミニチュアの中心部に、青い光の球が生まれた。






　集中力を途と切ぎれさせる訳にいかない。このまま球を拡大し、この世界と《島イニス》を繫つなぐ《門ゲート》として、球を定着させなければならない。

　部屋は寒いくらいなのに、額からは汗あせがにじんでいた。それほどに体力と精神力を使う術なのだ。《紅オストラム》の前では簡単そうにやって見せたが、実際にはかなり消しよう耗もうする。

　あと、一息。

《門ゲート》が開いていられるのは５分程度。《紅オストラム》が首しゆ尾び良よく兄さんを連れて、時間通りに《門ゲート》の出現位置まで来てくれていないと、これまでの行こう為いは無む駄だになる。

　なんという綱つな渡わたりな作戦だろう。思わず苦く笑しようが漏もれそうになる。

　もちろん、笑っていられるような余よ裕ゆうは無い。

　僕は両手を広げて、最後の詠唱に入ろうと──




　ドガアッ！




　室内に轟ごう音おんが響ひびく。視線を音の方に向けると、入り口の扉とびらが吹ふき飛び、壁かべに突つき刺ささっていた。もうもうと煙けむりが上がっている。




　その煙の中から、ベル＝ベルノットが部屋の中に飛び込んできた。

　いや、正確には、部屋の中に吹き飛ばされて来た。

　ベルは室内をごろごろと転がり、地面に手をついてなんとか体を起こそうとする。

　そして、自分が吹き飛ばされた方向を強い瞳ひとみで睨にらみ付けた。

　煙がまだ晴れない入り口から、のそりと、二人の人ひと影かげが現れた。

　一人は馬原だった。

　馬原はそのままカツカツとベルの前に進み、彼女を太い右足で蹴けり飛ばした。

　ベルが背中から、ストーンヘンジミニチュアに激げき突とつする。

「グゥッ！」

　息が漏れるような悲鳴が上がり、ベルはズルズルと床に崩くずれ落ちた。

　助けに行きたいが、今呪じゆ文もんを止める訳にいかない。

「お前ら、こんな事をしてただで済むと思うなよっ！」

　入って来たもう一人が叫さけぶ。《導師》の一人、急進派のガラド＝ガフだった。

　ガフは引きつった笑えみを顔に貼はり付けながら、室内を指差し、ほとんど裏返った声を張り上げた。

「きっ、貴様ら全員《円環キアカル》に反逆したものとみなすぞっ！　マハラっ！　全員実験体として提供してやる！　貴重な論理魔ま術じゆつ師しの検体だぞ！　ぜ、全員、殺せえっ！」

　恐きよう怖ふからか、多少錯さく乱らんしているようにも見え、馬原に隠かくれるようにして叫び続けているガフは、多少哀あわれみさえ誘さそう小物っぷりだった。

　ガフは僕にとっても、積年の恨うらみの対象ではあるのだが、今この状態では無視出来る存在だった。

　問題は、馬原だ。

　今僕が術を中断したら、兄さんを《島イニス》から連れ帰る事が出来ない。

　香音は、兄さんの命令でしか能力を発揮出来ない。仄香は問題外だ。

　エレクトラに応戦させて、《門ゲート》が開くまでの時間を稼かせがなければならない。

　しかし、ベルの怪け我がを見れば分かる。戦せん闘とう能力の差は歴然だ。

　不味まずい。

　馬原は、少しの間僕を見つめ、そしてガフの方に向いた。

「彼が《島イニス》から《蒼マーレ》と《紅オストラム》を呼び戻もどすのを待つのはどうでしょう？」

「……!?　な、何を言っている！　マハラ!!」

　ガフが飛び上がりながら抗こう議ぎする。馬原は笑顔で答える。

「あの二人の体も実験体として頂きたいのですが。まとめて殺した方が効率的ですし」

　小心者の小男は焦あせって早口になる。

「だ、駄だ目めだ！　まずこいつらを殺せっ！　あいつらがいる《島イニス》は後から強きよう襲しゆうをかければいい！」

「ふむ。そうですか。分かりました」

　馬原はこちらを向き、両手を広げた。

「そういう訳だ。君達にはここで死んでもらう」

「断る」

　そう言って、馬原の前に立ったのは津欧総一郎だった。

　背広を脱ぬぎ、ネクタイを捨てていた。

「義兄にいさん！」

　僕が叫ぶと、彼は振ふり返らずに言った。

「俺が時間を稼ぐ。お前は自分の事に集中しろ」

　そのまま、馬原の方に突とつ進しんしていく。馬原は笑顔を崩さなかった。

　僕は、最後の呪じゆ文もん詠えい唱しようを始める。

　間に合えっ！





39　……心地ここちよい振しん動どうに目を覚ますと、「起きた？」と隣となりのナツメさんが言った。






　私はナツメさんの肩かたに預けていたらしい頭を上げながら、周りを見た。

「ここは……？」

　まだ頭が半分眠ねむっているようで、狭せまい空間にいる事と、隣でナツメさんが微笑ほほえんでいる事くらいしか分からない。

「馬車の中よ」

「馬車……」

　椅い子すから伝わる振動は馬車の揺ゆれだったみたい。

　徐じよ々じよに頭が回り始める。

「なんで、私、ここに？」

「《門ゲート》に向かう為ためよ」

「《門ゲート》？」

「そ。あなたね、昨日から丸１日寝ねてたの」

「丸１日っ!?」

　頭の中のねぼけ成分が吹ふき飛ぶ。

　ナツメさんが苦笑した。

「覚かく醒せいしたての癖くせに、奥おう義ぎの《特権タレント》なんか使ったから、体内の《可能性ルウキス》がガス欠起こしたんでしょうよ。ってゆうか、まだ回復してないんじゃない？」

　言われてみれば、目覚めの気持ちよさとは反対に、心の中のどこかがずっしりと疲ひ労ろうを感じているように思える。

　右手を持ち上げてみる。若じやつ干かんの疲労を感じるけど、体は動くみたい。

　頭の中には、ブローチから流れ込んできた《紅オストラム》の知識が渦うず巻まいている。

　けれど、今それらの魔ま術じゆつを使える気は全くしない。

　これが、《可能性ルウキス》がガス欠してるって事？

「回復にはもう少しかかると思う。戻っても、あなたは戦わない方が賢けん明めいね」

「戻、る？」

　ナツメさんは笑顔で大きくため息をついた。

「あなた何しにここに来たわけ？　秋津安芸を連れ戻す為でしょ？」

　馬車が道を曲がったらしく、薄うす暗ぐらかった馬車の中に月明かりが届いた。

　月明かり。という事は夜だ。

　昨日から丸１日寝てたとナツメさんは言った。

　で、今は夜。

　とすると……。

「……!!」

「そういう事」

　ナツメさんは指を折って数える。

「あなたが《島イニス》に来てもうすぐ10日が過ぎようとしている。そろそろイドがまた《門ゲート》を開けてくれる筈はず。この馬車はそこに向かってるって訳」

　なるほど。

　って、だとすると一人足りないじゃん！

「先生はっ!?　先生はどこですかっ!?」

　私が狭い馬車の中でナツメさんに詰つめ寄ると、彼女は私を押し返した。

「御ぎよ者しや台だい。運転してる」

「運転？」

「ええ。ここの景色を覚えておきたいんだって」

「！　そうですか……」

　秋津先生なりに、なにか思う所があるのだろうか。

　馬車はゴトゴトと森の中を進んでいた。

　ナツメさんが、窓の外を眺ながめながら、呟つぶやくように言った。

「しっかし、あいつ、よく決心したわね」

「え？　なんの事ですか？」

　私の返事に、ナツメさんは喋しやべるのを一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたように見えた。

「……ブローチの話、よく、あいつはあなたに話したなって」

「あいつって……、あ」

　安芸Ｂの事だ。

　私が気がつくと、ナツメさんは頷うなずいた。

　そして、静かに話し始める。

「津欧も私も、あなたに直接話す事も出来た訳だけど、安芸君自身がこのままでいる事を望んでいるかもしれないとも思っていたのね」

　薄うすい雲に月が入り、馬車の中が少し、暗くなる。

「だから、ブローチの事はあえてあいつに話した。あいつがあなたに伝えるのであれば、それはあいつと、安芸君の意思なのだと思ったから」

「……先生は、記き憶おくを失っていた間の事も覚えてるって言ってました」

　私は手をぎゅっと握にぎりながら答えた。

「彼も、今の先生の中で、生きています」

「……そう」

　ナツメさんは目を細めて私を見ていた。

　けど、急に私に顔を寄せて、ニヤリと笑った。

「ところでさ、今朝馬車を貸してくれって安芸君が来た時、なんかしどろもどろだったんだけど、なにかあったの？　告白でもされた？　それとも、最後の思い出作りとかで、押し倒たおされたの？　あ、押し倒しちゃったのかな？　やるわね！」

「！！！！」

　急に体温が上がり、反射的に立ち上がる。




　ごちん




　馬車は小さいので、私の身長でも立ち上がれない。当然天てん井じように頭をぶつけた。

「いった～いっ！」

　頭を押さえてしゃがむ。隣となりではナツメさんがにやにや笑っていた。

「ま、どうでもいいけどさ」

　やがて、馬車が減速して、停止した。

　御者台から降りて来た先生が私の横の扉とびらを開けてくれる。

　先生に手を取ってもらい、多少ぬかるんでいる地面にそっと降りる。

　馬車は道の真ん中で止まっていた。

　見覚えのある所。

　私が、イドに蹴けり飛ばされて《門ゲート》に放り込まれ、着地した場所だった。

　御者台に、メイドさんが一人、座っていた。帰りはこの人が馬を操あやつるのだろう。

　馬車の方に振ふり向くと、扉はもう閉まっていて、小さな窓から、ナツメさんが見下ろしていた。

「ま、ここまで来たんだから、悔くいの無いように、最後まで頑がん張ばりなさい」

　そう言って、ナツメさんは格好良く笑え顔がおを作った。

「ナツメさん、色々とありがとうございました」

　秋津先生がお礼を言って、窓に手を伸のばす。

　ナツメさんは少し窮きゆう屈くつそうに、黒のレースの手て袋ぶくろに包まれた手を窓から出して、先生の握あく手しゆに応じた。

　そして、秋津先生を強く見つめて言った。

「遙ちゃんを、離はなすんじゃないよ」

　先生は、頷いて答える。

「彼女は僕が守ります」

　ナツメさんは握手したまま私に視線を送った。

「この朴ぼく念ねん仁じんはどうにかなんないのかね」とでも言いたげに。

　私はたははと苦笑いを返すしか無い。

　ナツメさんは、ため息をついてから「まあいいか」と呟いて、手を馬車の中に戻もどした。

「じゃあ、私は行くから」

　ナツメさんのその言葉に対し、私は弾はじけるように叫さけんだ。

「斎条先生に伝言はありませんかっ!?」

　ナツメさんは私の言葉に、最初面めん食くらったような顔をしていた。

　けれど、人差し指を頰ほおに当てて、ちょっとだけ考えているようだった。

　私はナツメさんにお礼がしたかった。

　私に出来る事は、これくらいしか無い。

　やがて、ナツメさんは馬車の中でも外さない派手派手な帽ぼう子しから、花を一つ抜ぬき取った。

　そして、それを馬車の外にいる私に投げ落とす。

「おとと」

　慌あわててそれをキャッチする。

「それ、斎条に渡わたしてもらえる？」

　私の手の平に収まったのは一本の茎くきだった。茎の先に、小さな青い花が連なっている。

　勿わす忘れな草ぐさだ。先生が庭園で教えてくれた花。

　これが何を意味するのか、私は知らない。

　でも、きっと、斎条先生には伝わる筈はずだ。

「分かりました！」

　私が元気良く答えると、ナツメさんは柔やわらかく笑った。

　初めて見た、ナツメさんの、心からの笑顔に見えた。

「ありがとね。遙ちゃん」

「こちらこそ、厨ちゆう房ぼうの使い方とか、ありがとうございました！」

「妹が出来たみたいでちょっと楽しかったわ。それじゃ、またいずれ会いましょう。私の主観では３年後くらいに」

　私にとっては４ヶ月弱くらいだ。すぐに、また会える。

「はい！」

「うん。さ、出して」

　ナツメさんが前に向かってそう言うと、御ぎよ者しや台だいに無言で待機していたメイドさんがパチンとロープを叩たたいた。

　馬が嘶いなないて、ゆっくりと道を進んでいく。

　私と先生は馬車が見えなくなるまで見送った。





40　「おや、よくここが分かりましたね、斎条君」と、ミシェルは言った。






　深夜を過ぎているのに、ヒースロー空港の待合室は旅行客でごった返していた。

《導師》の一人にして、《円環キアカル》内三大派は閥ばつの一つ、慎しん重ちよう派のリーダーでもあるミシェル・ミゲールは、いつものスーツの上に黄土色のコートを着込み、椅い子すに座っていた。笑みを浮うかべつつも、鋭するどい視線を向けている。

　ミシェルの隣となりに座り、笑顔を作る。

「この前お会いした時、電車の旅を気に入っていたようでしたから、次は空の旅をご所しよ望もうになるんじゃないかなと思いまして」

《導師》ミシェルは口元を押さえ、クックと笑った。

「ええ、実はその通りなんです。お忍しのびで日本に遊びに行く事にしたんですよ」

　噓うそをつくな。事態の収しゆう拾しゆうが付くまでイギリスを離れるだけだろう。もちろんそんな事は口にしないが。

「しかし、それだけのヒントでここまで来られるとは、なかなか鼻が利ききますね、斎条君」

「昔からクジ運は強いんです」

　もちろん噓だった。ミシェルの捜そう索さくにはジェシカシステムの力をフル活用した。イギリス中の監かん視しカメラ、交通システム、電話通信管理サーバをハックして、彼の足取りを追ったのだ。ミシェルだって、それくらいの事は分かっている筈だ。

　ここまで来るのに結構な時間を費ついやしてしまった。安芸はもう戻って来ているだろうか。

　口元を押さえていた手を膝ひざの上で組み、再びミシェルが僕に微笑ほほえみかける。

「それで、私になんの御ご用ようですか？」





41　《門ゲート》が開くまでは待ってる事しか出来なくて、私は早くも飽あき始めていた。






　道の真ん中で、私と先生はぽつんと立っていた。

　見上げると、左右から伸のびる木々に切り取られて、夜空は頭上に細長く広がっていた。

　月は丸く、星も綺き麗れいだった。

　すぐ隣には、先生が立っている。

　今なら、聞ける気がした。

「ねえ、先生」

　秋津先生は、いつ《門ゲート》が現れても良いように、周囲に目を光らせていた。

「なんだい？」

　当然、私の方を見ないで答える。

　私は聞いた。

「私の事、どう思ってます？」

　先生は噴ふいた。こちらを見る。

「……播機さん、状じよう況きよう、分かってるよね」

「はい」

「それ、今する話？」

「そうです」

　即そく答とうする私に、先生は「うっ」と小さく呻うめいた。

　そして、手で口元を覆おおった。

　今気づいたけど、あのポーズは、赤くなっている顔を隠かくしているんだな。

　やがて、先生は小さく、言葉を切りながら言った。

「昨日、聞いた、んじゃ、ない？」

「それは彼が言った事であって、先生の口からはまだ聞いていません」

　私が真しん剣けんな口調で言うと、先生は慌あわてて答えた。

「いや、だから安芸Ｂも僕なわけで、彼の言った事は僕が言ったのと同じ──」

　そこまで言ってから、先生はハタと気づく。

　私が、にやにやと笑っている事に。

　しばし硬こう直ちよくした後、がっくりと項うな垂だれた。

「……ハメられた」

「やっと自分の気持ちを言ってくれましたね。秋津先生♪」

　思わず抱だきつく私。

　いつもなら抵てい抗こうされる所だし、実際一いつ瞬しゆん押し返されそうになった。

　けど、その押し返す動きは止まり、

　やがて、先生の方からゆっくりと両手が伸びて、

　先生に、優やさしく抱きしめられる。

　耳元で、先生が呟つぶやく。

「ああ、そうだよ」

　吐と息いきが、耳にこそばゆい。

「君が、好きだ。播機さん」

　私を抱きしめる両手にぎゅっと力が入る。

　少し苦しかったけど、嬉うれしかった。

　ようやく、聞けた。

「馬原にも、《円環キアカル》にも、君を渡わたしはしない」

「先生……。私も、先生の事──」

　──好きです、と、最後まで言う事が出来なかった。

　何故なぜなら、突とつ然ぜん足あし下もとに《門ゲート》が出現し、

　私達は抱き合ったままそこに落ちて行ったからだ。

「うわっ！」「きゃああああ！」





42　僕と播機さんは、お互たがいに抱きしめ合ったまま《門ゲート》に落ちた。






　２メートルほど落下して、絨じゆう毯たんらしき地面に着地する。が、バランスを取りきれず、二人で横転。




　ドサッ




　床ゆかに転がる。

　播機さんが仰あお向むけに倒たおれていて、僕はその上に覆い被かぶさっていた。

「！」

　慌てて床に手を突ついて、体を持ち上げる。

　地面に突いた両りよう腕うでの間に播機さんがいて、上から見下ろす格好になった。

　顔が近い。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「……はい」

　さっきまでの余よ韻いんがあるのか、播機さんは少し顔を赤らめていた。というか、僕も顔が熱い。

　僕は──

「人が、あんた達の為ために必死に戦ってるってのに、あんた達は二人の世界でイチャラブしてるわけ？　別にいいけどさー」

　横からの声に二人で振ふり向くと、ベル＝ベルノットが、すぐ側そばにしゃがみ込んで、傷だらけの顔にニヤニヤ笑いを浮うかべて、こちらを眺ながめていた。

　僕は慌てて起き上がり、播機さんから距きよ離りを取った。

　状じよう況きようを確かく認にんする。

　一度だけ、来た事のある場所だった。

　ここは《完結したフオル・円環キアカル》の、本部の地下だ。

　すぐ側にストーンヘンジのミニチュアがある。

　これを使って、《門ゲート》を作ったのだろう。

　周りを見み渡わたす。

　イドとエレクトラがいた。イドが頷うなずいた。

　ベル＝ベルノットと香音がいた。香音が頷いた。




　ドサッ




　倒れる音の方を見ると、津欧総一郎が床に膝ひざを突いていた。

　そして、そのまま前のめりに倒れた。

　その向こうには──

「私にとってはまだ１日足らずだが、君にとっては随ずい分ぶん久しぶりなのではないかね？」

「──馬原、守人」

　イド、香音とのアイコンタクトで、大まかな状況は理解した。

　皆みんなが、僕を《島イニス》から助け出す為に奔ほん走そうしてくれたんだ。

　そして、最後のお膳ぜん立だてをしてくれた。

「今回の、《蒼マーレ》と、《紅オストラム》と、《円環キアカル》を巡めぐる事件の、これが最後の戦いなんだ。そういう認識で、いいよね」

　僕は、あえて言葉に出した。僕らしくない言葉だった。

　馬原は唇くちびるをゆがめて笑った。

「ああ、その通りだ。君達は全員私の実験体になる。だから、これが最後の戦いだ」

　ふざけるな。そんな終わり方は絶対にさせない。

　播機さんは、みんなは、僕が守る。

　僕は馬原に向かって走りだし、そして叫さけんだ。

「香音！　《形態制せい御ぎよ：：近接クローズ戦闘レンジ形バトル態モード◇具象化インスタンシエーシヨン》！」





43　私は床に転がったまま、走り出した先生を見上げていた。






　いつもの先生だった。

　それだけで、嬉うれしさが、込み上げてきた。

　手を突いて、起き上がろうとしたその時、飛びかかるように女の子が覆おおい被さって来た。私はまた床に押し倒される。

　女の子は私の胸に顔を埋うずめながら叫んだ。

「おねえちゃあぁんっ！」

「えっ!?　ほ、仄香？　仄香なの!?」

　その声は、そしてその顔は、２年間顔を合わせなかったくらいでは忘れる筈はずの無い、私の妹であり、たった一人の肉親である、播機仄香だった。

　胸むな元もとから顔を起こした仄香は、涙なみだで顔をぐちゃぐちゃにしていた。

「ごめんねえ！　今まで一人にしてて！　あと私がいながら危険な目に遭あわせて！　ホント秋津安芸には相応の制裁を受けてもらわないと私の心が収まらないわ！　任せておいてお姉ちゃん。日本に戻もどったらあいつには生きて帰って来た事を百万回後こう悔かいするような目に──」

　仄香は涙が溢あふれる瞳ひとみを両腕でぐいぐいぬぐいながら、秋津先生を社会的に抹まつ殺さつする24の方法を語り始めた。私は慌あわててそれを止める。

「ちょ、ちょっと待って、仄香？」

「──それにパスポートには別の使い方もあって、って、ん、なあに？　お姉ちゃん」

「いやパスポートの話はいいから。……あんた、外に出て、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　家の戸と締じまりは大だい丈じよう夫ぶなのかとか、そもそもなんでイギリスに来ているのかとか、聞きたい事は山ほどあったけど、まずはそれが心配だった。

　仄香はちょっと困った顔をして目を逸そらし、自分のこめかみをこつんと指差した。

「あー、うん。実は頑がん張ばって意識を保ってないと気絶しちゃいそうなくらい頭痛がしてる」

「なにそれ!?」

「話すと長くなるから、詳くわしい事は後でイドから聞いて。今日１日、一いつ緒しよに行動してたの」

「イドと!?　１日!?」

　横を見ると、イドが肩かたをすくめている。なんなのなんなの!?　私が10日間《島イニス》に行っている間に、なにが起きてたってのよ!?

「まあ、大丈夫。あと少しの辛しん抱ぼうだから」

　仄香はそう言って笑った。２年振ぶりに見る笑え顔がおは抱だきしめたくなるくらい可愛かわいらしかったけど、痛みを堪こらえて無理しているのが、私には分かった。

「あと少し……って？」

「あと少しだよ」

　仄香は、真しん剣けんな瞳で私を見た。





44　待合室の喧けん噪そうの中で、僕はミシェルに言った。






「ちょっと気づいた事があって、あなたの意見を聞きたいと思いまして」

「気づいた事、ですか？」

「ええ」

　ミシェルは、ほんの少しだけ目を細めた。

「拝はい聴ちようしましょう」

「その前に、『キングメーカー』という言葉、ご存知ですか？」

　急に言われて、ミシェルは少し面めん食くらったようだった。

「いいえ、知りませんね」

「安芸君の好きなボードゲームの言葉でしてね。ゲーム中に、既すでに勝利の目が無くなっているプレイヤーの行動によって、他ほかの誰だれかの勝利が確定してしまうような時、そのプレイヤーの事を勝者をキング作る人メーカーと呼ぶのだそうです。お分かりになりますか？」

　スーツの男は一いつ瞬しゆん考えてから答える。

「ゲームから脱だつ落らくしているにも拘かかわらず、そのゲームの行方ゆくえを握にぎっている、という事ですか？　それは歪ゆがんだ状態と言えますね」

「その通りです」

「キングメーカーについては理解しました。それで、それがどうかしたんですか？」

　笑いながらそう言ったミシェルに、僕は右手の人差し指と中指の二本を立てて示す。

「今回の一連の騒そう動どうは、《蒼マーレ》と、《円環キアカル》の急進派との対決であると言えます。《紅オストラム》を守る為ための防衛戦であり、飯綱伊代を巡めぐる復ふく讐しゆう劇でもある」

「そうですね」

「しかし」

　親指を立てて三本にする。

「実際には、それは第三勢力によって演出された物に過ぎないのではないか、と思いまして」

　ミシェルは、言ってる事が分からない、という顔をした。

「演出？　第三勢力？　それは一体誰の事ですか？」

「それはもちろん」

　嫌いや味みな笑みを浮うかべているコートの男を指差す。

「あなたです。ミシェル・ミゲール」





45　「《雷いかずちの槍やり▼段階レヴエル[image: ]Ⅱ：照準修正[image: ]プラス４・５》！」






　走る僕の体から青い光の泡あわが沸わき上がり、右みぎ腕うでに集まっていく。その右腕は併へい走そうする香音の肩を摑つかんでいて、光は腕を伝って香音に集まっていった。

　タイミングを計って叫さけぶ。

「香音、止まれ！」

「はいっ！」

　香音はキキッと音を立てて止まり、両手を真っ直すぐに伸のばした。僕も一いつ瞬しゆん遅おくれて止まる。

《雷の槍射出準備完かん了りよう。魔術師メイガスよ、許可をデイ・ウドス》

「《雷の槍◇発ウル動トウガ》！」

　香音の手の平から雷がほとばしり、ストーンヘンジミニチュアの中を一直線に進む。

　石柱の間を抜ぬけたその先には、馬原が立っていた。

　しかし、馬原は余よ裕ゆうの笑みを浮かべたまま、避よけようともしない。

　幾いく筋すじもの光の槍は、馬原に向かって直ちよく撃げきする。




　ドガアンッ！




　雷の槍の衝しよう撃げきで石柱が爆ばく発はつする。馬原のすぐ横の石柱が。

　馬原が叫ぶ。

「外れだ！」

[image: ]

　細い破は片へんが周囲にばらまかれ、床ゆかや壁かべに突つき刺ささった。

　破片の中でも大きな物が、空中で放物線を描えがいて遠くへ飛んだ。

　その先には播機さん達がいる。

　僕はその塊かたまりを目で追った。




　ガキィンッ！




　石の塊は空中で何かにぶつかったかのように跳はね返り、誰もいない所に落ちた。

　よく見ると、空中にはチェスの駒こまが等とう間かん隔かくに並び、壁を作っていた。ベルの《人形ドール》だ。

　あれが、播機さん達を守る防ぼう御ぎよ結界を作ってくれている。

　ベルがこちらに手を振ふる。

「こっちは任せといて！」

　頷うなずいて戦場に視線を戻もどす。

　部屋の狭せまさもあって、僕と馬原の戦いには、誰だれも手が出せず、僕達は一対一で延々と魔ま法ほうをぶつけ合っていた。

　半はん壊かいしつつあるストーンヘンジミニチュアの合間を、馬原が歩いている。そして、余裕を含ふくんだ声を飛ばす。

「他人の心配をしている場合かね？　先さき程ほどからの君の攻こう撃げきだが、命中精度が低いな！　そんな雷では私には当たらないぞ！」

　馬原は立ち止まり、右手を高く上げた。

　その手の平に炎ほのおの球が浮かぶ。

「これくらいやってくれないと、私も張り合いが無い！」

　そう言って、馬原は手の中の火球をこちらに投げつけた。

「香音！」

　僕が叫ぶと、香音は僕を抱かかえて飛んだ。




　ズガァッ！




　鋭するどい音がして、僕がいた場所が炎にえぐられる。

　空中を飛びながら、香音に次の移動ルートを指示する。

　香音は僕を抱えたまま、４メートル以上あるストーンヘンジミニチュアの上まで跳とんだ。

　そして、石柱の上に着地し、同時に僕を下ろす。

　僕達は、そのまま石柱の上を走り出す。





46　ミシェルはすっと目を細め、そして、クックと笑った。






「興味深いですね。続けて下さい、斎条君」

　無言で頷き、説明を続ける。

「《蒼マーレ》とガフの関係は、こじれにこじれています。ガフが《蒼マーレ》を潰つぶそうとしているのは、今となっては私し怨えんに近い。だから、もう、騒そう動どうの決着は、安芸君と馬原が対決する事でしかつけられない。もしかしたら、その戦いは既すでに始まっているかもしれません」

　いや、間ま違ちがいなく、もう始まっているだろう。しかし。

「しかし、この戦い、どう転んでも安芸君、そして《蒼マーレ》は勝てない。しかし、ならば急進派が勝つのかと言えば、それもありません」

　親指を小さく曲げて、隣となりに座っている男を指差す。

「勝つのは、常にあなただ。ミシェル」

「ふむ。それはどういう意味ですか？」

　上げていた指を一いつ旦たんしまい、人差し指一本を立てる。

「まず、安芸君が負けた場合。この場合は簡単です。安芸君が負ける時は、馬原に殺される時だけですから。《蒼マーレ》は次期後こう継けい者しやを失い、大だい打だ撃げきを受けます。更さらに、ガフは《紅オストラム》も殺すでしょう。《紅オストラム》が覚かく醒せいした事が公おおやけになれば、急進派のこれまでの活動は無に帰す。《島イニス》送りになっていた馬原を呼び出してまで《紅オストラム》を抹まつ殺さつしようとしたガフは糾きゆう弾だんを受ける事になる。その前に抹殺しようとする筈はずです」

「まあ、考えられない事ではありませんね」

　ミシェルは「《紅オストラム》が覚醒している」という事に疑問を挟はさまなかった。その程度の情報は既に摑つかんでいるという事か。

「それで？」

「ここで、あなたの出番です、ミシェル。あなたは、既に覚醒している《紅オストラム》を急進派が保身の為ために抹殺したという事実を公表して、ガフの立場を地に落とす。急進派は勢いを失い、あなたの慎しん重ちよう派が《円環キアカル》の中ちゆう核かくになる」

「面おも白しろい仮説です」

　ミシェルは笑えみを浮うかべていたが、目の鋭さは隠かくしきれていなかった。

「それで、秋津安芸が勝った場合は？」

　返答の代わりに、中指を立てて二本にする。

「その場合は少し複雑です。状じよう況きようとしては、馬原が倒たおされ、安芸君と《紅オストラム》が生き残る形になります。この場合、《紅オストラム》の抹殺を遂すい行こう出来なかったとして、ガフは急進派から吊つるし上げを食くらうでしょう。急進派自体の立場も弱くなる。問題は《蒼マーレ》です」

　言葉を切る。ミシェルは笑みを崩くずさない。僕は核かく心しんへと進む。

「あなたはこうなった時、《蒼マーレ》を、《円環キアカル》への反逆の意思ありとして、叩たたくつもりですね？　安芸君が馬原、つまり《円環キアカル》に所属する魔ま術じゆつ師しを倒した事をその根こん拠きよにして、です」

　ミシェルは答えない。僕は続ける。

「そうしてあなたは《蒼マーレ》の発言力を削けずり取る。更に、覚醒した《紅オストラム》も取り上げるつもりなんだ」

「取り上げるとは乱暴な物言いですね。覚醒した《紅オストラム》は、《円環キアカル》が責任を持って導きます。以前にも説明したと思いますが？」

　それは、僕の話した仮説を肯こう定ていしたのと同義だった。

　小さく息をつき、僕は出していた手をポケットにしまった。

「以上のように、安芸君が勝っても負けても、《蒼マーレ》も急進派も勢力を弱め、得をするのは常にあなたと、あなたが率いる慎重派という事になります」

　僕が話し終えると、ミシェルは口元に手を当て、クックと笑った。





47　秋津先生と馬原の戦いは続いていた。






　お互たがいに一定の距きよ離りを保ち、魔ま術じゆつによる攻こう撃げきを撃うち合っている。

　秋津先生は、笠木さんに移動をサポートしてもらって、石の柱に上ったり降りたりしながら、狙ねらいを付けて何度も雷らい撃げきを放っている。

　馬原の方はそれを避よけながら、余よ裕ゆうの表情で炎ほのおの球を先生に投げつけている。

　秋津先生が真しん剣けんに戦っているのに対し、馬原はまるで遊んでいるように見えた。

「不味まずいな……」

　隣に立っているイドが、焦あせりをにじませて呟つぶやいた。私は驚おどろいてイドを見る。

「えっ!?　不味いって、秋津先生が!?」

　イドは二人の戦いから視線を逸そらさずに頷うなずいた。

「いつもの冷静さが無い。優勢ではあるけど、力に振ふり回されている。兄さんらしい戦い方じゃない。その余裕の無さが馬原にはバレてる。だから奴やつは笑ってるんだ」

「先生、どうして……」

　私が呟くと、イドは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしてから、私を見た。

「馬原が君を殺そうとした、仇かたきだからだよ。多分」

「えっ！」

「もちろん、君のせいじゃない。兄さんが未熟なんだ。戦せん闘とうでは冷静さを失った方が負ける。兄さんがこのまま前のめりに攻せめていって、隙すきを見せてしまったらアウトだ」

　私は先生を目で追った。石の柱の間に見え隠れする先生は、私には冷静な表情をしているように見えた。

　でもそれは、怒いかりを必死に抑おさえつけて、その代わりに浮かび上がって来ている冷静さなのかもしれない。

「先生……」

　私は、ここで祈いのる事しか出来ない。

　今の私は、《可能性ルウキス》切れで、先生と一いつ緒しよに戦う事が出来なかった。

　やっと、《紅オストラム》として覚醒したのに。

　ようやく、先生と並んで戦える所まで来たのに。

　それが、ただ、悔くやしかった。

「お姉ちゃん。それは違ちがうよ」

「え？」

　いつの間にか、仄香が横に立っていた。

「お姉ちゃんも、一緒に戦える。ううん、今、お姉ちゃんがいなきゃ、駄だ目めなの」

「え、いや、あの、ちょっと待って仄香」

「なに？」

「今、私、独り言とか言った？」

「？……ああ、気にしないで。私、お姉ちゃんの事ならなんでも分かるの。お姉ちゃんが考えてる事くらい、手に取るように把は握あくしてるわ」

　腰こしに手を当ててえっへんのポーズ。後ろでイドがため息をついた。え、なんなの？

「お姉ちゃんも、これから戦わなきゃいけないよ」

　仄香が私に顔を寄せる。心配そうな、でも、毅き然ぜんとした瞳ひとみだった。

「それを支える為ために、私はここに来たんだよ」

　そう言って、仄香は肩からかけていたポーチに手をかけた。





48　「さっきの話の意味が分かりました」と、ミシェルは楽しそうに言った。






「この決着の場において、秋津安芸がキングメーカーになるわけですね。彼がどう動くかにかかわらず、私が勝利を得ると」

　僕は「ご明察です」と、肩かたをすくめた。

　ミシェルは「なるほど、なかなか面おも白しろい例えですね」と笑え顔がおで頷いた後、僕を見る。

「斎条君、あなたの仰おつしやる事は概おおむね分かりました。それで？　どうするつもりなのですか？」

「と、言いますと？」

「単に自分の思いつきを聞かせたくてここまで来た訳では無いでしょう？　私に対してなんらかのアプローチを取る為に来たんですよね。今度は、そちらの方を、聞かせて下さい」

　そう言って、ミシェルはクックと笑った。

　もちろん、そのつもりだった。

　僕は、無言でポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出し、ミシェルに差し出す。

「通話状態になってます」

「これは？」

　携帯電話を受け取りながら、ミシェルが聞く。

　これを渡わたす為に、ジェシカシステムの能力を総動員して、ここまで来たのだ。

　僕は言った。

「播機仄香が、あなたとの会話を望んでいます」





49　「……初めまして、播機仄香です。ミシェルさん」






『……ミシェル・ミゲールです』

「早さつ速そくですが本題に入らせて下さい」

『本題と言いますと？』

「斎条さんとミシェルさんの会話はこの携帯電話を通じて全すべて聴きいていました。その続きです」

『盗ぬすみ聞きはあまり感心しませんね』

「感心してもらう必要がありませんので」

『クック。面白い事を言いますね。いいでしょう。聞きましょう』

「現状では、秋津安芸が死ぬか、姉が《円環キアカル》の物になるかの二択たくしかありません」

『そう言い換かえてもいいでしょう』

「私は、《円環キアカル》の思おも惑わくとかどうでもいい。姉の幸せを望んでいます」

『お姉さんの幸せと言うと？』

「秋津安芸と、姉が、これからも同じ時間を過ごすという事です」

『ミス仄香。残念ながらそれは有り得ません。《蒼マーレ》が勝つか負けるかです。他ほかに手は無い』

「いいえ、あなたは三つ目の選せん択たく肢しがあると考えている筈はずです」

『クック。ミス仄香、私にブラフを仕し掛かけるのは構いませんが、少し人生勉強が足りな──』

「ブラフなどではありません」

『……ほう？　なにか根こん拠きよがあると言うのですか？』

「はい」

『よろしい。聞きましょう』

「簡単な事です」




　私は、小さく息を吸い、答える。




「今、あなたの思念を読みました」





50　ミシェルが目を見開いて絶句する光景を、僕は初めて見た。






　つまる所、これが、僕がここまで来た本当の理由だったのである。

　播機仄香は、対象の居場所を特定出来れば、その位置に集中する事で、任意の人物に絞しぼって思念を読む事が出来る。単に、これまではその対象が、姉である播機遙に限定されていたに過ぎない。

　僕の携けい帯たいのＧＰＳデータを使って、播機仄香はミシェルの現在位置を知り、彼の思念を読み、彼の頭の中にあった「第三の選択肢」を、たった今、手に入れたのだ。

　なおもミシェルが絶句していると、携帯電話から仄香の声が聞こえた。

『ミシェルさん？　聞いていますか？』

　返答しない。《導師》にして《円環キアカル》の三大派は閥ばつの一つを率いる男は、女子高生にしてやられた事に大きなショックを受けているらしい。

　ミシェルはしばらく硬こう直ちよくした後、苦く笑しようを浮うかべて椅い子すに深く腰こし掛かけた。

「……私の負けです。ミス仄香。しかし、あなた方はそれを選べますか？　特に、ミス遙は」

『姉なら、大だい丈じよう夫ぶです』

「……分かりました。健けん闘とうを祈いのります」

　電話が切れる。

　ミシェルは口元を押さえクックと笑った。

　しかし、いつもの嫌いや味みっぽさは多少抑おさえられていて、普ふ通つうに、楽しそうだった。

「まったく、面おも白しろい子達だ」

「同感です」

　ミシェルが携帯を返してくる。受け取ろうと手を伸のばした時、着信音が鳴った。





51　仄香は携帯を切ると、私を見た。






　私を、じっと見つめている。

　仄香がミシェルと斎条先生の会話を端折はしよって教えてくれたので、状じよう況きようについては大体理解していた。

　秋津先生がキングメーカーになっている事。

　どうやっても、《蒼マーレ》が勝てないという事。

　そして、一番大事な事。

　たとえ秋津先生が馬原に勝っても、私と先生が離はなればなれになってしまう事。

　それだけは嫌いやだった。

　私にとってどうにも我が慢まんならない事だった。

　そして、腹立たしかった。

　自分の事が。

　こんな大事な時なのに、私は何も出来ない。

　先生に何もしてあげられない。

　私は……。

「そうじゃないよ」

　突とつ然ぜん、仄香が私の両りよう腕うでをぎゅっと握にぎった。

「さっきも言ったでしょ。秋津安芸は一人で戦ってるんじゃない。これは、私達みんなの戦いなの。そして、」

　摑つかんでいた手に力が入った。

「お姉ちゃんの、戦いでもある」

　仄香は、さっきから私を見つめるだけで、ミシェルが考えている「第三の選択肢」を、私に教えようとしない。

　それはつまり、きっと、その内容が、私に言いにくい事なんだ。

　このこんがらがった状況を解決する代わりに、別の犠ぎ牲せいが発生するんだ。

　そして多分、それは私と先生の事なんだ。

「さすがお姉ちゃん、私の考えてる事が読めてるみたい」

　仄香が微笑ほほえむ。額に汗あせがにじんでいた。相当つらいのだろう。でも、私の為ために、私達の為に、それを見せまいとしている。

　私は、決めた。

　仄香に微笑みかける。

「当たり前じゃん。愛してるもん。あんたの事なら、なんでも分かるよ」

「お姉ちゃん……」

「心配してくれて、ありがとね。大丈夫」

　私は、仄香の両腕を握り返す。

「教えて、仄香。私は、何をすればいいの？」





52　「秋津安芸！　お前のやろうとしている事は分かっているぞ！」






　下方から馬原のあざ笑うような叫さけび声が響ひびく。

　僕は構わず石柱の上を走り、着地出来るポイントを探していた。香音がぴたりと付いてくる。

　叫び声が続く。

「ちょこまかと逃にげているが、それは作戦なのだろう!?」

　もちろん返答したりしない。無言で地面の一点を指差して香音に知らせる。

　香音が動きを加速させたのを視界の端はしで確かく認にんしてから、僕は石柱から飛び降りた。

「お前はただ逃げ回っている訳では無い！」

　頭上で馬原が放った炎ほのおの球が通り過ぎ、ベルが張った結界に激げき突とつした。

　４メートルの石柱からの自由落下。

　先さき程ほど指差した地点に仰あお向むけに落ちていく。

　地面に衝しよう突とつする寸前、先に着地していた香音が僕の体をキャッチし、衝しよう撃げきを分散する。

　そしてそのまま走り出し、腕うでを伸のばして香音の肩かたを握り、呪じゆ文もんを紡つむぐ。

「《雷いかずちの槍やり◇発ウル動トウガ》！」

　また一つ、雷の光線が馬原の方向に飛ぶ。

「その雷も私を狙ねらっている訳では無い！」

　馬原の宣言通り、光の束は馬原からわずかに離れた石柱に直ちよく撃げきする。

　石柱から破は片へんが飛び散る中、更さらに馬原の声が届く。

「お前はこの石柱を使って魔ま法ほう陣じんを描えがこうとしている！　違ちがうか！」

「っ！」

　思わず声が漏もれる。しかし動きは止めない。あと一カ所で終わるのだ。

「適当に雷を撃うって、私の注意を逸そらし、その間に魔法陣を記しているのだろう！」

　馬原の声にはかなりの余よ裕ゆうが含ふくまれていた。

「そして、範はん囲い魔ま術じゆつを用いて私を拘こう束そくするつもりなのだ！」

　後２メートル。その位置に立てれば、僕の勝ちだ。

「石柱に陣じんを刻んでいるのか、それとも床ゆかに書き込んでいるのか、それは分からん」

　後、１メートル。

「だが、そんな事はどうでもいい」

　予定位置に到とう着ちやく。香音の肩を握り、もう一度呪文を紡ぐ。

「《雷の槍▼段階レヴエル[image: ]Ⅱ：照準修正[image: ]マイナス３・８》！」

《雷の槍射出準備完かん了りよう。魔術師メイガスよ、許可をデイ・ウドス》

　その時、煙けむりが晴れて、遠くに馬原が見えた。

　立ち止まり、こちらを向く。

　視線が合う。

　僕は呪文を紡ぐ。

「《雷の槍◇──》」

「無む駄だだ」

　馬原は腕を真上に伸ばした。

「空間ごと、ぶち壊こわしてやる」

「《──発ウル動トウガ》！」

　僕の言葉と同時に、馬原が指を弾はじいた。




　ドゴオッ！




　香音が放った雷は馬原を大きく逸れて奥の石柱を粉ふん砕さいした。

　そしてその直後、床が爆ばく発はつした。

　まるで巨きよ大だいな地じ震しんが発生したかのように、床が地割れる。

　地面の一部が突つき出して石柱よりも高くなり、一部は数メートル潜もぐり込んで暗くら闇やみに吞のまれる。

　結界の中にいる人達は無事だと思いたい。残念ながら確認する余裕も無かった。

　爆発によって、僕の体は投げ出されていた。

「安芸様！」

　香音の叫び声が聞こえた。

　先に足場を安定させた香音が、僕に手を伸ばす。

　僕はその手を取り、

　力一杯、香音を投げ上げた。

「！──」

　香音が声にならない叫びを小さく上げ、空中に投げ出される。

　その直後、香音が立っていた位置に火球が激突した。

「外したか」

　床や石柱が砕くだける音の中で、馬原の声が聞こえた。

　そして、僕は床に肩から激げき突とつした。

「ぐあっ！」

　激痛が全身に走る。

　地震は、治まっていた。

　僕は、手をついて起き上がろうとして、バランスを崩くずしてまた転がった。

「打ち所が悪かったか？　起きられないようだな」

　蔑さげすむように馬原がそう言って、一歩こちらに近づいた。

「これで、もう魔法陣は作れないぞ。私の勝ちだな、秋津安芸」

「……かっ、」

　背中の痛みで、声が上手うまく出せない。

　馬原が、もう一歩前に出る。

　僕は、なんとか声を絞しぼり出す。

「か……かの、ん」

　僕の声を聞いて、馬原が笑い出した。

「この期ごに及およんで、今いま更さら《人形ドール》に何をさせる気だ？　何をやろうとしていたのかは分からんが、お前の作った陣は粉砕したのだぞ」

　馬原が、もう一歩、こちらに近づいた。

「……じゃ、ないんだ」

「ん？　なんと言った？」

　馬原が、更さらに一歩、こちらに近づいた。

　奴やつがそこに来るのを待っていた。

　その為ために、起き上がれない演技までした。

　馬原が今いる場所。

　そこは、ストーンヘンジミニチュアの、中心位置だった。

　僕は呟つぶやく。

「床ゆかじゃ、ないんだ」

「……なんだと？」

　馬原は、僕の言葉の意味を考え、弾かれるように天てん井じようを見上げた。

　しかし、遅おそい。

　僕は、全力で叫さけぶ。

「香音！　《儀ぎ式しき術式：：蔦つた縫ぬい◇即そく時じ発動》！」





53　先生が叫ぶと同時に、天井に光の円えん環かんが浮うかび上がった。






　同時に、何本もの緑色の蔦つたが、割れた床からもの凄すごい速度で伸びてきて、馬原の腕うでと足を巻き上げた。

「そうか！　アキは天井に魔ま法ほう陣じんを描えがいていたのね！」

　ベルが目を見開いて驚おどろいている。

「ど、どういう事？　っていうか、どうやって？」

　私が尋たずねると、イドが「やられた」と言いながら頭を搔かいた。

「雷かみなりを乱雑に撃うっていたように見えただろ？　あれ、破は片へんを飛ばして天井を刻んでいたんだ。それで陣を描かいたんだな。無む茶ちやな事をするな、兄さんは」

　蔦は、馬原の体から完全に自由を奪うばい、空中にその体を持ち上げた。

　馬原は抵てい抗こうするが、手足が藻も搔がく程ほどに、蔦の絡からまりはきつくなっていった。

　天井近くまで持ち上げられた馬原の体は、蔦に絡められたまま、急速に降下を始めた。

　そして、そのまま地面に叩たたきつけられる。

「ぐあぁぁっ！」

　馬原の声が響ひびいた。

　それで、終わりだった。

　さっきまでの轟ごう音おんが噓うそみたいに、空間は静まりかえっていた。

　やがて、ゆっくりと。

　秋津先生が、立ち上がった。





54　僕が馬原の側そばまで歩み寄ると、馬原は抵抗する素そ振ぶりもみせず、短く言い放った。






「殺せ」

「……あなたは、裁きを受けなければならない」

　僕がそう言うと、地面に倒たおれたままの馬原は吐はき捨てるように笑った。

「お前は馬ば鹿かなのか秋津安芸。私が何度《島イニス》送りにされたと思っている？　お前か《紅オストラム》が倒れるまで、私には何度でも役割が回ってくるんだよ。そういう仕組みになっている」

　馬原は僕を挑ちよう発はつしていた。それが僕に隙すきを作らせる為なのか、それとも自じ暴ぼう自じ棄きになっているのか、判断出来なかった。

　僕が黙だまって見下ろしていると、馬原は唇くちびるを左右に広げ、目を見開いた。

「殺せっ！　さもないと、私は何度でも《紅オストラム》を殺しに行くぞ！」

　その言葉が僕の中の何かを切った。修練が足りないと思うのはこういう時だ。

　すぐ側に立っていた香音の肩かたを摑つかむ。力の加減が出来ず、指が香音の肌はだにめり込む。

「ッ！」

　香音が痛みに小さく呻うめく。僕は構わず呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《火球▼段階レヴエル[image: ]Ⅵ：対象[image: ]〝馬原守人〟：照準[image: ]自動》！」

　香音が目を見開いて僕を見る。

「安芸様、その出力では対象の生命維い持じ機能を維持出来ませ──」

「《強制実行》！」

　香音の目から焦しよう点てんが失われる。

　両りよう腕うでをねじるように合わせ、倒れている馬原に照準を合わせる。

《強制実行命令を受理します》

　頭の奥の方で、警けい鐘しようが鳴っていた。

　この一いち撃げきを撃ってはならない。

《火球射出準備完かん了りよう。チャージ済み》

　お前は利用されている。

　これは、《蒼マーレ》の力を削そぐ為のシナリオの一部だ。

《魔術師メイガスよ》

　やめろ！　馬原を殺してはいけない！

《許可をデイ・ウドス》

　しかし、その声を握にぎりつぶし、僕は呪文を発動させる。

「《火球◇発──》」





55　「だめええええっ!!」






　私は最後の距きよ離りをジャンプで飛ばし、馬原の体に覆い被かぶさった。

「──播機さんっ!?」

　ついさっき、別人みたいな冷たい声で、馬原を撃ち抜ぬく呪文を紡いでいた秋津先生は、目を大きく開いて私の名を叫さけんだ。

　良かった。いつもの先生だ。

　私は叫ぶ。

「この人を倒しちゃ駄だ目めです！　《蒼マーレ》を守れませんっ！」

　私の言葉に、先生はハッと目を大きくした。

　じっと先生を見つめる。先生は硬こう直ちよくしたように動かなかった。

　やがて、ゆっくりと笠木さんの肩から手を離はなし、その手を力無く、下ろした。

　先生が呟つぶやく。

「でも……、なら、どうしたら……」

　私が覆おおい被さっている馬原がからかうように言う。

「その通りだ小こ娘むすめ。ここで私を殺すか、お前らが私に殺されるか、選せん択たく肢しは二つしか無いぞ」

　そんな言葉には耳を貸さない。私はゆっくりと立ち上がる。

　そして、先生の方を向く。

　先生の奥には、入り口の近くに小男がいるのが見えた。仄香の話では、あの男がガフらしい。

　右手を、誰だれかが握った。

　見れば、仄香がすぐ側に立っていた。

　仄香が、私を見て、小さく頷うなずく。

　私も頷き返す。

　そして、強く思う。

　愛してるよ、仄香。

「私もだよ、お姉ちゃん」

　仄香が囁ささやく。

　私は、先生を見る。

　そして、出来るだけ大きな声で、話し始めた。

「私達──」

　部屋中に聞こえるように、宣言した。




「私達、《紅オストラム》の最後の生き残りである姉妹は、自分達が持つ、論理魔術に関するあらゆる記憶の封印を望みます」





56　播機さんが何を言っているのか、分からなかった。






　いや、それは噓うそだ。本当は分かっていた。

　何故なぜなら、それは、僕自身も何度も検討した事だからだ。

　播機姉妹が完全に論理魔術の事を忘れ、一いつ般ぱん人として生活を送るようになれば、急進派が恐おそれているリスクはそもそも存在しなくなる。

《蒼マーレ》が不必要に強力な手札を抱かかえる事も無くなり、誰にとっても良い選せん択たくだとも言えた。

　しかし。

　それをする事は、僕と播機さんの繫つながりを、全すべて捨てる事を意味していた。

　だから、頭ではそれが良いと分かっていても、心が否定してきたのだ。

　なのに。

　今、播機さんは、僕を、《蒼マーレ》を救う為ために、自らそれを選ぼうとしている。

　僕は、何も言えなかった。

　体が震ふるえていた。

　多分、とても情けない顔を、播機さんに向けていたと思う。

「ふ……ふっ、ふざけるな！」

　沈ちん黙もくを破ったのは、さっきまで部屋の隅すみで震えていたガラド＝ガフだった。

　彼は大おお股またでこちらに歩きながら大声を張り上げた。

「そそそ、そんな事は認めないっ！　お前ら、全員、反逆者だっ！　マッ、マハラっ！　さっさと、こ、こいつらを殺せえぇっ！」

　錯さく乱らんしている。床ゆかに縫ぬい付けられた馬原も、嘲あざけるような薄うすい笑えみを浮うかべたまま、哀あわれみの視線をガフに送っていた。

　ガフは、状じよう況きようを把は握あく出来ていない訳では無いだろう。いや、むしろ分かっているから、わめいているのだ。ここで僕が《紅オストラム》を封印すれば、急進派のこれまでの行こう為いが無意味と化す。特に、馬原を使って僕や播機さんを抹まつ殺さつしようとした事は、糾きゆう弾だんの対象となるだろう。彼の《導師》としての地位は、もはや風前の灯ともし火びだ。

　ガフはなおも叫び続けた。

「み、認めんっ、こんな事、私は認めんぞおっ！」

「では、私が代わりに承しよう認にんしよう」

　室内に、透すき通った女性の声が響ひびいた。

　まるで、最初からそこにいたかのように、ガラド＝ガフの横にぶかぶかの三角帽ぼうを被かぶった女性が立っていた。僕は呟つぶやく。

「師し匠しよう……」

《魔ま女じよ》、ロゼ・ロイエンがそこにいた。

　師匠はスリットの大きなスカートから足を投げ出し、ガラド＝ガフの膝ひざの裏を蹴けり上げた。

「がひいぃっ！」

　情けない叫さけび声を上げたガフの丸い体が、空中で一回転し、仰あお向むけに地面に落ちた。

　そして、床に転がったガフの腹を、師匠は思いっきり踏ふみつけた。

「ぶふぁっ！」

　痛みと怒いかりと恐きよう怖ふで、ガフが悲鳴を上げる。

　師匠はガフを上から覗のぞき込み、宣言した。

「今よりこの場は、《無ブーレ色・アグヌ》のロゼ・ロイエンが取り仕切る。この場において、魔ま術じゆつ師し同士によって取り交かわされる契けい約やくは、《無ブーレ色・アグヌ》が中立の《血族クラン》としての誇ほこりを以もつて、その正当性を保証する」

　ロゼ・ロイエンの透き通った白い顔が、ぐいっとガフの顔の前に突つき出される。

「異論はあるか？」

　ガフはまた「ひいっ！」と悲鳴を上げ、体を震わせ、しかし、抵てい抗こうを試みた。

　仰向けで踏みつけられたまま、ロゼ・ロイエンを指差し、叫ぶ。

「みみみっ、認めないっ！　た、たとえ、《無ブーレ色・アグヌ》と言えど、私に逆らう事は、ゆ、許さない！　わっ、私を誰だれだと思っている！　《導師》、ガラド＝ガフだぞっ！」

　師匠はニヤリと笑った。

「では、別の《導師》の同意を得るとしよう」

　三角帽の美女は、背中に隠かくしていた右手を前に出す。

　携けい帯たい電でん話わが握にぎられていた。

　スピーカーから、クックと、笑い声が漏もれた。




『まあ、そういう事です。今回は運が無かったという事で。ガラド＝ガフ』




　ミシェル・ミゲールの声だった。それは、ロゼ・ロイエンの行動を、《導師》が公式に許可した事を示していた。たとえ同じ《導師》であるガフでも、もうこれを覆くつがえす事は出来ない。

　スピーカーから流れたその最終宣告を聞いて、ガフの顔は硬こう直ちよくし、真っ赤になり、青くなり、やがて白くなっていった。

　そして、プルプルと震わせながら師匠に向けていた腕うでが、だらりと床に落ちた。

　表情に生気は無く、もう、抵抗する様子も無い。

　ガフを見下ろしていた師匠は顔を上げ、僕を見た。

「そういう事だ。始めろ」





57　私は仄香の手を引いて、秋津先生の前に立った。






「播機さん……」

　先生が力無げに呟く。さっきから何度も名前を呼んでもらっているのに、ちっとも嬉うれしくなかった。先生の声が耳に届く度たびに、心が締しめ付けられていく。

　秋津先生は泣きそうな顔をしていた。

　私のせいで先生にそんな顔をさせているのかと思うと、胸が痛んだ。

　なので、出来るだけ、明るく振ふる舞まう事にする。

「秋津先生。痛くしないで下さいね♪」

「播機、さん……」

　先生は助けを求めるようにロゼさんの方を向く。ロゼさんはガフを踏みつけたまま言った。

「やれ。安芸。遙の為ためを思うなら、これが最善の選せん択たくだ」

「っ！……」

　秋津先生は上を見上げ、下を向き、そして、私を見た。

「……いい、の……？」

　私は頷うなずかなかった。

　良い筈はずが無い。

　魔ま術じゆつだろうがなんだろうが、秋津先生との思い出を一つだって失うのは嫌いやだった。

　でも、他ほかに手段が無いのだ。

　だから、ただ先生の瞳ひとみをじっと見つめた。

　先生も、しばらく私を見つめていた。

　今の、《紅オストラム》である私の姿を目に焼き付けるように。

　そして、ゆっくりと私に問いかけた。

《約束》の為の、問いを。




「播機さん、君は、論理魔術に関する全すべてを、本当に全ての事を、忘れたいと、望むかい？」




　私は、ゆっくりと息を吐はき、確かめるように、言った。




「先生の言葉を、理解しました」




「！」

　声こそ上げなかったけど、私の距きよ離りからは、先生の目が驚おどろきで見開かれるのが見えた。

　ウィンクで先生に知らせたりはしない。余計な事はしない方が賢けん明めいだ。

　先生なら分かってくれる筈。

　今年の春、秋津先生は今と同じように《約束》を使って、私の頭の中から魔術に関かかわる事件の記き憶おくを消去しようとした。

　その時、私は「はい」ではなく「理解しました」と答えた。それによって《約束》が不完全にしかかからず、後になってその術を破る事が出来たのだ。

　もう一度だって、出来る筈。

　秋津先生は、腕を私に向けて掲かかげ、呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《そのトウ言葉ス・を契アウ約とラ────》」





58　「駄だ目めだ。その返答では不完全だ」







59　頭の中が真っ白になった。






　嘲あざけるような笑い声は下から聞こえた。

　ロゼさんに踏ふみつけられていたガフが、首を捻ひねって私を見ていた。

「そんな子こ供ども騙だましは通用しないぞ《紅オストラム》。情報が伝わっていないとでも思っているのか？」

　ガフの高笑いが部屋にこだまする。

「言っていいのは『Ｙｅｓイエス』だけだ。他の言葉は許さないっ！」

　足が、小さく震ふるえ出すのを感じた。

　今度こそ、本当に、もう手が無い。

　私は、先生との思い出を、全部、忘れてしまう。

　嫌だった。

　絶対に嫌だった。

　今すぐ逃にげ出してしまいたかった。

《紅オストラム》も《蒼マーレ》もどうでも良かった。

　私は、私の想おもいを、失いたくなかった。

「さあ、術を続けろ」

　ガフの言葉が耳の中で反はん響きようする。

　頭がぼうっとしてくる。

　体に力が入らない。

　座り込んでしまいたい衝しよう動どうにかられる。

　涙なみだが、一筋、頰ほおに流れた。

　いけない。泣いてる場合じゃないのに。

　今は、泣いていい時なんかじゃないんだから。

　でも、涙を拭ふこうと、手を持ち上げる気力も起きなかった。




　代わりに、頰に温かい物が触ふれた。




　仄香だった。

　隣となりに立っていた仄香が、頰を流れる涙を、ぺろりと舐なめたのだ。

　そして、２センチくらいの距離で、

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　と、囁ささやいた。

「お姉ちゃんなら、大丈夫」

[image: ]

「仄香……」

「私が、ついてるから。全部忘れても、ずっと一いつ緒しよだよ」

「ほの、か……」

　仄香は、繫つないでいた手をぎゅっと握にぎった。

「お母さんも言ってたんでしょ？　魔術なんかじゃ、お姉ちゃんの愛を消したり出来ないんだよ。愛はね。魔術なんかより、ずっと強い力なんだから」

　そう言って、仄香は笑った。

　２年振ぶりに見る、妹の、心からの笑え顔がおだった。

　また溢あふれそうになる涙を必死で我が慢まんして、下を向く。

　気持ちを落ち着けてから、先生を見た。

　そして、部屋中に聞こえるように、宣言した。

「Ｙｅｓはい。私は、論理魔ま術じゆつについての全すべてを、本当に全ての事を、忘れたいと、願います」

　言葉を聞いても、秋津先生は、動どう揺ようしたりしなかった。

　私の想いを、分かってくれたからだと思う。

　先生は、ただ一言、こう言った。

「本当に、いいんだね？」

「Ｙｅｓはい」

　それで十分だった。

　先生は、もう一度手を掲げ、今度こそ、《約束》の呪文を紡いだ。

「《そのトウス──》」

　全部、忘れてしまうかもしれない。

「《──言葉をアウラ──》」

　それでも、また最初から、思い出を作っていけばいい。

　大丈夫。

　先生を好きなこの気持ちは、

「《──契ネ約ヴアと──》」

　論理魔術が無くたって、

　絶対に、無くなったりはしないんだから。

「《──する──ル》」

　私の体を、青白い光が包み込んだ。

　急速に視界が白くぼやけていく。

　あらゆる物が遠ざかっていく。

　体から一気に力が抜ぬけて、膝ひざが折れる。

　倒たおれそうになるのを、先生が駆かけ寄って止めた。

　そのまま、先生は私を強く抱だきしめてくれた。

　先生のぬくもりも、感じると同時に遠ざかっていく。

　私は、涙を流した。

　最後に、先生が、呟つぶやくのが聞こえた。

「君の事が、好きだ。は──」

　惜おしい。

　最後まで聞こえなかった。

　先生が名前を呼んでくれたのか、確かく認にん出来なかった。

　私は、そのまま眠ねむりに落ちていった。




　最後に。

　唇くちびるに、何かが触れた気がした。




　とても、温かかった。







[image: 終章　　再びロンドン。]





60　暖かい部屋で私は目が覚める。気持ちの良い朝。ベッドから跳はね起きて、同室の笠木さんにおはようの挨あい拶さつをする。今日は修学旅行最後の日。めいっぱい、楽しむぞ！







61　初日と同じように、ロンドンは良く晴れていた。僕は、テラスの椅い子すに腰こし掛かけている。






　様々な意味でとても長く感じられた北凰学園の修学旅行も本日で最終日。英国をぐるりと回った旅程を終え、僕達は最初に泊とまったホテルに戻もどってきている。今日は夕方まで完全自由行動で、夜に日本行きの飛行機に乗り込み、英国を離はなれる。

　よく、晴れていた。

　ここは、修学旅行の初日に、ホテルを抜け出した播機さん達三人と、お茶を飲んだ場所だ。

　肉体的にも、精神的にも、あれから随ずい分ぶんと時間が経たった気がしている。

　店員が持って来たコーヒーカップは、まだ口も付けていなかった。

　両手でカップを摑つかみ、そのぬくもりを感じているだけだった。

　道を歩く人達をぼんやりと眺ながめる。

　そこに播機さんはいない。

　当たり前だ。

　今いま頃ごろは修学旅行最終日を満まん喫きつする為ために、ロンドンを歩き回っている事だろう。

　電話をかければ、合流出来るかもしれない。

　しかし。

　その播機さんは、僕との思い出を共有していない播機さんだ。

　ベルの言葉を信じるなら、記き憶おくがどう再構築されているかは不明ながら、僕への好意的な印象は失われていないらしい。

　しかし。

　この数日間、播機さんとの距きよ離り感かんを摑めずにいた。

　そして、その事が、僕の心を強く締しめ付けた。

　今後、彼女と、どう接していけばいいのだろうか。

　分からなかった。

　視線を下げ、コーヒーカップの中の漆しつ黒こくを覗のぞきながら、小さく呟く。

「……このまま、ここに残ろうかな」

　そんな事まで考えてしまう。

　教師でいる限り、播機さんと毎日顔を合わせなければならない。

　彼女は屈くつ託たくの無い笑え顔がおで、僕に接してくれるだろう。

　何かしらの好意を示してくれるかもしれない。

　しかし、僕は、それに、どう答えればいいのか分からない。

　分からなかった。

「らしくない顔をしているね」

　急に声をかけられて、顔を上げる。

　いつの間にか、テーブルの向かい側に、男が二人、座っていた。

　二人ともスーツ姿だが、片方は細身の子供で、もう片方は大おお柄がらなひげ面づらの大人だった。

「塊斗……」

　一人は、僕の弟だった。そしてもう一人は、

「……馬原」

　深く椅子に腰掛けていた馬原は、両手を上げて降参のポーズを取った。

「あまり怖こわい顔をしないで欲しいね。君と戦う意思はもう無いよ。君の事が怖いからね」

　体の中を様々な感情が渦うず巻まいた。そのほとんどは怒いかりだったが、それはどちらかと言えば八つ当たりに近かった。だから、口から漏もれそうになる言葉を抑おさえ込む。

　馬原は、播機さんが記憶を失う事になった原因の一部に過ぎない。そう自分に言い聞かせる。

　しかし、僕は馬原を睨にらみ付ける自分を、止める事は出来なかった。

　そんな僕を見て、塊斗が口の端はしを吊つり上げて笑った。

「馬原博士には、また《鴉ノツクス》の一員として働いてもらう事になったよ。条件付きでね」

「……条件？」

　僕が聞き返すと、馬原がスーツの胸ポケットに手を入れ、何かを取り出した。

「これだよ。君に渡わたすのが適当だと思ってね」

　小指ほどの大きさのプラスチックの塊かたまりに見えるそれを、馬原はテーブルの上に置き、僕に向かって弾はじいた。

　テーブルの上を塊が滑すべり、僕の前で止まる。

　それは、ＵＳＢメモリだった。

　僕はそれを手に取りもせず、馬原を睨み続けた。馬原は大げさに肩かたをすくめ、言った。

「ジェシカシステムの、解かい錠じようプログラムだ」

「っ！」

　驚おどろきを隠かくしきれない。ＵＳＢメモリと馬原を交こう互ごに見る。

　馬原は「ようやく睨むのをやめてくれた」と塊斗に笑いかけ、また僕を見た。

「これを使えば、飯綱伊代は覚かく醒せいするだろう。筋肉の衰おとろえを取り戻もどすのにリハビリが必要になるだろうが、その辺は上手うまくやってくれ」

　馬原は他人ひと事ごとのように説明した。

　僕はまだ信じられない。

「何故なぜ……？」

　馬原は眉まゆ根ねを寄せて「やれやれ」と言った。

「今、イドが言っただろう？　これが《鴉ノツクス》に復帰する条件なのさ。ただ、」

　テーブルに肘ひじを突つき、ＵＳＢメモリを指差す。

「『何故これを君に渡すのか』という質問であれば、それは、借りを作りたく無いからだ」

「借り？」

「あの時、私は君の手にかかって死ぬ筈はずだった」

《円環キアカル》の本部での戦いが脳のう裏りに浮うかぶ。

「私は、死を恐おそれていない。私が死んだら、私自身が最後の実験体になる予定だからね」

　そう言って馬原は片かた眉まゆを吊り上げて笑った。気の利きいた冗じよう談だんを言っているつもりなのかもしれないが、さっぱり笑えなかった。

「しかし、《紅オストラム》の少女のおかげで、私の生存期間は延長する事となった。これは借りだ」

　そうだ。もし播機さんが飛び込まなければ、僕はこいつを殺していた。

　そうすべきだったんじゃないかと、未いまだに考えてしまう。

　少なくとも、そうすれば、播機さんが記き憶おくを失う事にはならなかった筈だったから。

「本来なら、この借りは、私の命を救った《紅オストラム》の少女に返すのが道理だ。だが、彼女はもはや魔ま術じゆつ師しではない。なので、君に渡す事で代わりとさせてくれ」

　馬原がテーブルの端はしをトンッと叩たたく。と、ＵＳＢメモリが飛び上がり、僕の白衣の胸ポケットに勝手に吸い込まれた。

「用件はそれだけだ。私を許してくれとは言わない。むしろ、許してくれなくて結構だ」

　椅い子すを引いて、馬原は立ち上がった。

　馬原と僕のやりとりを楽しそうに聞いていた塊斗も、それに合わせて立ち上がった。

　僕は呼び止める。

「塊斗」

　弟は、火傷やけどに覆おおわれた顔をゆがめて笑った。

「その名前で呼んでくれるのは久しぶりだね、兄さん」

　僕は、ＵＳＢメモリが吸い込まれた胸ポケットを指差す。

「伊代は帰ってくる。お前は、どうするんだ」

　スーツ姿の弟は、両手を広げておどけた。

「いずれは、帰るよ。でも、それは今ではない」

　塊斗は肩をすくめた。

「伊代の覚醒に立ち会えないのは残念だよ。リハビリを頑がん張ばるよう僕が言っていたと、伝えてくれると嬉うれしいな」

「塊斗」

　僕がなおも言おうとするのを、塊斗は両手を上げて止めた。

「僕は、伊代を救い出す為ために《鴉ノツクス》に堕おちた。でもね、こっち側に来る事で、それまで見えなかった物も見えるようになった。僕には、まだやるべき事があると思っているんだ」

　それがなんなのか、僕にもおぼろげに分かった。

　塊斗は、数百年の歴史の間に《完結したフオル・円環キアカル》の中に生まれてしまった歪ゆがみを、自らの手で矯きよう正せいしようと考えているのだ。そしてそれは、《円環キアカル》と、それに連なる《血族クラン》の中にいては、出来ない事だと、もう知っているのだ。

　塊斗は、僕の無言の問いかけに、その通りだとでも言いたげに頷うなずいた。

「だから、まだ僕は〝イド〟でいるよ。《円環キアカル》の敵、《鴉ノツクス》の急きゆう先せん鋒ぽうとしてね」

　それは、次に会った時にはまた敵同士であるという意思の表明だった。

　僕は、椅子を引き、立ち上がった。

　塊斗と同じ高さの視点で、言った。

「お前を倒たおすのは、僕だ」

「そうでなくちゃ。楽しみにしているよ」

　それが、別れの合図だった。何も言わず、二人は僕に背を向けて歩き始めた。

「おっと、忘れてた」

　塊斗が立ち止まり、振ふり返る。

　その時、塊斗は、プレゼントをもらった子供のような笑え顔がおを、僕に見せた。

　思い出の中にある、笑顔だった。

　眩まぶしい陽光の下で、塊斗は言った。

「愛してるよ、兄さん。知ってたかい？」

　僕は、眩しさに目を細めて、それに答える。

「当たり前だろ。僕もだよ。塊斗」

　塊斗は満足したように頷いた後、もう一度口を開いた。

「そうだ、兄さん。伊代に、もう一つ、伝言を頼たのめるかな」

「ああ。なんだい？」

　彼は、遠い目をして、言った。

「ずっと、側そばにいる」





62　緊きん急きゆう事態発生！　秋津先生が見つからない！　修学旅行初日から着々と進めていた計画がこんな所で躓つまずくなんて！　とりあえずクラスメイト総出でロンドンを駆かけ回る！







63　「ベル！　急いでよ！　香音ちゃんも！」と、ハルカは振り返りながら叫さけぶ。






　石いし畳だたみの道をカノンと二人でハルカを追いかけている。

　ハルカは「絶対に１時間以内に秋津先生を見つけ出すよっ！」って息巻いていた。

　私は走りながら、小声でカノンに尋たずねる。

「カノン、あんたの力でアキをぱぱぱと見つけられないの？」

「ＧＰＳに相当する機能は所持していません。安芸様もすぐ戻もどると仰おつしやってましたから行き先も聞いてませんし……。ホテルで帰りを待っていた方が効率的なのではないでしょうか？」

「その正論、超ちようご機き嫌げんなあの子に言ってやって」

「無む駄だかと思われます」

　論理魔ま術じゆつに関する記憶を失っても、ハルカは変わらずハルカだった。常にハイテンションで、思い立ったら即そく行動し、周囲に笑顔を振りまいた。

　ハルカは私の事も、カノンの事も、『友達』として、覚えていてくれた。

　昨日も一晩中、ベッドに潜もぐりながら色んな事を話した。

　魔術の話は一つも出なかったけど、全然楽しかった。

　時折、顔を赤くしながら、ハルカはアキの話をした。

　ハルカは、アキの事も、アキを好きである事も、忘れていなかった。

　その事が、心から良かったと思えた。

　魔術の力なんかで、失われてはいけないものだと思ったから。

　私は、アキを追いかけて日本にやってきた筈はずだった。

　けど、今はこの子が、私も大好きだったから。

　ハルカが楽しそうにアキの話をするのを聞くのが、私も楽しかった。

　これからも、ハルカと『友達』でいたいと、強く、思った。

「……でも、そのハルカの頼みとは言え、どこにいるかも分からない男を追っかけてロンドン市内を走り回るのは、さすがにノーサンキューだわ」

　私が愚ぐ痴ちると、カノンが真面目まじめな顔で頷いた。

「エネルギー効率の観点から同意します」

「ベルー！　香音ちゃん！　置いてくよー！」

　いつの間にか距きよ離りが離はなれていたみたいで、ハルカがこちらを向いて大きく手を振りながら足あし踏ぶみしていた。

　私は大きくため息をついてから、笑顔で叫び返した。

「待ちなさいよ！　ハルカ！」





64　「じゃあ、絶対来て下さいね、斎条先生！」と、女子生徒達は笑いながら走り去る。






　煙草たばこを吸いにホテルの外に出ていた僕は、その場に残って笑顔で手を振り返す。彼女達は、より大きな笑い声を道に残して、中に戻もどって行った。

　なんの事かと言えば、部屋でみんなで遊んでるから、遊びに来て欲しいとの事だった。

　生徒達は、おみやげを買ったり、部屋で休んでいたり、今の子達のように、お気に入りの先生を部屋に連れ込んだりして、最後の１日を楽しんでいるようだ。

　彼女達がホテルの入り口に消えるのを見届けた後、コートのポケットに手を入れる。

　煙草を取り出して、咥くわえる。

　小声で呪じゆ文もんを紡つむぐ。

　すると、小さく、煙草の先に火が灯ともる。

「……結局、魔術で出来る事って、こんな物なのかな」

　口元から細く煙けむりを吐はきながら、空に向かって呟つぶやく。

　僕が理事長と共に《円環キアカル》の本部に到とう着ちやくした時、騒そう動どうは既すでに決着していた。

　安芸の術式が、《紅オストラム》の姉妹に対して完全に成功した事を、ロゼ・ロイエンが宣言したからだ。

　播機遙の記き憶おく封ふう印いんの後、播機仄香の記憶と力の封印も完全に実行された。以前、師し匠しようと風理が試みた際は出来なかったそうだが、２年前の事故によって魔ま術じゆつ師しとしての能力を失った今の仄香は、簡単に封印出来る状態だったのだそうだ。

　驚おどろくべき事に、仄香はその事を自覚していた。自覚していながら、姉を守る為ためには魔術の知識を失う訳にいかず、今日まで能力を暴走させながら、毎日を過ごしていたというのだ。

　記憶を封印した後、仄香は意識を眠ねむらせたまま、日本に送られた。記憶を更さらに暗示で弄いじり、そもそもイギリスに行ってもいないという事にしている。

　彼女は魔術に関する記憶を失った代わりに、厄やつ介かいな能力の暴走も無くなる。今後は普ふ通つうの女の子としての生活に戻れるだろう。

　ガラド＝ガフは「終わりだ……」を繰くり返すばかりの心神喪そう失しつ状態に陥おちいっていた為、病院送りになった。立ち直るのに時間がかかるだろうし、その頃ころに、《円環キアカル》に彼の席がまだ残っているかは微び妙みようなところと言えるだろう。

　イドと馬原は、姿を消していた。

　本部襲しゆう撃げき組は、驚おどろくべき事におとがめ無しだった。事情聴ちよう取しゆすらも無く、解放された。

「多分、手を回したんだろうな……、彼が」

　小さく呟く。

「誰だれの事ですか？」

　横からの声に驚き、視線を向けると、スーツの男がそこに立っていた。

　まるでずっと前からそこにいたかのように、壁かべに背を預けていた。

「……日本にお忍しのび旅行だったのでは？」

《導師》ミシェル・ミゲールは、口元を手で押さえ、クックと笑った。

「想定外の展開になったのでね。旅行は中止して事後処理に追われていました」

　ミシェルは壁から体を起こし、こちらに歩いてくる。

「想定外、ですか」

「ええ。《紅オストラム》が失われたのは、重大な損失です。あらゆる意味でね」

　目の前に立ったミシェルに、僕は尋たずねる。

「本当に、そう思っていますか？」

　僕の言葉に、ミシェルは不思議そうな顔をした。

「と、言いますと？」

　吸いかけの煙草を灰皿に一いつ旦たん置き、ミシェルを見る。

「ちょっと思いついた事があるのですが、聞いてもらえますか？」

「どうぞ」

「今回、結果としてガフはその地位を追われ、急進派は勢力を失うでしょう。そして、《紅オストラム》は失われ、《蒼マーレ》は強力なカードを失った。全すべては、あなたの望む通りになった訳です」

　ミシェルは少し僕を見つめた後、肩かたをすくめた。

「まあ、そうですね。彼らは三つ目の選せん択たく肢しを選んだ。しかし、秋津安芸がキングメーカーであり、勝者が私になった事に代わりはありません。その事で、私を責めるのですか？」

「いいえ。そうではありません」

「ふむ、続けて下さい」

　僕は人差し指を立てる。

「《蒼マーレ》が持っている切り札カードは、《紅オストラム》だけではありません」

　中指を伸のばす。

「ジェシカシステムという、もう一つの切り札カードがあります」

「ふむ？」

　僕は胸ポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出し、軽く振ふる。

「今、安芸君から、飯綱伊代の解かい錠じようプログラムを入手したと連れん絡らくがありました。《蒼マーレ》は、人道的な立場からも、個人的な想おもいからも、このプログラムを実行するでしょう。その為に、あの兄弟は今までやって来たのですから」

「考えられない事ではないですね」

「結果として、《蒼マーレ》はジェシカシステムを失います」

「なるほど、それで？」

　僕は、一呼吸置く。そして言った。

「あなたは、ここまで想定していたのではありませんか？」

「私が？」

　頷うなずく。そして、一つずつ数えるように説明した。

「安芸君が馬原を殺そうとする。播機遙がそれを庇かばい、記き憶おくを失う。《円環キアカル》に居場所が無くなる馬原は、イドの手を借りて《鴉ノツクス》に生き延びる。ただし、その代だい償しようとして飯綱伊代の解錠プログラムを安芸君に渡わたす。安芸君は伊代を覚かく醒せいさせる。そして、《蒼マーレ》はジェシカシステムを失う」

　ミシェルは表情を動かさない。僕は続ける。

「今のこの状じよう況きようは、あなたにとってまさに理想的な状況だ。ミシェル、あなたは、播機姉妹が第三の選択肢を選ぶ事まで分かっていた。皆みな、最後まであなたの手の平の上で踊おどらされていたという訳です。違ちがいますか？」

　スーツの男は口元を押さえ、クックと笑った。

「さあ、どうでしょうね」

　どうとでも取れる回答。僕はため息をつき、灰皿からまだ火の消えていない煙草たばこを取った。

　煙けむりを細く吐はき出すと、ミシェルが言った。

「まあ、私が何を考えていたかはともかく、良い結果に終わったのは確かです。《円環キアカル》の、ひいては論理魔術師全体の安定を保つのが、私の役割ですから」

　同意はしなかった。

　その「論理魔術師全体の安定」とやらに、含ふくまれていない弟弟子でしがいたからだ。

　現在の安芸のふさぎこみっぷりは、見てて痛々しかった。

　表面上は普ふ通つうに教師として振る舞まってはいたが、長年修しゆ行ぎようを共にした僕には、彼の内面に出来た心の傷が、透すけて見えていた。

　時が経たてば、癒いえるのだろうか。

　僕には分からない。

　煙草を咥くわえたまま黙だまっていると、ミシェルがふっと、息を吐いた。

「その花、良くお似合いですよ」

　そうからかうように言って、僕のスーツの胸ポケットに入っている花を指差す。

　小さな青い花の集まり。《翠コラル》の《特権タレント》で、枯かれる《可能性ルウキス》を停止させている。

　勿わす忘れな草ぐさ。

　英語名は〝Forget-me-not〟。

　花言葉は名前と同じ。「私を忘れないでForget-me-not」だ。

「どういたしまして」

　しれっと返す。

　さっきの女生徒達にも笑われたが、イギリスにいる間は身に付けていようと思う。

　この国にはストーンヘンジが、《島イニス》と繫つながる《門ゲート》がある。

　花からかすかな匂においを感じる度たびに、

　彼女が、側そばにいるような、そんな気がするのだ。





65　僕、鏑木倫と、友人の久米信二は、播機さんの指示で秋津先生を捜さがしていた。






「とはいえ、捜そう索さく範はん囲いが広すぎるよ。ロンドン市街をクラスメイト四十人で捜したところで、男性教師一人を見つけられるとは、とても思えないね」

　既すでに諦あきらめ気味の信二が、歩きながら弱音を吐く。僕は彼の肩かたを軽く叩たたいた。

「『念ずれば通ず』ってやつさ。今日に懸かけていた播機さんの想いは尋じん常じようじゃ無いからね。もし見つけられなかったら、その念がこっちに来ちゃうかもしれないぜ」

「意味がわからん」

　信二が頭を搔かく。それでも、視線を左右に素す早ばやく振って、視界に入る人をチェックしていた。根は真面目まじめな男なのである。

「そういえば、鏑木」

「なんだい？」

　信二は顔を寄せて小声で言った。

「修学旅行では『鈴りん』の出番は無かったみたいだな」

『鈴』とは、僕の女装時の変名である。信二は、僕の趣しゆ味みを知る数少ない人間だった。

　僕は肩をすくめて答える。

「今回は別の機会で衣装を着られたからね。それで十分さ。君も貴重な体験が出来ただろう？」

　なんの事かと言えば、もちろんホテルでベルと笠木さんの服を着て逃にげ回った時の話だ。

　信二は眼鏡めがねを外して、右手で両目を覆おおった。

「思い出したくもないね。そもそも鏑木がなんであんな無む茶ちや苦く茶ちやな頼たのみ事を引き受けたのか、未いまだに不思議だよ」

　僕に身代わりをお願いしてきたのは、笠木さんだった。笠木さんが人に物を頼むのを見たのは、あれが初めてだった。

　僕は、少し遠くを見ながら──つまり、信二を見ないようにして──答える。

「まあ、思い人からのお願いだったからね。断れないさ」

「……え？」

　信二の足が止まる。僕は構わず歩き続ける。

　慌あわてて、信二が追いつき、驚おどろいた顔で喋しやべろうとする。

「ちょっと待て鏑木、いくらなんでもそれは無い、だってあいつは《人ドー──グムム」

　僕は両手で信二の口を無む理り矢や理り覆い、それ以上喋れないようにした。

「おっと。不用意な発言をして、僕を非日常の世界に引きずり込まないでくれよ、久米信二」

　信二は、なおも、もごもごと口を動かした後、不満げに頷いて黙った。

　口を解放してやり、歩き出しながら、信二に笑え顔がおを向ける。

「いいんだよ。今は高校生活を満まん喫きつする事が優先さ。恋こいと青春！　それを妨さまたげるんだって言うなら、僕は世界だって敵に回す覚かく悟ごがあるよ」

　ポカンとしていた信二は、やがて、苦く笑しようしながら付いてきた。

「君は強いな。鏑木」

「誰だれだって持っている強さだよ。意識してないだけでね。──お」

　十字路を曲がった歩道の前方に、オープンテラスが見えた。

　並んでいるテーブルの一つに、見慣れた白衣姿の男の子が座っている。

　僕は信二に笑いかける。

「こっちも『念ずれば通ず』だね」

　僕は携けい帯たい電でん話わを取り出す。





66　その時、鏑木君から携けい帯たいに連れん絡らくが入った。秋津先生らしき人ひと影かげを見かけたとの事！　走り疲つかれたベルと笠木さんには休んでいてもらって、私は目もく撃げき地点へと走る！




67　私、周藤絵里子は飛行機の中で出発を待っていた。






　ジェシカシステムは一足先にチャーター機で帰国している。残務処理があった為ため、私の出国は今日まで遅おくれた。

　今座っているのはファーストクラスの座席だ。

　隣となりの席には、津欧総一郎が座っていた。肘ひじ掛かけを指で叩きながら、出発を待っていた。

　騒そう動どうの後、彼は《円環キアカル》中を走り回って、あらゆる階級の相手と交こう渉しようし、取引し、時には恫どう喝かつまがいの説得をして、最終的に《蒼マーレ》がジェシカシステムを独断で国外に持ち出し、運用した事を、全すべて不問にさせた。

　おかげで、今回の件について、《蒼マーレ》はおとがめ無しとなった。

　それが原因かはともかくとして、昨日、彼に辞令が下りた。彼は今後しばらくの間──つまり無期限に──《円環キアカル》から《蒼マーレ》へ出向する身となった。

　客観的に見れば、《導師》の首席補ほ佐さ官かんを務めていた彼が、《血族クラン》の中で《円環キアカル》の政治力学から最も遠い《蒼マーレ》へ送られるのは、エリートコースからの脱だつ落らくにしか見えないだろう。

　しかし、これは、ようやく全てが元通りになる第一歩だった。

　２年前から止まっていた秋津の家の時計が、ようやく、動き出した合図だった。

「なあ」

　彼が、前を向いたまま私を呼んだ。私は、笑顔で答える。

「なあに？」

「《紅オストラム》には申し訳ない事をした。我々《蒼マーレ》の為に、彼女達だけが犠ぎ牲せいになってしまった」

　ようやく二人っきりになれたのに、別の女の話を始めたぞこいつ。

　瞬しゆん間かん的に生まれた殺意は、大人だから心の棚たなにしまって、私はふかふかの座席に体を沈しずめる。

「彼女達なら大だい丈じよう夫ぶよ」

　シートの柔やわらかさを味わいながら断言。

「女はしたたかなのよ？　きっと、自分達の幸せを摑つかみ取れる」

　そうだ。女の子の恋こい心ごころは、大人達の思おも惑わくなんか、簡単に吹ふき飛ばすだけの力を持っている。

　だから、私は心配していなかった。

　それよりも。

　私は急に起き上がり、津欧の耳元に顔を寄せる。

　そして、声のトーンを少し落として言った。

「そんな事よりも、検討すべきもっと重要な案件があるわ」

　津欧の顔が引き締しまる。何度でも見み惚とれる、仕事の男の顔だ。

「なんだ？」

　私は、ゆっくりと左手を持ち上げる。

　そして、肘掛けに載のせられた彼の大きな手に、私の小さな手を重ねた。

　耳元で、甘く、囁ささやく。

「私の事も、そろそろ名前で呼んでくれない？　総一郎？」

　みるみる顔が赤くなる彼を見て、私は少女のように笑った。





68　「秋津せんせーいっ！」






　私は大声で叫さけびながら、歩道に並んだテーブルを避よけつつ、秋津先生の所へ向かう。

　先生は椅い子すに腰こし掛かけ、ぼんやりと通りを眺ながめている。

　私の声は聞こえてないっぽい。むー。

　先生のすぐ側そばに到とう着ちやくして、もう一度呼びかける。

「秋津先生！」

　肩かたがぴくりと動いて、先生が振ふり返り、私を見上げる。

「やあ、播機さん」

　ちょっとぎこちない感じの声。

　テーブルの上には、先生が頼たのんだのであろうコーヒーが一いつ杯ぱい置いてあるだけだった。

　そのコーヒーは、一口も飲んでいないように見えた。湯気も無く、冷めていた。

　この修学旅行最終日の自由行動時間に、教師とはいえ、一人でコーヒーを前に物思いに耽ふけっていたのかな。とても先生らしい気もするけど、さみしーなーもう！

　私は強ごう引いんに先生の手を取り、引っ張る。

「ほら秋津先生！　行きますよ！」

「え、なに？」

　驚おどろきながら立ち上がる先生。

　私は、先生の手を握にぎったまま、歩き始める。

　先生は引きずられるように私に付いてくる。

「え、いや、ちょっと、播機さん？　どこへ行くの？」

　私はにやにやしながら先生の方に振り向いた。

「いいからいいから～。着いてからのお楽しみでっす！」





69　手を引かれるままに歩いていると、見慣れた通りに入った。






「え……？」

　戸と惑まどう僕を余所よそに、ようやく播機さんが立ち止まり、こちらを振り返る。

「じゃじゃーん！　ここです♪」

　そう言って、嬉うれしそうに指を伸のばした先には、一いつ軒けんの店があった。

　ジェシーの、バー。

　修しゆ行ぎよう時代に入り浸びたった店。

　現実の時じ間かん軸じくでは、５日前に斎条と来ていた。

　その日、播機さんにもここで会っている。

　馬原のコンテナトラックに追われて、師し匠しようが車で店内まで乗り付けたのだ。

「へへ、懐なつかしいでしょ？」

　屈くつ託たくの無い笑え顔がおを僕に向ける播機さんを、ぼうっと見つめてしまう。

　何故、今の播機さんが、この店の事を知っている？

　彼女は、論理魔ま術じゆつに関するあらゆる記き憶おくを失っている筈はずだ。

　僕は、震ふるえる声で、問いかけた。

「播機さん、もしかして、記憶が──」

「斎条先生が教えてくれたんです。『パーティーやるならここがいいよ。秋津先生の行きつけの店だしね』って」

　あ──

　足あし下もとにぽっかり穴が開いた錯さつ覚かく。

　そういう事か。

　そう、だよな。

　わずかな期待をした自分を猛もう烈れつに恥はじる。覚えている訳が、無いんだ。

　僕はなんとか落らく胆たんを隠かくそうと表情を固めた。播機さんは僕を入り口まで引っ張っていく。

「修学旅行の初日に、店のご主人さんにお願いして、今日を貸し切りにしてもらったんです」

「……ああ、あの時」

　あの日、播機さん、宮みや原はらさん、石いし丸まるさんがホテルから抜ぬけ出したのは、この為ためだったのか。

「でも、なんで？　パーティーって、なんの事？」

　播機さんは扉とびらを開け、中に手を差し出した。

「入れば分かります。さあ、どうぞ！」

　訳が分からず、僕は言われるままに中に入る。

　店内は、真っ暗だった。照明を切っていても窓明かりがある筈なので、全すべての窓のシャッターが下りている事になる。

　後から入って来た播機さんが、扉を閉めた。

　暗くら闇やみに包まれる。

「播機、さん？」

　返事が無い。というか、気配も無かった。後ろに手を伸ばしても、空気を搔かくばかり。

　播機さんが、どこかへ行ってしまった。

　僕は、急に、心の底から込み上げる物が──




　と、その時、店内に大だい音おん響きようが響ひびき渡わたる。







「「「「「秋津先生！　お誕生日おめでとう！」」」」」







　パッと店内に明かりが灯ともる。

　目の前に、２─Ｄの生徒達が勢せい揃ぞろいしていた。

　みんなが、僕に向かって盛大に拍はく手しゆをしている。

「え？　え？」

　状じよう況きようが、把は握あく出来ない。

　生徒の列にいた鏑木倫が、声を上げた。

「お忘れですか？　今日は先生の18歳の誕生日ですよ！」

「誕生日？　僕の？」

　日付を思い出す。

　……そういえば、今日は11月４日だ。

　僕の、誕生日。

「……なんで、そんな事、知ってる、の？」

　鏑木倫はわざとらしい動作で肩かたをすくめた。

「先生が初めて学校に来た時、質問を集めて回答したじゃないですか」

　……ああ、そういえば、そんな事もした。確かに、誕生日を答えた。

「播機さんがサプライズパーティーを企き画かくして、僕ら全員それに乗った訳です」

　そういう、事か……。

　なおも思考が上手うまく追いつかない僕は、ぼんやりと生徒達を眺ながめていた。

「先生」

　後ろから、声が聞こえた。

　振ふり返ると、播機さんが立っていた。

　大きな、花束を抱かかえて。

　播機さんは、一歩進んで僕の前に立ち、笑顔で花束を差し出した。

「お誕生日おめでとうございます」

　僕はまだふわふわした気分で、花束を受け取る。

　ふわりと花の香かおりが舞まい上がり、鼻をくすぐる。

　顔の前で受け取った花束を見ると、カードが刺ささっていた。

　一行、手書きでアルファベットが連なっていた。




『from 3H to 2A』




　急に、視界が広がった気がした。

　その文字列は、かつて播機さんに送った物を逆にした形だった。

　そして、そこで初めて、その花束が少し変わった構成である事に気がついた。

　綺き麗れいに、二色に分かれている。花束にするには、あまり見ないやり方だった。

　半分は、深しん紅くのバラ。

　もう半分は、染せん料りようを吸わせて花弁が青く染まったバラだった。




　つまり。

[image: ]




　紅あかと、蒼あおだった。




　これは……？

　僕が呆ぼう然ぜんと花束を見つめていると、播機さんが近寄ってきて、耳元で囁ささやいた。





70　「《支配リアイル》の《特権タレント》がある魔ま術じゆつ師しの記き憶おくを消せるなんて、なんでみんな信じたんでしょうね？」







71　その言葉は、数瞬遅おくれて僕の頭の中に染しみ渡わたった。






　僕は啞あ然ぜんとして彼女を見つめる。彼女は周りに聞こえないように呟つぶやいた。

「お母さんが教えてくれたんです。誰だれかを好きになる気持ちは、魔術なんかに負けないって」

　そして、１２０％スマイルを顔に浮うかべた。

「私が先生を好きな気持ちも、魔術なんかで失ったりしません」

　ああ、もう……。

　この子は！

　心の奥底から沸わき上がる喜びが、頭の中を駆かけ巡めぐる混乱とせめぎ合い、僕は今自分がどんな表情をしているのか判断出来なかった。

　もしかしたら、笑っているのかも、しれなかった。

「播機さ──」

「駄だ目めです」

　名前を呼ぼうとしたら、指を一本立てて遮さえぎられる。

　そして、彼女は、いたずらっぽく笑った。

「これからは私の事を下の名前で呼んで下さい。秋津先生」





72　私がそう言うと、秋津先生は真っ赤になって、うつむいた。新しん鮮せんな反応だ♪






「…………」

　ん、なにかぶつぶつと言っている。

　名前を呼ぶのが恥はずかしいのだろうか。しかし私ももう引かない。

「ほらほら先生、何言ってるのか分からないじゃないですか」

「…………じゃないか」

　なにか、文句を言っているように聞こえた。

「え？　今なんて言いました？」

　私が聞き返すと、先生は少し怒おこった顔をして、私を見た。

　そして、文句を言うように呟く。




「君だって、僕を名前で呼んでくれないじゃないか」




　今度は、私の顔が真っ赤になる番だった。





73　僕の必死の反はん撃げきは功を奏したようだった。






　播機さんは一気に真っ赤になり、うつむき、手足をバタバタさせ、周りの野や次じを手を振ふって散らし、両手で頭を押さえ、そして、ようやくまた顔を上げ、僕を見た。

　真っ直すぐな瞳ひとみ。

　久しぶりに、ちゃんと見つめ合った気さえする。

　播機さんは、両手を、迎むかえ入れるように、ゆっくりと僕の方に伸のばす。

　そして、少し、恥ずかしげに笑った。

「誕生日おめでとう、……大好きです、安芸、先生！」

「遙！」

　口が勝手に喋しやべり、体が勝手に動いた。

　気づくと彼女を両手で抱だきしめていた。

　大だい喝かつ采さいが店内を包む。

　用意されていたらしいクラッカーが次々と鳴り、店内は色とりどりのテープに満たされた。

　播機さんは体をずらして、僕を見上げ、その愛いとおしい笑え顔がおを僕に見せた。

「これからもよろしくね。私の魔術師さん♪」

「うん……うん」

　上手うまく言葉が出てこなくて、僕は頷うなずく事しか出来なかった。

　彼女は、満足そうに胸に顔を埋うずめ、ぎゅっと抱きしめてきた。

　伝わってくる彼女の感かん触しよくが、体温が、その存在が、全すべてが愛おしかった。

　僕も、強く、抱きしめ返す。




　生徒達の喧けん噪そうが更さらに高まる中、僕は思っていた。




　僕達の未来には、無限の選せん択たく肢しが与あたえられている。

　僕達は、その中の一つを選び、未来へと続く道を歩いて行く。

　どの道を選んだとしても、そこには沢たく山さんの障害が待ち構えている。

　時には傷つき、足あし踏ぶみする事もあるだろう。

　行き止まりになっていて、引き返さなければならない時だって、あるかもしれない。

　それでも。

　君と一いつ緒しよなら、僕は、どこまでも、進む事が出来る。

　そして、いつか、目指した未来へ、君と一緒に、たどり着くだろう。

　僕達には、それが出来る。

　何故なぜならば、




　僕は彼女の頭を手で包み、囁ささやいた。

「好きだよ。遙」

　彼女は、顔を胸に埋めたまま、うん、と頷いた。




　何故ならば、







　可能性ルウキスは、常に僕達の中に、あるのだから。


（放課後の魔術師メイガス　完）









　バックステージ（あとがき）




　土屋つかさです。『放課後の魔術師メイガス ⑦スマイル・ウィズ・ユー』をお届けします。七巻に渡わたりお贈おくりして参りました安芸と遙の物語は、ひとまず今回で完結となります。最後までお楽しみ頂ければ幸いです。未読の方は、ここから先は読どく了りよう後に読まれる事をお勧すすめします。




　今、校正を含ふくめて本文の全すべての作業を終え、ゆったりした気分でこれを書いています。本編を書いている時はそうでもなかったのですが、あとがきを書く段になって、ようやく「ああ、完結したんだ」という実感を持ち始めました。ちょっと感極きわまって泣きそうです。ううう。




　スニーカー大賞への応おう募ぼ作をシリーズ化するにあたり、担当編集さんと打ち合わせを重ね、「語りたい事は山のようにあるが、安芸と遙の物語に決着をつける所までを書こう」という事に決まったのがいつ頃ごろの事だったのか、ちょっと覚えていません。ようやく、ここまでたどり着けました。デビュー作を無事に完結させる事が出来て本当に嬉うれしいです。




《完結したフオル・円環キアカル》と《鴉ノツクス》の戦いに決着がついておりませんが、六巻のあとがきでも書いた通り、この二大勢力は今後も世紀をまたいで争いを続けます。『放課後の魔術師メイガス』は、その年代記の極めて短い一時期に起きた、《紅オストラム》の《血族クラン》の復活を描えがいた物語でした。いつか、他の時代の話も紹しよう介かい出来れば良いなあと思っています。




　応募原げん稿こうの執しつ筆ぴつ時から考えると、遙と安芸を書き始めて約四年が経たっている訳で、彼らと別れるのは、正直な話、とても寂さびしいです。ただし、彼らは結構な行動力を内に秘ひめているタイプなので、いつかどこかでひょっこり顔を出してくれるんじゃないかと、今からちょっとだけ期待しています。




　もちろん、小説は終わっても、安芸と遙の物語が、ここで終わる訳ではありません。むしろ、ようやく始まったばかりだと言えるでしょう。自分の気持ちに素す直なおになれた彼らが、これからどんな冒ぼう険けんと巡めぐり会うのか、是ぜ非ひ想像してみて下さい。可能性は、無限大です。




　ところで、「あれ？　今回は作中にアナログゲーム登場してないの？」と疑問に感じる読者の方も（５人くらいは）いるかもしれません。すみません、今回はどうにも入れる隙すきがありませんでした。まだまだ修練が足りないと自覚する日々です。




　最後に謝辞を。毎回美び麗れいなイラストを描いて下さり、またプライベートでもアナログゲーム仲間であるふゆの春はる秋あきさん。最後まで本当にありがとうございました。特製ブックレットに描かれたえちい笠木は宝物です。これからも機会があれば遊んでやって下さい。読者の皆みな様さまからの応おう援えんのメール、ハガキ、ありがとうございました。特製ブックレット応募のハガキも読ませて頂きました。作品を最後まで書ききる原動力となりました。ありがとうございました。いつも土屋の遅ち筆ひつのせいでスケジュール調整に奔ほん走そうして頂いている担当編集のＵ野さん。今回は本当にやばかったですごめんなさい……じゃなくて、ありがとう！　これからもよろしくお願いします！　最後に、これはもう言うまでも無い事ですが、ここまで読んできてくれた読者の皆様に百万の感謝を！　皆さんのおかげで、ここまで書いてくる事が出来ました。そして、またこれからも、書いていけます。本当にありがとう。




　さて、既すでに次回作に向けての仕込みを始めています。更さらに面おも白しろい物語を提供する為ために、スタッフ一同気合いを入れて取り組んでおります。今年が終わるまでには、皆様の元へお届け出来るといいなあと考えていたり（ただし予定は未定）。ご期待下さい！




　最後まで読んでくれて本当にありがとう。もし良ければ、感想を聞かせて下さい。七巻の感想でも、シリーズ全体の感想でも構いません。また、学校や会社、友達の間で何が流行はやっているのか、あるいは、あなたが今何を考え、何に悩なやんでいるのかなども、教えてもらえたら嬉しいです。スニーカーＷｅｂアンケートか、編集部気付、あるいは土屋に直接メールで、どしどし送ってきて下さい。待っています。




　それでは、次の物語であなたと再会出来る事を、心より楽しみにしています。またお会いしましょう。土屋つかさでした。





自宅にて。土屋　つかさ　　









Ｐ．Ｓ．土屋つかさのブログはこちらです。最新情報などもこちらからどうぞ。

土屋つかさの今か無しか（「今か無しか」で検けん索さくして下さい）


http://someiyoshino.at.webry.info/（２０１４年５月現在）
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